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はじめに

阿武隈山塊東縁にあたる福島県南部から茨城県北部
にかけての太平洋岸地域は常磐地域と呼ばれ，上部白
亜系から新第三系が南北走向東緩傾斜で南北に幅広く
分布する．下部漸新統白水層群石城層からは石炭が産
出するため古くから探鉱地質調査がなされ，それに伴

い多くの研究が行なわれている（HataiandKamada，
1950;須貝ほか，1957;柳沢ほか，1989;安藤，2002;
久保ほか，2002など参照）．そして最近の研究動向に
ついては安藤（2002）によってレビューされている．
しかし，堆積相解析による堆積環境やそれに基づく地
史の復元は，上部白亜系双葉層群（安藤ほか，1995）
や第三系の一部（矢部ほか，1995）を除けばなされて

茨城県北部の漸新統石城層から浅貝層の堆積相 1茨城県自然博物館研究報告 Bull.IbarakiNat.Mus.,(6):1-17(2003)

茨城県北部の古第三系下部漸新統白水層群石城層から
浅貝層にかけての堆積相と古地理的意義

上田庸平＊・安藤寿男＊＊・篠崎将俊＊

（2003年2月19日受理）

DepositionalFaciesandTheirPaleogeographicImplications
oftheOligoceneIwakitoAsagaiFormations,
ShiramizuGroupinNorthernIbarakiPrefecture

YouheiUEDA＊,HisaoANDO＊＊ andMasatoshiSHINOZAKI＊

(AcceptedFebruary19,2003)

Abstract

FourteendepositionalfaciesandfivefaciesassociationsarerecognizedintheIwakiandAsagai
Formations,ShiramizuGroupfromSekimototoIsohara,KitaibarakiCity,IbarakiPrefecture.Judging
from theirdistributionandsuccessions,thefollowingsedimentaryenvironmentsareinferred:estuary
withmarshtoinnerbayandsandyriverfortheIwakiFormation,anduppertolowershorefaceand
innershelffortheAsagaiFormation.TheIwakiFormationformstwocyclescomposedofestuary
toinnerbayfaciesandsandyfluvialfaicesinupwardsequence.TheAsagaiFormationshowsa
transgressivetrend from lowershorefaceto innershelffacies.TheIwakiFormation in the
Kitaibarakiareaseemstohavebeenformedbytwotransgressive-regressivecyclesreflectingtwo
relativesea-levelchangesonabay-likedepressionseparatedbytwotopographicheightsofthe
northernandsouthernendsofthearea.AfterwardtheAsagaiFormationwaswidelydepositedbya
transgressionassociatedwithalarge-scalerelativesea-levelrise.

Keywords:ShiramizuGroup,IwakiFormation,AsagaiFormation,depositionalfacies,relativesea-
levelchange,Oligocene.
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おらず，研究の余地が残されていた．
そこで本研究では，茨城県北茨城市の関本－磯原地

域において古第三系漸新統白水層群の石城層～浅貝層
を対象として堆積相解析を行った．しかし，炭鉱が
あった1960年代以前に比べ，その後の都市化や露頭
の風化などによって露頭条件は極めて悪くなってお
り，露頭自体も失われている場所が多い．こうした点
を克服するために，筆者らが作成した地質柱状と江
口・庄司（1954）に記載されている華川－関本間の7
本の試錐柱状との比較を行った．この試錐柱状には堆
積相を特定できる程の詳細な記載はないが，粒度変化
や産出化石などの特徴から，筆者らが野外調査に基づ
いて認定した堆積相との比較はある程度可能である．
その結果，関本－磯原地域の石城層は塩水湿地相の発
達する内湾－エスチュアリー相から河川相への堆積相
変化を2回繰り返しており，浅貝層では上部外浜相か
ら下部外浜～内側陸棚相からなることが確認された．
そしてそれらの分布や累重様式から，石城層は2回の
相対的海水準変動サイクルにより形成され，浅貝層は
その後の大規模な相対的海水準上昇に伴う海進により
形成された堆積物であることが明らかになった．

地質概説

常磐地域南部，茨城県北部の北茨城市関本から磯原
では，前期白亜紀以前の古期岩類である阿武隈変成岩
類，阿武隈花崗岩類を基盤岩として無整合に覆って第
三系が分布している（図1）．全体的に北北東－南南西
走向東緩傾斜を示し，下位より古第三系白水層群石城
層，浅貝層，白坂層が整合的に重なり，上位に新第三
系の湯長谷層群，高久層群，多賀層群がそれぞれ不整
合で重なっている．
本研究で対象としたのは，茨城県北茨城市関本から

磯原にかけての南北に約6km，東西に約5kmの地域
に分布する，白水層群石城層と浅貝層である（図1）．
石城層は，基盤岩を無整合で覆う主に中粒から細粒砂
岩からなり，薄い石炭層を含む層厚数m程度の炭質シ
ルト岩を複数枚挟在する．またCrassostreaの密集層や
Cyclocardia，Turritellaなどの軟体動物化石を散在的に
泥質細粒砂岩中に含む．浅貝層は，石城層に整合に重
なる主に分級のよい細粒から極細粒の砂岩からなり，
CyclocardiaやTurritellaなどの軟体動物化石を極細粒
砂岩中に散在し，一部密集層を形成する．

石城層の堆積年代は哺乳類動物化石（Tomida，
1986）や鳥類化石群（いわき市教育文化事業団，1991）
から前期漸新世とされている．また石城層上部の貝類
化石殻を用いたストロンチウム同位体年代として，
39.1-41.2Maの年代が得られている（小笠原ほか，
2001）．しかし，花粉化石（佐藤，1989）や貝類化石群
集（根本・大原，2001）では，石城層上部の中部に急
速に冷涼化した層準があることが報告されている．久
保ほか（2002）ではこれを，始新世から前期漸新世初
頭にかけてのTerminalEoceneEvent（Wolfe，1978）に
対比し，暫定的に後期始新世から前期漸新世に位置づ
けている．
浅貝層の堆積年代は，産出する浅貝型軟体動物群か

ら前期漸新世と考えられている（Kamada，1960）．ま
た近年の微化石層序によれば，浅貝層中上部から産出
する渦鞭毛藻化石から，石灰質ナンノ化石帯区分
CP16帯（約32.5Ma～34Ma）にかかる石狩炭田の紅
葉山層に対比され，浅貝層もCP16帯に対比される可
能性が高いとされる．先述のように浅貝層下位に位置
する石城層の上部が前期漸新世を示すことから，浅貝
層は前期漸新世となる（久保ほか，2002）．なお，浅貝
層の貝類化石のストロンチウム年代として，37.8Ma
と37.9Maが得られている（小笠原ほか，2001）．浅貝
層に整合で重なる白坂層は，産出する珪質鞭毛藻化石
から前期漸新世初期の地層とされる（柳沢・鈴木，
1987;柳沢ほか，1989）．また，木村（1988）からは，
29.1Maのフィッショントラック（FT）の年代が報告
されている．

堆積相および堆積組相

茨城県北茨城市関本から磯原における白水層群石城
層および浅貝層について，粒度，分級度，堆積構造な
どから14の堆積相を識別した．そしてこれら堆積相
の特徴や随伴関係から，5の堆積組相（A～E）を認定
した（図2，3）．

1．堆積相

堆積相1:炭質頁岩，石炭

黒色を示す炭質頁岩，もしくは石炭で，炭化植物片
を含むことがある．本相の層厚は数10cm以下で石城
層に見られ，石城層下部では堆積相2，3に累重し，上
位に堆積相7，8が重なる．石城層上部では堆積相2，

2 上田庸平・安藤寿男・篠崎将俊
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図1．北茨城地域の地質図および調査ルート位置図．地質図は須貝ほか（1957）を一部改変．a～f:調査ルー
ト．A-B:図4，5，7の基盤断面図の断面線位置．
Fig.1.GeologicalmapandstudyroutesoftheKitaibarakiarea.Thebasicgeologicalmapismodifiedfrom
Sugaietal.(1957).a-f:studyroutes.A-B:locationofthecrosssectioninFigs.4,5and7.



4 上田庸平・安藤寿男・篠崎将俊

図2．北茨城地域の白水層群石城層と浅貝層の堆積相および堆積組相区分．
Fig.2.Characteristicsofdepositionalfaciesand faciesassociationsoftheIwakiand AsagaiFormations,
ShiramizuGroupintheKitaibarakiarea.
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図3．白水層群石城層と浅貝層に見られる堆積相と堆積組相の代表的な累重様式を示した地質柱状図．（a）:石
城層上部（図5:（a））に見られる堆積組相A．（b）:石城層中部（図5:（b））に見られる堆積組相B，C．
（c）:浅貝層下部（図5:（c））に見られる堆積組相D．（d）:浅貝層下部（図5:（d））に見られる堆積組相E．
Fig.3.RepresentativecolumnarsectionsoftheIwakiandAsagaiFormations,ShiramizuGroupintheKitaibaraki
area,showingfacies,faciesassociationsandfaciessuccessions.(a):FaciesassociationAintheupperpartof
theIwakiFormation(Fig.5:(a)),(b):FaciesassociationsBandCinthemiddlepartoftheIwakiFormation
(Fig.5:(b)),(c):FaciesassociationD inthelowerpartoftheAsagaiFormation(Fig.5:(c)),(d):Facies
associationEinthelowerpartoftheAsagaiFormation(Fig.5:(d)).



3に累重し，堆積相5が上位に重なることが多い．

堆積相2:有機質シルト岩

茶色～暗灰色を示す有機質の塊状シルト岩で，炭化
植物片，特に根痕化石が特徴的に含まれる．稀に砂質
となり，砂が葉理をなすことがある．本相は層厚数m
～数10cmで石城層に見られ，石城層下部では堆積相
3，7に累重し，堆積相1が上位に重なる．石城層上部
では堆積相3，4に累重し，堆積相1が上位に重なるこ
とが多い．根痕化石の存在から植生のある堆積環境が
示唆される．

堆積相3:非有機質シルト岩

白灰色～青灰色を示す塊状のシルト岩で，稀に微小
な炭化植物片を含む．石城層に見られ，石城層下部で
は堆積相7に累重し，上部では堆積相4に累重する．
両者とも上位に堆積相1が重なるか堆積相2に漸移す
る．本相の分布範囲は狭く，層厚も数10cm以下であ
る．

堆積相4:斜交層理極細粒～細粒砂岩

分級度のあまり良くない極細粒～細粒砂岩で，低角
斜交層理や平板型斜交層理が発達する．炭化植物片
を多く含み，炭質葉理が発達する．シルト岩の偽礫
（1～2cm）が層理に沿って配列する．本相は層厚数m
～数10mで石城層中上部に多く見られ，堆積相5に累
重し，上位に堆積相1，2，3が重なることが多い．堆
積相3との関係は漸移的である．

堆積相5:トラフ型斜交層理中粒～粗粒砂岩

トラフ型斜交層理（幅約1m以上）の発達する分級
が悪い中粒～粗粒砂岩で，炭化植物片を多く含み，薄
い炭質葉理が見られる．マッドドレイプも一部では頻
繁に見られる．最大層厚約30cmの分級度のあまり良
くない細粒砂岩をレンズ状に挟むことがある．しばし
ばトラフ底に細礫（シルト岩の偽礫も含まれる）が配
列し正級化を示す．本相は層厚約50cm～数mで石城
層中上部に多く見られ，堆積相1，2，3，4を削り込ん
で累重し，上位に堆積相4が重なる．堆積相4との関
係は漸移を示す．

堆積相6:斜交層理礫岩

トラフ型斜交層理が発達する主に中礫～大礫の亜円

礫からなる礫支持礫岩で，礫種は大部分が花崗岩から
なる．本相はトラフセット内に正級化が見られるが，
インブリケーションはほとんど見られない．最大層厚
約30cmで分級の悪い粗粒～細粒砂岩をレンズ状に挟
む．本相は層厚約2.5mで下位の層を深く削りこんで
累重し，堆積相 5に漸移する．本相の分布は狭く，
fルートの石城層最下部のみで確認された．

堆積相7:生物擾乱砂質シルト～泥質細粒砂岩

激しい生物擾乱を受け，分級度は普通程度の砂質シ
ルト～泥質細粒砂岩で，炭化植物片を多く含む．垂直
性の管状生痕（直径1～2cm）が頻繁に見られ，一部
で密集する．全体的に塊状を呈するが，一部では炭質
葉理や細粒砂が形成する葉理が見られ，稀にウェーブ
リップルが観察される．本相は石城層下部に分布し，
層厚約15m以下と厚く発達しており，堆積相1，2，
3．8，9，10が挟在する．堆積相8，9，10との関係は
漸移的なことが多い．

堆積相8:泥質細粒～中粒砂岩

斜交層理の発達する分級度のあまり良くない泥質極
細粒～細粒砂岩で，微小な炭化植物片を多く含み，炭
質葉理が多く見られる．マッドドレイプを頻繁に含
む．礫径2～3cm程のシルト岩の偽礫が層理に沿って
配列することがある．稀に垂直性の管状生痕（直径
1～2cm）が点在する．本相は石城層中下部に多く分
布し，層厚約15m以下と厚く発達する．本相に堆積
相1，2，3が挟在するが，堆積相2，3との関係は漸移
的である．

堆積相9:含貝化石泥質細粒砂岩

生物擾乱を受け，分級度は普通程度の泥質細粒砂岩
で，海生軟体動物化石（Cyclocardiasp.，Turritellasp.）
を合弁や離弁，破片の状態で散在する．しかし，風化
が激しくその保存状態は悪い．垂直性の管状生痕（直
径1～2cm）が点在する．微小な炭化植物片を多く含
む．本相は層厚約1m以下で石城層下部に多く分布し
ており，堆積相7に累重し，上位に堆積相7，10が重
なることが多い．各堆積相との関係は漸移的である．

堆積相10:含カキ化石極細粒～細粒砂岩

微小な炭化植物片を含む，分級度は普通程度の泥質
極細粒～細粒砂岩で，汽水域の潮間帯を示す示相化石
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であるCrassostreasp.の密集層を含む．泥質部に発達
したカキ密集層は，一部は生息姿勢を保つが大半は接
合面が層理に平行に倒れており，潮汐流のような営力
で軽微な移動を受けたと思われる．本相は層厚約1m
以下で石城層下部に分布しており，堆積相7，9に累重
し，上位に堆積相7が重なる．各堆積相との関係は漸
移的である．

堆積相11:平板型斜交層理中粒砂岩

平板型斜交層理が発達する分級度は普通程度の中粒
砂岩で，炭化木片や炭化植物片などを含み，薄い炭質
葉理も頻繁に見られる．細礫層が層厚約20cm程度で
レンズ状に挟在する．最上部に垂直性の管状生痕（直
径1～3cm）が点在する．本相は層厚約2～3mで石
城層中部，浅貝層下部に分布し，石城層中部では堆積
相7，8に，浅貝層下部では堆積相13に挟在する．

堆積相12:斜交層理細粒～中粒砂岩

トラフ型斜交層理（波長数10cm以下）が発達する
分級度が並～悪の中粒砂岩で，炭化植物片などを含み
薄い炭質葉理が多く見られる．トラフ底に粗粒砂が配
列し，トラフセット内で正級化する．稀に垂直性の管
状生痕（直径1～2cm）が見られる．本相は層厚約
2～3m以下で浅貝層下部に分布し，堆積相13に挟在
する．また本相は下位の堆積相13を深く削りこんで
累重する．

堆積相13:塊状極細粒～細粒砂岩

激しい生物擾乱を受け，分級度が良い極細粒～細粒
砂岩で，微小な炭質物を散在する．生物擾乱に乱され
塊状を呈するが，浅貝層下部ではウェーブリップルを
確認できた．本相は浅貝層全体に分布し，浅貝層下部
では堆積相11，12を，上部では堆積相14を挟在する．
堆積相14との関係は漸移的である．層厚約数10mと
厚く発達する．

堆積相14:含貝化石極細粒～細粒砂岩

激しい生物擾乱を受けている，分級度が良い極細粒
～細粒砂岩で，海生軟体動物化石が大部分合弁の状態
で散在し，稀に一部で密集層を形成する．垂直性の管
状生痕（直径約1.5cm）の密集も観察される．本相は，
堆積相9と比べると炭化植物片などを含まない．また
岩相がかなり均一で海生軟体動物化石も合弁が多いこ

とから堆積相9よりも潮汐流や波浪の影響が少ない安
定した砂底環境における堆積物であることが考えられ
る．本相は層厚約1～2mで浅貝層中上部に分布し，
堆積相13に挟在する．またその関係は漸移的である．

2．堆積組相

堆積組相A:砂質河川

トラフ型斜交層理の発達する堆積相4，5，6から非
有機質および有機質シルト岩と石炭層からなる堆積相
1，2，3へと上方細粒化するユニット（層厚約 5～
10m）が複数累重する組相である（図3）．このユニッ
トでは，基底の堆積相5，6が，下位ユニット上限の堆
積相1，2を深く削りこんでいる．またその基底部では
荷重痕がしばしば見られる．全体的に炭化植物片が非
常に多く含まれており，薄い炭質葉理が頻繁に見られ
る．堆積相6の礫岩層はfルートでの1カ所でしか観
察されていない．cルートの石城層上部に分布する本
組相の堆積相4，5で観察されたフォーセット斜交層理
の傾斜方向から主に北東～南東方向の古流向が得られ
た（図3）．
こうした分級度の悪い粗～細粒砂岩から有機質シル

ト岩が上方細粒化ユニットを示して累重する堆積組相
は河川成堆積物の典型である（Miall，1992）．トラフ
型斜交層理を呈する中粒砂岩はチャネル底堆積物，細
粒砂岩はチャネル埋積堆積物，石炭を有する有機質な
シルト岩は氾濫原あるいは湿地堆積物と考えられる．
特に堆積相4，5が卓越することから砂質河川の堆積相
であると解釈できる．

堆積組相B:塩水湿地

主に堆積相2の有機質なシルト岩から構成され，最
上部には層厚数10cmになる堆積相1の石炭層が重な
ることが多い（図3）．非有機質シルト岩の堆積相3は
最下部に位置し，層厚数10cm程度で堆積相2へ漸移
する．堆積相2に炭化植物片（根痕，葉化石）が多く
見られることから堆積時には植生のある環境であった
ことが示唆される．堆積組相Aを構成する堆積相1，
2，3とは異なり，本組相は数m程度の厚さに発達し，
後に述べる内湾環境を示し厚さ10数m以上になる堆
積組相Cに挟まれる（図3）．この累重関係から本組相
は海水の影響を受けた堆積環境と推定され，堆積組相
Bを塩水湿地相と解釈した．
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堆積組相C:内湾－エスチュアリー

主に生物擾乱を受けた泥質な極細粒～細粒砂岩か
らなる堆積相7と斜交層理の発達する堆積相8から
構成される（図3）．堆積相7は，層厚約1mになる
Crassostreasp.を産出する堆積相10や，海生軟体動物
化石を産出する堆積相 9を挟在し，堆積相 8は，層
厚数 10cm～ 2mの分級度の悪い中粒砂岩からなる
堆積相11を挟在する．堆積相7で見られるウェーブ
リップルや，堆積相9から産出する海生の軟体動物化
石から，波浪の影響を受ける環境での海成堆積物であ
ることが考えられる．さらに堆積相10から産出する
Crassostreasp.の密集層は，汽水域の潮間帯を示す示
相化石であることから，河川の流入により一部汽水域
となるような内湾環境が推定できる．また，本組相に
多く含まれる炭化植物片も河川の流入によってもたら
されたと考えられる．よって，堆積組相Cを内湾－エ
スチュアリー相と解釈した．

堆積組相D:上部外浜

生物擾乱を受けた極細粒～細粒砂岩からなる堆積相
13と斜交層理の発達した分級度の普通～悪い中粒砂
岩からなる堆積相11，12が細粒砂岩優勢で互層する
（図3）．

堆積相13に見られたウェーブリップルから，暴浪
時波浪限界水深以浅の堆積環境が考えられる．また斉
藤（1989）を参考にすると，堆積相11，12の斜交層理
が発達する中粒砂岩は，沿岸州の移動や離岸流や沿汀
流のチャネル堆積物と考えられる．よって堆積組相D
を上部外浜相と解釈した．

堆積組相E:下部外浜～内側陸棚

主に分級度の良い塊状極細粒～細粒砂岩からなる堆
積相13で構成され，海生軟体動物化石を散在する層
厚約1～2mの堆積相14が挟在する（図3）．生物擾
乱が顕著で管状生痕の密集部が多く見られる岩相が均
一に連続し，また海生二枚貝化石が合弁で散在するこ
とから，波浪の影響の少ない底生生物の活動が活発な
堆積環境が考えられる．斉藤（1989）を参考にすると
本相は下部外浜から内側陸棚にかけての堆積環境と考
えられる．

3．堆積相，堆積組相分布

本地域では，江口・庄司（1955）によって，石炭の

探鉱に伴う試錐データから基盤岩の等深線図が作成さ
れている（図4）．実際の石城層堆積当時の古地形は，
現在の白水層群の一般傾斜がほぼ東へ10～15°であ
ることから，図の基盤等深図を西へ10～15°傾けるよ
うに補正したものになると推定される．これによる
と，図北部の地域に高さ250mにおよぶ岬状，または
島状の潜丘が認められ，その南部にも同様な基盤の高
まりが認められる．したがって，これら南北2つの高
まりによって区切られた，内湾状の地形の存在が確認
できる．こうした基盤の形態が，当時の堆積環境や堆
積様式に大きく影響したことが予想される．
次に堆積相，堆積組相の分布を示すために，対比基

準線を石城層と浅貝層の境界にして調査ルート（a～
f）の地質柱状対比図を作成した（図5）．図には上述
した予測される基盤地形を柱状の下位に投影した．石
城層の見られたb～fのルートのうち，b，b’，c，dの
4本は内湾状の凹地内に位置し，e，fの2本は内湾状
の凹地から南西へ外れた場所にあたる．
石城層は，堆積組相A，B，Cからなっている．ルー

トb，b’，c，dでは石城層中下部に層厚約150mに達す
るCが見られ，上部に層厚約20～50mのAが重なる．
また，石城層中下部に発達するCには，層厚約2～
3mのAを，柱状図bとdに1枚ずつと，層厚約数m
のBを複数枚挟在している．調査地域南西部（ルート
e，f）では，石城層下部でAが約20mの厚さで見ら
れ，その上位に約10mのCとさらに上位に約数mのA
が卓越する．
浅貝層では D，Eが観察された．浅貝層下部では

層厚約数m～50mのDが見られ，その上位に層厚約
20m～60mのEが重なる．

しかし露頭条件の悪さから，特に石城層中下部につ
いては好露出ルートがないため，堆積組相の連続性を
確認することができない．

炭鉱試錐柱状との比較による石城層の堆積組相分布

1．石城層で見られる堆積輪廻層の意味

先述したように，本研究地域は石炭の探鉱に伴い多
くの研究がされてきた．その1つとして石城層の堆積
輪廻層についての江口元起らによる一連の研究がある
（江口・庄司，1953;江口ほか，1953;江口・鈴木，1953
など）．江口・庄司（1953）では，一般に夾炭層に見ら
れる連続的でしかも周期的に観察できる上方細粒化を
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図4．茨城県北茨城市関本から磯原の基盤等深線図および断面図．江口・庄司（1955）を一部改変．a～f:柱
状図作成ルート．
Fig.4.DepthcontourmapofthebasementfortheIwakiFormation,ShiramizuGroupfromSekimototoIsohara,
KitaibarakiCity,IbarakiPrefecture.Modifiedfrom EguchiandShoji(1955).a-f:studyroutesforcolumnar
sections.
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示す岩相を輪廻層と呼んでいる．すなわち下部より斜
交層理の発達した礫岩および粗粒～細粒砂岩，砂質頁
岩，石炭または炭質頁岩に漸移して，最上部にシルト
岩または砂質頁岩がのる岩相である．また個々の輪廻
層の岩相や累重様式の特徴から輪廻層群を識別してい
る．
江口・庄司（1954）でも指摘しているように，こう

した堆積輪廻層には変異があり，不完全な輪廻層を示
す場合もある．江口らはこれらについて明確な記載は
していないが，不完全輪廻層には，礫岩卓越型，細粒
砂岩卓越型，シルト岩卓越型がある．堆積学的に見る
と，完全な輪廻層の場合は，上方細粒化する岩相の累
重から河川成層の河道－氾濫原サイクルを表すと考え
られる（Miall，1992）．礫岩卓越型も，おそらく泥質
氾濫原の発達しない礫質河川相と考えるのが妥当であ
る．細粒砂岩やシルト岩卓越型に関しては，本地域の
地上地層での堆積相解析から，内湾－エスチュアリー
環境における堆積物と考えるのが妥当と判断されよ
う．

2．炭鉱試錐柱状の再解釈

江口・庄司（1954）では，関本－華川地域において
石城層を掘削した七本の試錐柱状から，厚さ約0.2～
20mにおよぶ19の輪廻層（I～XIX）と10の輪廻層
群（小豆畑輪廻層群～関屋輪廻層群）を識別している
（図6）．ただし，試錐の掘削位置やその位置関係につ
いては，当時各炭鉱が稼業中であるため詳細な記述は
なく，その地名が記されているのみである．
石城層最下部から引取沢輪廻層群および下部山下輪

廻層群までは，石炭層を含む層厚約数m～数10mに
およぶ泥岩と層厚約数mの細粒砂岩が主体となって
いる．また車置輪廻層群ではCrassostreasp.の産出が
報告されている．引取沢輪廻層群および下部山下輪廻
層群より上位では，層厚約数m～数10mの斜交層理
の見られる粗粒～中粒砂岩が発達し，シルト岩の層厚
は約数m以下と下位に比べ薄くなる．また上部山下廻
層群上部からもCrassostreasp.が産出する．
このような岩相および産出化石などの特徴を，筆者

らの野外調査により認定した堆積相と比較すると，石
城層下部に見られる泥岩および細粒砂岩の発達する岩
相は，堆積組相Cと類似する．Crassostreasp.の産出
から，汽水～内湾成の堆積物の存在は確実である．
石城層上部には，斜交層理の見られる粗粒～中粒砂

岩からシルト岩へ上方細粒化する層厚約数～30mの
ユニットが複数枚存在し，これは堆積組相Aに類似す
る．しかし，上部山下廻層群のXIIでは上下位の輪廻
層に比べ泥岩が厚く発達し，Crassostreasp.の産出が
報告されている．したがって，堆積組相A中に汽水～
内湾成の堆積物が含まれていることは確実であること
から，XIIは堆積組相Cに相当すると考えられる．

3．炭鉱試錐と陸上地層における堆積相分布

試錐柱状で推定した堆積組相と，陸上地層における
堆積組相分布との対応を見るために，地上地層での地
質柱状対比（図5）に江口・庄司（1954）の試錐柱状対比
（図6）を合成したものが図7である．華川－関本間で
の露頭不足を補い堆積相や堆積組相の分布をより詳細
に示している．石城層下部には堆積組相C，石城層上
部に堆積組相Aが卓越しており，よく対応している．
石城層内では下位より，層厚約数mになる堆積組相
Bを複数枚挟在するC，その上位に最大層厚約50mに
およぶAが累重する．さらに上位には，層厚約150m
になるCが厚さ数mのBを数枚挟在して重なり，これ
を深く削りこんで，最大層厚約150mにおよぶAが累
重する．また，石城層最上部にあたるAは，北東方向
へと尖滅し，Cへと側方変化していると考えられる．
今回相対的海水準変動に伴う2度の海水の差し込み

marineincursion（ShanleyandMcCabe，1994）が確認
された．このような事例は最近ではいくつか報告され
研究も進んでいる（高野ほか，1998など）．また，海水
の差し込みによる厚く発達した内湾成堆積物の存在
は，先述した江口・庄司（1955）の基盤等深線図に認
められた湾状の地形と対応する．
今回露頭の不足から堆積相の分布を明らかにできな

かった華川以南の地域（ルートe，f）では，華川以北
と異なり石城層下部で堆積組相Aが発達していた．こ
れも，基盤等深線図に描かれる湾から南西側に外れて
いることと対応する．つまり，石城層堆積初期の華川以
南では海水の差し込みmarineincarsionによる影響を
受けずに，河川成堆積物が堆積したものと考えられる．

堆積史の復元

上述の白水層群石城層および浅貝層における堆積
相，堆積組相の分布から，推定される堆積環境の変遷
を概念的に描くことができる（図8）．石城層および浅

茨城県北部の漸新統石城層から浅貝層の堆積相 11



12 上田庸平・安藤寿男・篠崎将俊

図6．茨城県北茨城市関本から華川における探鉱試錐地質柱状対比図．江口・庄司（1954）を一部改変．
Fig.6.Correlatedgeologicalcolumnarsectionsofsevendrilledholesfrom SekimototoHanakawa,Kitaibaraki
City,IbarakiPrefecture.ModifiedfromEguchiandShoji(1954).
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図8．茨城県北茨城市関本から磯原付近での白水層群石城層および浅貝層の堆積史．第1～4期は石城層，第
5期は浅貝層の堆積環境をあらわす．
Fig.8.SedimentaryhistoryoftheIwakitoAsagaiFormations,ShiramizuGroupfrom SekimototoIsohara,
KitaibarakiCity,IbarakiPrefecture.Stages1-4:IwakiFormation.Stage5:AsagaiFormation.



貝層の堆積期を，堆積組相の垂直分布と相対的海水準
の変動をふまえて5期（第1～5期）に分け，推定さ
れる堆積史について説明する．

石城層

第1期:内湾－エスチュアリー

相対的海水準の上昇に伴う海進により，白水層群堆
積以前の削剥により形成された湾状の地形に海水が入
り込み，内湾環境が広がった．この湾は図3に示され
るような高まりに囲まれており閉鎖的であったと思わ
れる．江口・庄司（1955）の試錐柱状からは層厚約数
mになる堆積組相Bが認められることから，湾奥のエ
スチュアリーには塩水湿地が発達していたことが分か
る．また，湾奥の汽水域ではCrassostreasp.がカキ礁
を形成していたが，潮汐流などの営力により礁が軽微
な破壊を受けて，カキの密集層が堆積した．

第2期:砂質河川

相対的海水準の低下に伴う海退により，陸上に露出
した堆積盆に河川平野が広がり砂質河川が発達した．
河川成の上方細粒化ユニットが，関本－華川中央部で
は3～4層累重しているのに対し，縁辺部（柱状図b，
d）では2層のみが累重している．全体の層厚も中央部
にかけて厚くなる傾向が読み取れる．これは河川平野
システムの発達が湾状地形に支配されていたために，
中央部では河道のシフトが多くなり，それが地層中に
保存されたためと考えられる．

第3期:内湾－エスチュアリー

相対的海水準の上昇に伴う海進により，再び内湾環
境が広がった．第1期のような厚い塩水湿地相は陸上
地層，試錐柱状共に見られず，塩水湿地の発達は小規
模であったと推測される．湾縁辺部でも内湾－エス
チュアリー成堆積物の層厚の減少はあまり見られない
ことから，第1，2期の湾状地形が埋積されたことに
よって第1期より開放的な，あるいは大きな内湾環境
が広がっていたことが考えられる．そのため，本堆積
期での内湾－エスチュアリー成堆積物は分布は広い
が，厚くは堆積しなかっと思われる．

第4期:砂質河川

相対的海水準の低下に伴う海退により河川の下刻作
用がおこり，湾状地形中央部では第2期の河川成堆積

物にまで侵食がおよんだ．その後再び河川平野が広が
り，層厚約100mにおよぶ河川相が発達したが，層厚
変化が大きく湾状地形縁辺部へ薄層化し，北東部（柱
状図b）では尖滅する．これは河川平野の発達が基盤
形態により制限されていたことによるものと考えられ
る．

浅貝層

第5期:上部外浜，下部外浜～内側陸棚

大規模な相対的海水準の上昇に伴う海進により，上
部外浜，続いて下部外浜～内側陸棚の環境が広がり，
浅貝層が堆積した．上部外浜相は関本－華川中央部で
厚く，北東，南西方向へと層厚が減少することから，
湾状地形の中央に近いところが厚くなっているように
見える．その後は海進に伴い公海性の下部外浜～内側
陸棚環境が広がり，浅海成堆積物が厚く堆積していっ
たことが推測される．

ま と め

1．常磐地域南部の北茨城市関本から磯原にかけて地
質調査を行い，白水層群石城層および浅貝層から
14の堆積相とそれらの特徴的な随伴関係から5の
堆積組相（A～E）を認定し，それぞれの堆積環境
を次のように推定した．堆積組相A:砂質河川相，
B:塩水湿地相，C:内湾－エスチュアリー相，D:
上部外浜相，E:下部外浜～内側陸棚相．

2．石城層には堆積組相A，B，Cが分布し，浅貝層に
は堆積組相D，Eが分布する．これらの累重関係か
ら，相対的海水準変動を考慮した5つの堆積期（第
1～5期）に分けられる．（第1期）:相対的海水準
上昇による内湾－エスチュアリー相．塩水湿地が
発達する．（2）:相対的海水準低下による砂質河川
相．（3）:相対的海水準上昇による，1より多少開放
的な内湾－エスチュアリー相．（4）:相対的海水準
低下による砂質河川相．（5）:大規模な相対的海水
準の上昇による，上部外浜相，下部外浜～内側陸
棚相．第1～4期は石城層，第5期は浅貝層の堆積
史である．

3．関本から華川地域では，江口・庄司（1954）に記載
される2つの基盤の高まりが存在し，石城層堆積
時には内湾や河川平野の発達に強く影響を与えて
いたことが考えられる．また，浅貝層下部に発達

茨城県北部の漸新統石城層から浅貝層の堆積相 15



する上部外浜相にも多少の影響があったと思われ
る．

4．関本～華川に分布する石城層は，基盤の形態に依
存する当時の古地形を強く反映しながら，2回の相
対的海水準変動サイクルにより形成された，河川
～内湾－エスチュアリー成堆積物である．浅貝層
は，その後の大規模な相対的海水準の上昇により
形成された，浅海陸棚成堆積物である．
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（要 旨）

上田庸平・安藤寿男・篠崎将俊．茨城県北部の古第三系下部漸新統白水層群石城層から浅貝

層にかけての堆積相と古地理的意義．茨城県自然博物館研究報告 第6号（2003）pp.1-17,
pl.1．
茨城県北茨城市関本から磯原周辺に分布する古第三系下部漸新統白水層群石城層および浅

貝層で，14の堆積相と5の堆積組相が識別できた．それらの累重関係や分布から，石城層は湿
地の卓越するエスチュアリー～内湾および砂質河川，浅貝層では上部外浜および下部外浜～
内側陸棚の堆積環境が推定された．石城層内では内湾相→河川相が2回繰り返しており，浅貝
層では上部外浜相→下部外浜～内側陸棚相が累重する．北茨城地域の石城層は，関本北部と
華川北部にあった基盤の高まりに挟まれた内湾地形の発達する場で，2回の相対的海水準変動
を反映した海進海退により形成された．そして，その後の大規模な相対的海水準の上昇に伴
う海進で浅貝層が形成されたものと推定される．

（キーワード）:白水層群，石城層，浅貝層，堆積相，相対的海水準変動，漸新世．
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図版と説明
（1図版）

PlateandExplanation
(1plate)
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図版1（Plate1）

a.石城層下部で観察された有機質シルト岩（堆積相2）と石炭（堆積相1）からなる塩水湿地
組相とその上位に重なる内湾－エスチュアリー組相の細粒砂岩（堆積相7）．石城層下部で
は堆積組相C中にBが挟在することが多い．北茨城市関本町富士ヶ丘（ルートb）．

a.Saltmarshfaciesassociationcomposedofcarbonaceoussiltstone(facies2:F2)andcoal(F1),
andinnerbaytoestuaryfaciesassociationcomposedoffinesandstone(F7),thelowerpart
oftheIwakiFormation.FaciesassociationCisoftenincludedwithinfaciesassociationB.
Fujigaoka,Sekimoto,KitaibarakiCity(routeb).

b.石城層上部で観察された砂質河川組相の細粒砂岩（堆積相4）．炭化植物片などの炭質物が
層理を形成し，フォーセットをなしている．石城層全体でこのような炭質な層理，葉理が
非常に多く見られる．北茨城市関本町富士ヶ丘（ルートc）．

b.FinesandstoneofsandyfluvialfaciesassociationobservedintheupperpartoftheIwaki
Formation(Facies4).Coalyplantremainsform forsetlaminaoftenobservedintheIwaki
Formation.Fujigaoka,Sekimoto,KitaibarakiCity(routec).

c.石城層上部で観察された内湾－エスチュアリー組相の泥質細粒砂岩（堆積相8）．有機質な
シルト岩がマッドドレイプをなす．北茨城市華川町上小津田（ルートd）．

c.Muddyfinesandstoneofinnerbaytoestuaryfaciesassociationobservedintheupperpartof
theIwakiFormation.Carbonaceoussiltstonelaminaformmuddrapes.Kamiotsuda,Hanakawa,
KitaibarakiCity(routed).

d.石城層中部で観察された砂質河川組相の中粒砂岩（堆積相5）．トラフ型斜交層理（幅約
1m）が発達する．北茨城市関本町富士ヶ丘（ルートc）．

d.Mediumsandstoneofsandyfluvialfacies(facies5)observedinthemiddlepartsoftheIwaki
Formation.Troughcross-stratification1minwavelengthisdeveloped.Fujigaoka,Sekimoto,
KitaibarakiCity(routec).

e.石城層中部で観察された内湾－エスチュアリー相のCrassostreasp.密集層（堆積相10）．合
弁の個体が多く一部は生息姿勢を保っているように見えるが，そのほかの個体は層理面に
平行に倒れており，カキ礁自体はだいぶ崩されているようである．層理面斜め上からの撮
影．北茨城市関本町富士ヶ丘（ルートb’）．

e.Crassostreashellbeds(facies10)observedintheinnerbaytoestuaryfaciesassociation,the
middlepartoftheIwakiFormation.Somearticulatedindividualsshowlivingposition,but
othersareaccumulatedparalleltothebeddingplane,suggestingsomebreakagebytidal
currents.Obliqueviewofthebeddingplane.Fujigaoka,Sekimoto,KitaibarakiCity(routeb’).

f.石城層下部で観察された内湾－エスチュアリー組相の泥細粒砂岩（堆積相7）．泥の壁を持
つ管状生痕が点在している．内湾－エスチュアリー成堆積物中にはこのような管状生痕が
多く見られる．層理面ほぼ直上からの撮影．北茨城市関本町関本上（ルートb）．

f.Muddyfinesandstone(facies7)ofinnerbaytoestuaryfaciesassociationobservedinthe
lowerpartoftheIwakiFormation.Burrowswithmudliningarescatteredonabedding
plane.Thistypeofburrow iscommoninthisfaciesassociation.Overheadview ofthe
beddingplane.Sekimoto-kami,Sekimoto,KitaibarakiCity(routeb).

g.浅貝層下部で観察された上部外浜相の中粒砂岩（堆積相12）．管状生痕（直径2cm，長さ
15cm以上）が点在する．写真すぐ下位ではトラフ型斜交層理（波長数10cm）が発達す
る．層理面横からの撮影．北茨城市関本町関本上（ルートa）．

g.Mediumsandstone(faices12)ofuppershorefacefaciesassociationinthelowerpartofthe
AsagaiFormation.Verticalburrows2cm indiameterandmorethan15cm inlengthare
scattered.Troughcross-stratification10cm inwavelengthisdevelopedbelowthishorizon.
Crossviewofthebeddingplane.Sekimoto-kami,Sekimoto,KitaibarakiCity(routea).

h.浅貝層下部で観察された上部外浜相の極細粒砂岩（堆積相13）．激しい生物擾乱とウェー
ブリップルが見える．北茨城市関本町福田（ルートb）．

h.Veryfinesandstone(facies13)ofuppershorefacefaciesassociationobservedinthelower
AsagaiFormation.Conspicuousbioturbation and waveripplesareobservable.Fukuda,
Sekimoto,KitaibarakiCity(routeb).
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Introduction

Some soil-dwelling pseudoscorpion species
thatbelongtothesamegenusareoftenfound
even in soilsamplesbroughtfrom thesame
field.Itis,therefore,veryimportantforexact
identificationatthespecificleveltostudytheir
postembryonicdevelopment,asmentionedprevi-
ously(Sakayori,2002).
Thispaperdescribestheexternalmorphology

ofallnymphalstagesofAllochthoniustamurai
(familyChthoniidae),withemphasisonchaetotaxy,
onthebasisofspecimenscollectedfrom Mt.
Tsukuba,IbarakiPrefecture,centralJapan.This
specieswasdescribedbySakayori(1999)based
onspecimenscollectedfrom thesamelocality.
The postembryonic development of Japanese
pseudoscorpions has so far been studied in
onlytwosoil-dwellingspecies,i.e.,Microbisium
pygmaeum(Ellingsen,1907)andTyrannochthonius
japonicus(Ellingsen,1907)(Sakayori,1989,2002).
Measurementswereperformedfollowingthe

notes of Chamberlin (1931). All the slide
preparationsusedherewillbedepositedinthe
author’scollection.

Descriptionsofnymphalstages

1.Protonymph:
Carapace (Fig.1): subquadrate, somewhat

longerthanbroad;epistomalprocessabsent;with
twopairsofeyes;carapacalchaetotaxy4-4-2-2-
2,14.
Coxalarea (Fig.4):Tip ofmanducatory

processwithtwosetae,onelongandtheother
short.Coxalspinespresentonly on coxaeI,
consistingofatubercleexpandedterminallyinto
asprayoftwotridentateblades,ineachblade
centralspinedistinctlyspatulate(Fig.6).Coxal
chaetotaxygenerally2-2-1:cs-1-0:0-1:0-1:0-1.Bisetose,
intercoxaltuberclepresent.
Abdomen:Ovate;surface oftergites and

sternites essentially smooth;pleuralmembrane
covered with exceedingly fine papillae.Tergal
andsternalchaetotaxygenerally2:2:4:4:4:4:4:4:2:
2:2:0,2:0:2:4:4:4:4:4:4:0:2.
Chelicera (Fig.2):Distinctly shorter than

carapace;palm ofchelicerawithfoursetaeof
whichaminuteoneislocatedlaterally.Galeal
seta absenton movable finger;palm nearly
smooth.Fixedfingerwithtwoorfourconspicuous
marginalteeth;movablefingerwithaboutnine
totwelvefinedenticulations.Flagellum compris-
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ingaseriesoffiveplumosebladesofwhicha
posterioroneissmall(Fig.3).
Pedipalp:SlenderasshowninFigs.5aand

5b.Trochanter1.31-1.55,femur3.40-3.75,tibia
1.64-1.83timesaslongasbroad.Trichobothria
asshowninFig.5a;fixedfingerwiththreeand
movablefingerwith 1.Fixed fingerofchela
witheighttoeleventeethalonginnermargin
andmovablefingerwitheighttoeleventeeth.

LegsIandIV:AsshowninFigs.7and8,
respectively.LegIV withalongtactilesetaon
bothmetatarsusandtelotarsus.
Measurements(mm)weremadeforvarious

bodypartstogetherwithratiosbetweenpairsof
someselectedpartsgiveninTable1.

2.Deutonymph:
Carapace(Fig.9):subquadrate,somewhatlonger

thanbroad,slightlynarrowedposteriorly;epistomal
processabsent;withtwopairsofeyes;carapacal
chaetotaxy6-4-2-2-4,18.
Coxalarea (Fig.12):Tip ofmanducatory

processwithalongandashortsetae.Coxal
spinespresentonlyoncoxaeI,consistingofa
tubercleexpandedterminallyintoasprayofthree
tridentate blades,in each blade centralspine
distinctly spatulate (Fig.14).Coxalchaetotaxy
generally2-2-1:cs-2-0:2-1:1-2:1-2.Bisetose,inter-
coxaltuberclepresent.
Abdomen:Ovate;surface oftergites and

sternites essentially smooth;pleuralmembrane
covered with exceedingly fine papillae.Tergal
andsternalchaetotaxygenerally4:4:5:6:6:7:7:7:5:
2:2:0,2:4:6:7:7:7:7:7:5:0:2,including long setae
andmicrosetae,respectively.

Chelicera (Fig.10):Distinctly shorterthan
carapace;palm ofchelicerawithfoursetaeof
whichaminuteoneislocatedlaterally.Agaleal
setalocatedonmiddleofmovablefinger;palm
nearly smooth,butbasalpartwith squamous
sculpture. Fixed finger with three or four
conspicuousmarginalteeth;movablefingerwith
eleven to 13 fine denticulations. Flagellum
comprisingaseriesofsevenplumoseblades,of
whichaposterioroneissmall(Fig.11).
Pedipalp:SlenderasshowninFigs.13aand

13b.Trochanter1.41-1.64,femur3.67-4.06,tibia
1.70-1.94timesaslongasbroad.Trichobothria
asshowninFig.13a;fixedfingerwithsixand
movablefingerwithtwo.Inaddition,neartipof

fixedfingertwospecialsensoryhairspresent.
Fixedfingerofchelawithelevento13teeth
alonginnermarginandmovablefingerwithnine
totwelveteeth.
LegsIandIV:AsshowninFigs.15and

16,respectively.LegIV withalongtactileseta
onbothmetatarsusandtelotarsus.
Measurements(mm)weremadeforvarious

bodypartstogetherwithratiosbetweenpairsof
someselectedpartsgiveninTable1.

3.Tritonymph:
Carapace (Fig.17):subquadrate,somewhat

longerthanbroad,slightlynarrowedposteriorly;
epistomalprocessabsent;withtwopairsofeyes;
chaetotaxy8-4-4-2-4,22,butoccasionallylacking
oneortwosetaeonanteriorandmedianrows.
Coxalarea(Fig.20):Tipofmanducatoryprocess
withtwosetae,onelongandtheothershort.
CoxalspinespresentonlyoncoxaeI,consisting
ofatubercleexpandedterminallyintoasprayof
fourto six tridentate blades,in each blade
centralspinedistinctlyspatulate(Fig.22).Coxal
chaetotaxygenerally2-2-1:cs-3-0:3-1:2-3:2-3.Bise-
tose,intercoxaltuberclepresent.
Abdomen:Ovate;surface oftergites and

sternites essentially smooth;pleuralmembrane
covered with exceedingly fine papillae.Tergal
andsternalchaetotaxygenerally4:4:6:7:7:8:10:10:
9:5:2:0,2/2:10:12:12:12:12:12:12:8:0:2,including
longsetaeandmicrosetae,respectively.Occasionally
oneortwo setaeincreasing ordecreasing on
tergitesIItoXandsternitesIVtoX,respectively.
Chelicera (Fig.18):Distinctly shorterthan

carapace;palm ofchelicerawithfivesetaeof
whichaminuteoneislocatedlaterally.Agaleal
setalocatedonmiddleofmovablefinger;palm
nearly smooth,butbasalpartwith squamous
sculpture. Fixed finger with four or five
conspicuousmarginalteeth;movablefingerwith
15to18finedenticulations.Flagellum compris-
ingaseriesofnineplumosebladesofwhicha
posterioroneissmall(Fig.19).
Pedipalp:SlenderasshowninFigs.21aand

21b.Trochanter1.52-1.76,femur4.00-4.61,tibia
1.88-2.00timesaslongasbroad.Trichobothria
asshowninFig.21a;fixedfingerwithseven
andmovablefingerwiththree.Inaddition,near
tip offixed fingertwo specialsensory hairs
present.Fixedfingerofchelawith13-15teeth

24 HiroshiSakayori
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Figs.1-8.ProtonymphofAllochthoniustamuraiSakayori,1999.1:carapace.2:chelicera(serrulaeomitted).3:
flagellum.4:coxalarea.5:pedipalp;a,chela;b,othersegments.6:coxalspine.7:legI.8:legIV.Scalelines
＝0.1mmforFigs.1,2,4,5,7,8and0.01mmforFigs.3,6.
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Figs.9-16.DeutonymphofAllochthoniustamuraiSakayori,1999.9:carapace.10:chelicera(serrulaeomitted).
11:flagellum.12:coxalarea.13pedipalp;a,chela;b,othersegments.14:coxalspine.15:legI.16:legIV.
Scalelines＝0.1mmforFigs.9,10,12,13,15,16and0.01mmforFigs.11,14.
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Figs.17-24.TritonymphofAllochthoniustamuraiSakayori,1999.17:carapace.18:chelicera(serrulaeomitted).
19:flagellum.20:coxalarea.21:pedipalp;a,chela;b,othersegments.22:coxalspine.23:legI.24:legIV.
Scalelines＝0.1mmforFigs.17,18,20,21,23,24and0.01mmforFigs.19,22.
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Table1.Measurements(mm)ofvariousbodypartsatalldevelopmentalstagesofAllochthoniustamurai
togetherwithsomeselectedratios(L:length,B:breadth,D:depth).

adult(♀)adult(♂)tritonymphdeutonymphprotonymph
1.380-1.6601.290-1.6401.128-1.2400.768-0.9600.624-0.712BodyL
0.343-0.3750.316-0.3430.328-0.3760.237-0.2640.225-0.245CarapaceL
0.367-0.4030.324-0.3520.312-0.3600.225-0.2570.197-0.225anteriorB

Pedipalp
0.752-0.8000.680-0.7440.608-0.7040.430-0.4540.320-0.351ChelatotalL
0.252-0.2640.208-0.2440.180-0.2080.126-0.1460.103-0.114Lofpalm
0.512-0.5610.456-0.5200.392-0.4400.261-0.2920.201-0.233Lofmovablefinger
0.195-0.2230.141-0.1740.140-0.1680.099-0.1070.081-0.093Bofpalm
0.200-0.2240.148-0.1760.140-0.1700.101-0.1140.083-0.099Dofpalm
0.219-0.2370.193-0.2210.170-0.2010.122-0.1380.102-0.110Tibia L
0.105-0.1130.093-0.1140.087-0.1030.067-0.0790.057-0.065B
2.07-2.221.83-2.251.88-2.001.70-1.941.64-1.83ratioL/B
0.520-0.5450.448-0.4990.387-0.4420.261-0.2800.186-0.210FemurL
0.107-0.1160.093-0.1070.091-0.1050.067-0.0710.053-0.059B
4.64-4.744.74-5.084.00-4.613.67-4.063.40-3.75ratioL/B
0.170-0.1930.152-0.1780.150-0.1780.112-0.1260.094-0.102TrochanterL
0.107-0.1180.095-0.1140.099-0.1070.071-0.0870.061-0.077B
1.59-1.691.50-1.711.52-1.761.41-1.641.31-1.55ratioL/B
0.308-0.3160.264-0.2960.257-0.3040.186-0.2050.147-0.167CheliceratotalL
0.180-0.1930.138-0.1740.142-0.1660.099-0.1180.084-0.098B
0.193-0.2050.162-0.1860.146-0.1780.103-0.1220.084-0.106Lofmovablefinger

LegI
0.261-0.2920.245-0.2960.205-0.2370.138-0.1500.100-0.108BasifemurL
0.063-0.0710.057-0.0650.059-0.0650.043-0.0590.043-0.049B
0.170-0.1890.158-0.1780.130-0.1540.083-0.1110.059-0.067TelofemurL
0.055-0.0670.051-0.0670.054-0.0600.039-0.0550.043-0.049B
0.154-0.1660.142-0.1540.111-0.1300.079-0.0830.057-0.063Tibia L
0.047-0.0570.041-0.0490.043-0.0530.036-0.0470.039-0.045B
0.292-0.3080.276-0.3120.233-0.2680.170-0.1780.130-0.143Miotarsus L
0.038-0.0430.036-0.0430.036-0.0470.034-0.0410.036-0.039B

LegIV
0.170-0.1970.138-0.1890.138-0.1540.091-0.1010.065-0.077BasifemurL
0.146-0.1660.134-0.1560.126-0.1420.091-0.1090.072-0.086B
0.276-0.3080.261-0.3000.217-0.2490.146-0.1580.102-0.114TelofemurL
0.130-0.1540.122-0.1340.107-0.1300.081-0.0990.066-0.077B
0.306-0.3510.300-0.3390.241-0.2800.162-0.1700.118-0.130Tibia L
0.071-0.0830.063-0.0750.059-0.0750.051-0.0690.051-0.059B
0.146-0.1600.138-0.1620.107-0.1280.075-0.0810.057-0.063MetatarsusL
0.053-0.0590.047-0.0530.051-0.0630.039-0.0510.039-0.045B
0.296-0.3320.300-0.3320.257-0.2840.178-0.1890.137-0.155TelotarsusL
0.038-0.0430.036-0.0380.039-0.0470.032-0.0410.031-0.039B
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Table2.Chaetotaxyofvariousbodypartsandthenumberofchelalteethinallnymphalstagesaswellasadult
ofAllochthoniustamurai.Thefiguresinbracesshowtherange.

adultstritonymphsdeutonymphsprotonymphs
8{8-10}8{6-8}64carapaceanteriorrow
4{4-5}444ocularrow
4{4-5}4{3-4}22medianrow
2222intermedianrow
4442posteriorrow
22{22-24}22{20-22}1814totalnumber

2-2-12-2-12-2-12-2-1manducatoryprocessandmaxilla
cs-3{2-4}-1{0-2}cs-3-0{0-1}cs-2-0cs-1-0coxa I
3{2-3}-2{2-3}3-1{1-2}2-10-1II
3{2-3}-32-31-20-1III
3{2-3}-3{3-4}2-31-20-1IV
4{3-4}442tergite I
4{4-6}4{4-5}4{3-4}2II
7{6-7}6{6-7}5{4-6}4{3-4}III
8{6-8}7{6-8}6{5-6}4IV
8{7-10}7{6-8}64V
9{9-11}8{8-9}7{6-7}4VI
9{9-11}10{9-11}74VII
10{10-11}10{8-12}74VIII
9{7-10}9{7-10}52IX
7{5-8}5{4-5}2{2-3}2X
2222{2-3}XI
0000XII
2/4{3-4}/2♂2/2{2-3}22sterniteII
6{6-7}/4{3-6}♀

9{7-10}-9{7-9}/15{14-19}♂10{9-14}4{3-5}0III
20{18-21}♀
15{13-16}12{10-12}62IV
15{13-17}12{12-13}74V
14{13-16}12{11-13}74VI
14{12-15}12{11-13}74VII
14{11-15}12{11-13}7{7-8}4VIII
12{11-13}12{10-12}74IX
9{7-10}8{8-9}5{4-5}4X
0000XI
2222XII
8763chelaltrichobothria:fixedfinger
4321movablefinger
6{5-6}544cheliceralpalm
1110movablefinger
6{4-6}5{4-6}32numberofbladesofcoxalspineoncoxaI
11975numberofbladesofflagellum
16{13-17}14{13-15}12{11-13}10{8-11}numberofteethofchelalfixedfinger
14{12-15}12{11-13}10{9-12}9{8-11}movablefinger



along innermargin and movable fingerwith
elevento13teeth.
LegsIandIV:AsshowninFigs.23and

24,respectively.LegIV withalongtactileseta
onbothmetatarsusandtelotarsus.
Measurements(mm)weremadeforvarious

bodypartstogetherwithratiosbetweenpairsof
someselectedpartsgiveninTable1.

Concludingremarks

GabbuttandVachon(1963)notedthatin
Chthoniusischnocheles,nosinglestagepossesses
fewerbodysetaethantheprecedingstage.The
presentspecies,Allochthonius tamurai,agreed
well with the above species in chaetotaxal
changesalongthepostembryonicdevelopmentas
showninTable2.
ThemorphologicalcharactersofA.tamurai

areclassifiedmainlyfrom thechaetotaxalpoint
ofview intothefollowingfourcategoriesasin
Tyrannochthoniusjaponicus(Ellingsen)(Sakayori,
2002),though being slightly differentin the
combinationofcharactersbetweenbothspecies.
1) Category 1 is represented by the

constancy ofchaetotaxy from protonymph to
adultstages.Suchstablechaetotaxyisseenon
themanducatoryprocessandmaxilla,tergitesXI
andXII,andsternitesXIandXII.
2)Category2isrepresentedbychaetotaxy

changeable only between protonymph and
deutonymph,butstableafterdeutonymph.Such
chaetotaxalchangeisobviousontergitesIand
II,andcheliceralmovablefinger.

3)Category3isrepresentedbychaetotaxy
changeable in succession from protonymph to
tritonymph,butstableafterthatasshown in
chaetotaxyoncarapace.
4)Category4isrepresentedbychaetotaxy

changeableinsuccessionthroughoutthelifefrom
protonymph to adult stages and further by
numericalchangesinotherdiagnosticcharacters
asseeninchaetotaxiesoncoxaeItoIV,tergites
IIItoXandsternitesIItoX,andfurtherbythe
bladenumbersofcoxalspineoncoxaeIand
flagellum andthenumbersoftrichobothriaand
teethonchelalfixedandmovablefingers.
Itissuggestedthattheontogenetictransition

from Categories1to4reflectsthechangesin
phylogeneticstatusfrom theancestraltoderived
conditions.A comparisonofthepresentresults
ofA.tamuraiwiththoseofT.japonicusshows
thateach category of A.tamuraicontained
characterstatessimilartothoseofT.japonicus.
Howeverthereweresomediscrepanciesinthe
chaetotaxyoncarapace(Category3inA.t.,2in
T.j.),ontergiteIII(4inA.t.,2inT.j.),and
oncoxaeI(4inA.t.,3inT.j.)betweenthe
two species.In A.tamurai,some characters
showedaslightshifttothehighercategories.
ThissuggeststhatA.tamuraihasattained a
somewhatmorederivedstatethanT.japonicus.
Itis,however,stillprematureto discussthe
phylogeneticrelationshipbetweenspeciesamong
differentgenera,because there has been no
reliableexplanationofthelineofdescentnot
onlyatthespecieslevelbutalsoatthegeneric
levelin thePseudoscorpionida.Furtherstudies
onthepostembryonicchangesofmorphological
charactersinpseudoscorpionsarerequired.
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（要 旨）

坂寄 廣．タムラツチカニムシ（Allochthoniustamurai）の後胚子発生．茨城県自然博物

館研究報告 第6号（2003）pp.23-31．
タムラツチカニムシについて，各発育段階ごとに外部形態を，特に毛序式に注目して記載

し，体の各部の計測値を示した．この結果，本種の発育段階ごとの差異が明らかになり，成体
のみならず若虫の発育段階でも正確な種の同定が可能となった．あわせて，発育段階間に見
られる諸形態の安定性と変異性をカテゴリー化した．

（キーワード）:カニムシ目，タムラツチカニムシ，後胚子発生．





クマゼミCryptotympanafacialisは，神奈川県逗子市
あたりから西方の平地には広く分布する（加藤，1956）
が，近年その生息地が北進しているといわれる（環境
庁，1996）．茨城県での最近の記録は，1997年と2000
年に土浦市やつくば市でクマゼミの死体や生体が採集
されたり（久松，1999，2001），1995年に水戸市（成
田・小林，1995）とつくば市（植村，1997）で，1998
年に日立市（清水，1998）で，2000年に守谷市（大久
保，2001），さらに 2001年には茎崎町，つくば市，
牛久市（井上，2002）で鳴き声を聞いたという報告が
ある．
ここ数年のクマゼミの記録は，年間に1，2件の報告

にすぎなかったが，2002年の夏は，クマゼミの鳴き声
を聞いたという報告を多数受けたので，ここに記録す
る（付表1）．2002年は，茨城県南部の取手市や守谷市
から美野里町まで，茨城県の南部の広い地域で鳴き声
を記録することができた．1995年以降，クマゼミの記
録が続いており，茨城県における本種の定着は確実だ
ろう．さらに継続的な調査が望まれる．
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付表1．茨城県における2002年夏のクマゼミの鳴き声の記録．
Appendix1.RecordsofsongofCryptotympanafacialisduringSummer2002inIbarakiPrefecture.

状 況観察者観察日観察地
鬼怒川近くの雑木林．7月31日は午前10時20分頃に，8月2日は午
前10時30頃に鳴き声を確認した．

石塚 武彦2001.7.31,
2001.8.2

水海道市高野町
（参考記録）

つくば市立栄小学校の正門付近の樹木．午前 7時頃に鳴き声を確認し
た．周囲は住宅地で，その周りは水田が広がる．

廣瀬 公男2002.7.29つくば市金田

8月6日は，午前7時25分と8時に鳴き声を確認．8月8日は，午前
7時15分～20分に連続して5～6声を確認．8月10日は，午前11時
頃,連続した鳴き声を確認．いずれの鳴き声も，住宅内の林より聞こえ
てきた．

平井 剛夫2002.8.6,
2002.8.8,
2002.8.10

つくば市並木

観察者の自宅のイロハモミジ．9時30分から10分間ほど，2回に分け
て鳴くのを確認した．

石塚 武彦2002.8.10水海道市山田町

南北に伸びる台地上の農村集落．1カ所で鳴き続けることはなく，集落
内を移動していた．個体数は1匹と思える．観察地は，大きなケヤキ
の防風林や竹藪，畑が広がる．

深見 恭子2002.8.10～25明野町村田

農村集落のケヤキ．鳴き声を確認した．周囲はケヤキ，梨畑，雑木林
などが広がる．

廣瀬 誠2002.8.18美野里町片倉

住宅の防風林．午前10時頃，住宅地の中に残る竹林から，隣接する防
風林に，クマゼミ1匹が飛んできた．カシの木にとまり，10分ほど鳴
き，飛び去ったのを確認した．

石塚 剛
石塚 武彦

2002.8.22岩井市鵠戸

永山小学校の庭（雑木林の近く）のソメイヨシノ．永山小学校は，取
手市郊外にあり，まわりは住宅地と田畑や雑木林が入り組んでいる．
9時20分から10分くらい鳴いていたのを確認した．

五木田悦郎
石塚 武彦

2002.8.29取手市稲戸井



2002年7月末に，古河市大山1727-2において安達勝
吉氏が，アトラスオオカブトムシ♂の生体を捕獲し
た．捕獲場所は市街地である．著者は安達氏より7月
末に変なカブトムシを採集したと電話連絡を受けた．
安達氏が持参した個体は，8月6日にアトラスオオカ
ブトムシであると確認した．アトラスオオカブトムシ
は，餌を与えなかったため，既に死んでいた．
近年のカブト，クワガタムシの飼育ブームは，飼育

用材の開発などに伴い急速に市場を拡大した．現在発

行されているクワガタムシ関連の雑誌の大半が，ここ
数年の間に発刊されたことなどからも，伺い知ること
ができる．それに伴い，外国産のカブト，クワガタム
シの輸入種も増加し，1999年に植物防疫所が検疫有害
動物でないとみなしたカブト，クワガタムシは，48種
類であったが，2002年9月13日現在では，カブトム
シ亜科41種，クワガタムシ亜科361種が植物検疫の対
象外種として，農林水産省の植物防疫所のホームペー
ジhttp://www.jppn.ne.jp/pq/beetle/に公開されている．
ペットショップやホームセンターなどで手軽に手に

はいるようになった外国産のカブト，クワガタムシ
は，その輸入量も増え，（財）世界自然保護基金ジャ
パンの報告では，2001年に682，927個体が輸入されて
いる（http://www.twics.com/~trafficj/press/summary0725.
pdf）．価格はペアで数千円程度である．
外来昆虫については，トマトの受粉に導入されたオ

オマルハナバチの屋外での繁殖が確認され，野生生物
への影響が懸念される（鷲谷，1998）と同じように，
外国産のカブト，クワガタムシの急激な輸入の増加
は，これらが日本に定着・拡散する可能性が十分あ
るとしている（荒谷，2002a，2002b）．五箇（2002a，
2002b）は，カブト，クワガタムシの商品流通によっ
て，国内のカブト，クワガタムシの遺伝子組成の攪乱
により地域固有性が喪失し国内の多様性が損なわれる

アトラスオオカブトムシの古河市での捕獲記録 35茨城県自然博物館研究報告 Bull.IbarakiNat.Mus.,(6):35-36(2003)

アトラスオオカブトムシの古河市での捕獲記録

久松正樹＊
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RecordofChalcosomaatlasCaughtinKogaCity

MasakiHISAMATSU＊
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306-0622,Japan）．

図1．古河市で捕獲されたアトラスオオカブトムシ
の♂．
Fig.1.MaleofChalcosomaatlascaughtinKogaCity.



可能性も指摘している．
今回の捕獲の事実から，本種が茨城に定着したと

か，生態系を攪乱したとするのは早計である．しか
し，外国産カブト，クワガタムシの輸入量を考える
と，今回の事例は，全国でこれらの種が野外に放虫さ
れたり逃げ出したりしたほんの一例にすぎないという
ことが，容易に想像できる．これらの飼育方法を考え
直さなくてはいけないであろうし，もしかすると安易
な放虫があったのかもしれないと危惧される．飼育愛
好家は，日本産と外国産の昆虫の交雑や，外国産種の
放虫の問題点を意識しない場合も少なくないだろう．
最近，里山保全と称する活動がさかんであるが，里山
のシンボリックな存在としてホタルを他地域から移入
するケースなど，はたして適切な保全活動であるかど
うか，疑問を持たざるを得ない場合も見受けられる．
今回のアトラスオオカブトムシの野外での捕獲が，

私たちが自然に接する方法をもう一度考え直すきっか
けになってほしいと願うばかりである．
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吉氏に感謝申しあげる．
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はじめに

大型鰓脚類はホウネンエビ目（Anostraca），カブト
エビ目（Notostraca），カイエビ目（Spinicaudata），タマ
カイエビ目（Laevicaudata）の4目に分類されており，
現在，日本からはホウネンエビ目3科3属3種，カブ
トエビ目1科1属3種，カイエビ目3科3属4種，タ
マカイエビ目1科1属1種の計4目8科8属11種が知
られている（長縄，2001a，b;長縄・オルギリヤノワ，
2000，2001）．一方，茨城県内の大型鰓脚類に関して
は，これまでほとんど報告がなかったが，昨年，県内
の小学生が県西地域の数カ所でアメリカカブトエビを
相次いで発見して新聞などでも話題になり，筆者らは

それらの情報を基に県内のカブトエビの生息状況につ
いて報告した（池澤・早瀬，2002）．
また，最近，県民からデータを収集して，それを基

に県内の大型鰓脚類の分布を明らかにするといった調
査が，いくつかの博物館で試みられている（井口，
1999a，b;楠岡，2000）．
このような背景を機に，今回，筆者らは茨城県内の

水田に生息する大型鰓脚類の生息状況を把握するため
の第一歩として，学校，農業関係施設，ミュージアム
パーク茨城県自然博物館の来館者の協力を得て，県
西・県南地域に生息する大型鰓脚類の生息調査を試み
たのでその結果を報告する．

市民参加による茨城県産大型鰓脚類の生息調査Ⅰ 37茨城県自然博物館研究報告 Bull.IbarakiNat.Mus.,(6):37-44(2003)
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Abstract

A surveyonthehabitatoflargefreshwaterbranchiopodswasconductedincooperationwith
citizens,especiallyschoolchildren,inthepaddyfieldsofthewesternandsouthernpartsofIbaraki
Prefecture.Specimenswerecollectedfrom paddyfieldsovermuchofthewesternpartandpartof
thesouthernpart,andthefairyshrimp,Branchinelliteskugenumaensis,wasfoundinabout50
localities,theAmericantadpoleshrimp,Triopslongicaudatus,intenlocalities,andtheclamshrimp,
LimnadiabrauerianaandLynceusbiformis,inoneandtwolocalities,respectively.

Keywords:Anostraca,Branchinelliteskugenumaensis,citizens’participation,IbarakiPrefecture,
Laevicaudata,largebranchiopods,Limnadiabraueriana,Lynceusbiformis,Notostraca,schoolchild,
Spinicaudata,Triopslongicaudatus.
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調査方法

これまで，大型鰓脚類の生息情報のほとんどが県西
地域であったため，県西地域およびその隣接する県南
地域を調査の対象地域として選定した．なお，特に，
県西地域に重点を置いて調査が行われた．

1．生息情報の収集

県西・県南地域の小・中学校および農業改良普及セ
ンター，ミュージアムパーク茨城県自然博物館の来館
者に調査用紙（図1）を配布し，県内の大型鰓脚類の
生息情報を広く募った．
学校の選定に関しては，県西・県南地域全域から

38 池澤広美・早瀬長利

図1．学校に配布された調査用紙．
Fig.1.Theinvestigationsheetdistributedtoschools.

内側だよ

外側だよ



情報を得るため，各市町村から1～6校を選定した
（表1）．小学校に関しては，県西地域から48校，県南
地域から23校を選定し，対象を5，6年生とした．ま
た，中学校に関しては，県西地域から4校，県南地域
から7校を選定し，対象を1年生とした．小・中学校
ともに，2クラス分の調査用紙を同封したものを郵送
または手渡しにより，5月中旬から下旬にかけて各学
校に配布した．

また，同時期に県西・県南地域の6つの農業改良普
及センターにも調査用紙を送付し，農業従事者への配
布を依頼した（表1）．
さらに，5月18～6月30日まで，ミュージアムパー

ク茨城県自然博物館の1F受付，企画展示室前および
ディスカバリープレイスの観察コーナーの3カ所に調
査用紙を置き，来館者に生息情報の収集を呼びかけ
た．なお，来館者の理解を助け，興味を惹きつけるた
め，調査期間中，ディスカバリープレイスに大型鰓脚
類の拡大模型や生体などを展示した観察コーナーを設
けた（図2）．

2．標本および生息データの収集

電話，ファックス，e-mailで連絡をいただいた方，
または館内で直接，情報をいただいた方には，調査の
趣旨を話し，採集に協力いただける方（以下，「調査
ボランティア」と呼ぶ）のみに，「調査の手引き」およ
び「採集記録票」のほか，「地図」，「保存液入りビン」，
「チャック付きビニール袋」，「クッション袋付き返信
用封筒」を提供し，採集した標本を採集記録票および
採集地点をプロットした地図とともに返送してもらっ
た．なお，保存液は，安全性を考え，80％エタノール
を使用した．

3．現地調査

カブトエビ，カイエビ，タマカイエビに関しては，
調査ボランティアから得られた採集データや2001年
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図2．調査期間中にミュージアムパーク茨城県自然博物
館に展示された大型鰓脚類の観察コーナー．
Fig.2.Theobservation corneroflargebranchiopods
exhibitedintheIbarakiNatureMuseum duringthe
investigationperiod.

表1．茨城県産大型鰓脚類の生息情報を収集するために
調査用紙を配布した学校および施設の数．
Table1.Thenumberofschoolsand facilitieswhich
received investigation sheets to collectinformation
aboutthehabitatoflargebranchiopodsfrom Ibaraki
Prefecture.

チラシを配布した学校および施設
市町村名地域名

農業改良普及センター中学校小学校
2古河市県西地域

115下館市
113結城市

2下妻市
4水海道市

13岩井市
2関城町
3明野町
2真壁町
2大和村
2協和町
2八千代町

11千代川村
12石下町

3総和町
2五霞町
2三和町
3猿島町
3境町

3448
11土浦市県南地域

1石岡市
1龍ヶ崎市

11取手市
11牛久市

122つくば市
1守谷市

11江戸崎町
1美浦村
1阿見町
1茎崎町（現つくば市）
1新利根町
1河内町
1桜川村
1東町
1霞ヶ浦町
1玉里村
1八郷町

11千代田町
1新治村
1伊奈町

1谷和原村
1藤代町
1利根町

3723
61171



に行った調査データを基に，実際に現地調査を行い，
生息環境を含めたより正確な生息状況を把握した．ま
た，現地調査で採集された標本は10％中性ホルマリ
ンで固定した後，80％エチルアルコールで保存し，双
眼実体顕微鏡の下で外部形態を観察し，種類を同定し
た．

結 果

1．調査ボランティアによる調査

調査の結果，県西・県南地域の各地からたくさんの
標本およびデータが収集され，現地調査の結果と合わ
せて，県西・県南地域の大型鰓脚類の生息分布図を作
成した（図3，表2，3）．また，調査ボランティアか
らの収集物のほとんどは，小学生からのものであり，
収集された大型鰓脚類はホウネンエビBranchinellites
kugenumaensis，アメリカカブトエビTriopslongicaudatus，

ヒメカイエビ Limnadiabraueriana，タマカイエビ
Lynceusbiformisの4種であった．
ホウネンエビに関しては，県西地域のほぼ全域およ

び県南地域の一部から標本が収集され，古河市3，下
館市3，結城市9，下妻市1，水海道市1，岩井市2，
明野町2，八千代町1，総和町6，五霞町11（表2の番
号32と33，35と36は各々同じ地点である可能性あ
り），三和町1，猿島町4，境町7，八郷町1，そして埼
玉県から3の合計55サンプルが得られた．
また，アメリカカブトエビに関しては，下館市11，

結城市1，協和町1，総和町2，猿島町1，境町2，そ
して埼玉県から1の合計19サンプルが得られた．
さらに，五霞町から，ヒメカイエビが1サンプル，

タマカイエビが2サンプル得られた．

2．現地調査

アメリカカブトエビ，ヒメカイエビ，タマカイエビ
の生息地について現地調査を行った．
アメリカカブトエビについては，県西地域の8カ所

で調査を行った（表3）．どの場所の個体も成熟してお
り，体色や体長は場所によってばらつきがあった（表
4）．体長については，ほとんどの場所で平均値が2～
3cmであったが，猿島町沓掛の一部の水田（St.6-3，
St.6-4）では全て体長2cm未満の小型個体群で占めら
れ，境町浦向の一部の水田（St.7-3）では全て体長
3cm以上の大型個体群で占められていた．また，体色
については，協和町知行（St.3），境町浦向（St.7-3），
境町上小橋（St.8）の個体は薄茶色の背甲に斑模様が
存在し（図4），茶色単色の背甲をもつほかの場所の個
体とは異なっていた．さらに，いずれの場所も「乾
田」で，民家に囲まれた場所に位置しており，カブト
エビの生息に適した条件に適合していた（片山・高
橋，1980）．また，上記の8カ所のほか，2001年に出
現が確認されている境町上小橋の2カ所および総和町
水海の1カ所でも調査を行ったが，畑地として利用さ
れており，水が張られていなかったため，生息を確認
することができなかった．
ヒメカイエビおよびタマカイエビについては，調査

ボランティアから情報のあった五霞町で2002年6月
20日に調査を試みたが，生息を確認することができな
かった．
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図3．調査ボランティアによる採集データおよび現地調
査に基づく県西・県南地域の大型鰓脚類の生息分布
図．
Fig.3.Distributionmapoflargebranchiopodsinthe
westernandsouthernpartsofIbarakiPrefecturebased
onthedatacollectedbyvolunteersandfieldsurvey.
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表2．調査ボランティアによって収集された大型鰓脚類の標本リスト．
Table2.Listofspecimensoflargebranchiopodscollectedbyvolunteers.

個体数採集日採集者採集地種 類番号
22002.5.23坂田拓朗・草間美諒・佐山広晃古河市長谷町ホウネンエビ1
52002.6.1中山・竹中・鹿倉彩香・風香・飯塚古河市新久田2
182002.6.3久保貴之古河市桜町3
12002.5.13奥本康平下館市下中山4
22002.6.10宮田 光下館市布川5
52002.6.21増山尚樹下館市伊讃美6
22002.5.21山中美樹結城市上山川7
32002.5.24冨田 智結城市上山川8
32002.6.6金光美重結城市上山川9
62002.5.26舟橋直輝結城市粕礼10
102002.5.31倉持瑠菜・長谷川知美・高嶋祐子結城市水海道11
52002.6.15石嶋直樹結城市結城12
52002.6.19星野真郷・星野瑞貴結城市結城13
52002.6.21吉川善二・吉川 翼結城市結城14
112002.6.23亀井草佑結城市田間15
22002.6.19飯村直人下妻市黒駒16
212002.5.28松崎耕平・野口達也水海道市坂手町17
42002.5.26鶴見尚大・片倉拓実・青木拓哉岩井市半谷18
52002.6.11張替美紅岩井市半谷19
122002.5.27古宇田魁真壁郡明野町成井20
12002.7.4鈴木優人真壁郡明野町成井21
62002.6.1中山勇志結城郡八千代町東大山22
62002.6.6落合哲士猿島郡総和町高野23
52002.6.6船橋紀貴ほか猿島郡総和町高野24
212002.6.7小泉智宏・高稲直道猿島郡総和町上大野25
62002.6.15小原裕也猿島郡総和町水海26
52002.6.23梅田催紀・森谷貴行猿島郡総和町駒羽根27
52002.7.10永塚文男猿島郡総和町女沼28
52002.5.23小野寺功安猿島郡五霞町川妻29
52002.5.24松本拓馬猿島郡五霞町堀ノ内30
12002.5.24渡部貴浩猿島郡五霞町元栗橋31
32002.5.26田中琴実猿島郡五霞町元栗橋32
52002.5.26海老沼凌猿島郡五霞町元栗橋33
52002.5.27立野裕貴・小野寺時宗猿島郡五霞町幸主34
52002.5.30植竹麻衣猿島郡五霞町冬木35
52002.6.2植竹拓実猿島郡五霞町冬木36
62002.6.1竹内賢哉猿島郡五霞町土与部37
52002.6.3田沼大希・庭川英里猿島郡五霞町小手指38
32002.6.3松本 旋・中島悠輔猿島郡五霞町江川39
102002.6.9石島拓磨猿島郡三和町東諸川40
72002.5.23鈴木 綾猿島郡猿島町沓掛41
62002.5.25羽富翔梧猿島郡猿島町沓掛42
232002.5.25羽富忠三猿島郡猿島町沓掛43
92002.5.28岩佐卓裕・金久優太猿島郡猿島町菅谷44
22002.5.27織戸千夏猿島郡境町塚崎45
52002.6.2上原研人猿島郡境町桐ヶ作46
52002.6.5天沼宗紘猿島郡境町上小橋47
92002.6.6佐藤悠翔猿島郡境町西泉田48
52002.6.19倉持和馬・海老澤幸男・中村友香猿島郡境町一ノ谷49
52002.6.11五十嵐大輝猿島郡境町伏木50
32002.6.24小林香織猿島郡境町伏木51
12002.5.25原澤いづみ新治郡八郷町小押越52
12002.5.29広瀬多寿子埼玉県越谷市恩間新田53
22002.6.22鈴木佳祐埼玉県越谷市平方54
32002.6.15斉藤優衣埼玉県南埼玉郡宮代町和戸55
326
152002.6.7奥本康平下館市下中山 (St.1-1)アメリカカブトエビ1
92002.6.9奥本康平下館市下中山 (St.1-1)2
92002.6.10奥本康平下館市下中山 (St.1-1)3
102002.6.12奥本康平下館市下中山 (St.1-1)4
82002.5.21奥本康平下館市下中山 (St.1-1)5
182002.6.5奥本康平下館市下中山 (St.1-2)6
102002.6.7奥本康平下館市下中山 (St.1-2)7
102002.6.9奥本康平下館市下中山 (St.1-2)8
22002.6.10奥本康平下館市下中山 (St.1-2)9
122002.6.12奥本康平下館市下中山 (St.1-2)10
32002.5.13奥本康平下館市下中山 (St.1-2)11
22002.6.6雨甲斐美聡結城市上山川 (St.2)12
32002.6.10広岡明憲・下条大介・高浜光佑真壁郡協和町知行 (St.3)13
52002.5.30松沼由紀猿島郡総和町水海 (St.4)14
52002.6.6落合哲士猿島郡総和町高野 (St.5)15
52002.5.25羽富翔梧猿島郡猿島町沓掛 (St.6)16
12002.5.30武藤大地猿島郡境町上小橋17
42002.6.19海老澤幸男・中村友香・倉持和馬猿島郡境町一ノ谷18
12002.6.22鈴木佳祐埼玉県越谷市平方19
132
22002.6.3小野寺功安猿島郡五霞町川妻ヒメカイエビ1
2
142002.5.31立野裕貴・小野寺時宗猿島郡五霞町幸主タマカイエビ1
52002.6.2竹内賢哉猿島郡五霞町土与部2
19



考 察

県内のアメリカカブトエビに関しては，これまで下
館市1カ所，総和町1カ所，境町3カ所で生息が確認
されているが（池澤・早瀬，2002），今回の調査で，結
城市 1カ所，協和町 1カ所，総和町 2カ所，猿島町
1カ所，境町1カ所で新たに生息していることが確認
された．また，今回，県南地域では生息が確認できな
かったが，江戸崎町から目撃情報を得ている．この情

報が正しければ，県南地域にも生息していることにな
るが，さらなる調査を待たなければならない．
県内のホウネンエビに関しては，これまで県西地域

の6市町11カ所で生息が確認されているが（池澤・早
瀬，2002），今回の調査で，古河市，下館市，下妻市，
明野町，八千代町，三和町，猿島町の県西地域7市町
のほか，県南地域の八郷町にも生息していることが新
たに確認され，ホウネンエビが県西地域にかなり広範
囲に分布していることが明らかになった．
県内のカイエビ類およびタマカイエビ類について

は，1977年に水戸射爆場跡地の一時的な水たまりで，
ヒメカイエビ属の1種とタマカイエビ属の1種が発見
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図4．協和町知行で採集された斑模様の背甲をもつアメ
リカカブトエビ（採集日2002.6.20）．
Fig.4.Triopslongicaudatuswithspottedcarapacecollected
on20June2002inChigyo,KyowaTown.

表3．茨城県の県西地域のアメリカブトエビの生息環境に関する記録．
Table3.RecordsofthehabitatenvironmentofTriopslongicaudatuscollectedfromthewesternpartsofIbaraki
Prefecture.

備考
環境データ

採集者採集日採集地
地表水温（℃）表面水温（℃）水深（cm）

22.022.01.5池澤広美・奥本和江2002.6.17下館市下中山（St.1-1）
ホウネンエビ生息26.026.03.0池澤広美・奥本和江2002.6.17下館市下中山（St.1-2）
ホウネンエビ生息25.025.011.0池澤広美2002.6.20結城市上山川（St.2）

28.027.011.0池澤広美2002.6.17真壁郡協和町知行（St.3）
24.024.09.0池澤広美2002.6.20真壁郡協和町知行（St.3）

ホウネンエビ生息24.524.54.5早瀬長利・池澤広美2002.5.31猿島郡総和町水海（St.4）
27.027.05.0池澤広美2002.6.20猿島郡総和町高野（St.5）

ホウネンエビ生息31.030.07.0早瀬長利・池澤広美2002.5.31猿島郡猿島町沓掛（St.6-1）
ホウネンエビ生息28.027.04.5早瀬長利・池澤広美2002.5.31猿島郡猿島町沓掛（St.6-2）
ホウネンエビ生息29.028.54.0早瀬長利・池澤広美2002.5.31猿島郡猿島町沓掛（St.6-3）
ホウネンエビ生息29.529.04.0早瀬長利・池澤広美2002.5.31猿島郡猿島町沓掛（St.6-4）

21.020.55.0根本 智・池澤広美2002.6.13猿島郡境町浦向（St.7-1）
20.020.07.0池澤広美2002.6.20猿島郡境町浦向（St.7-1）
19.019.55.5根本 智・池澤広美2002.6.13猿島郡境町浦向（St.7-2）
20.020.05.0池澤広美2002.6.20猿島郡境町浦向（St.7-2）
20.020.04.5根本 智・池澤広美2002.6.13猿島郡境町浦向（St.7-3）
23.023.04.0池澤広美2002.6.20猿島郡境町浦向（St.7-3）

ホウネンエビ生息22.522.54.0早瀬長利・池澤広美2002.5.31猿島郡境町上小橋（St.8）

表4．茨城県の県西地域で採集されたアメリカブトエビ
の体色および体長．
Table4.ThelengthandcolorofthebodyofTriops
longicaudatuscollected from the western partsof
IbarakiPrefecture.

体 長
計測個体数体 色採集日採集地 最小値－最大値

（cm）
平均値
（cm）

2.20-2.402.286茶色2002.6.17St.1-1
2.30-2.802.5312茶色2002.6.17St.1-2
2.30-2.902.5617茶色2002.6.20St.2
1.90-2.902.5533茶色・斑模様2002.6.17St.3
2.45-3.252.817茶色・斑模様2002.6.20St.3
1.80-21.51.983茶色2002.5.31St.4
2.50-3.452.8916茶色2002.6.20St.5

2.11茶色2002.5.31St.6-1
2.651茶色2002.5.31St.6-2

1.70-1.851.736茶色2002.5.31St.6-3
0.75-1.501.194茶色2002.5.31St.6-4
1.90-2.402.228茶色2002.6.13St.7-1
2.20-3.002.5719茶色2002.6.20St.7-1
2.50-3.202.8926茶色2002.6.13St.7-2
2.60-3.403.0619茶色2002.6.20St.7-2
3.00-3.803.459茶色・斑模様2002.6.13St.7-3
3.50-4.103.795茶色・斑模様2002.6.20St.7-3
2.40-2.952.723茶色・斑模様2002.5.31St.8



されたのが最初の記録であるが，残念ながら標本は残
されていない（茨城県・（株）野村総合研究所，1978，
1982）．また，著者らは，2002年に総和町でカイエビ
目の1種を採集している（池澤・早瀬，2002）．今回の
調査で，ヒメカイエビおよびタマカイエビが五霞町に
生息していることが新たに確認された．県内のカイエ
ビ類やタマカイエビ類に関しては，今後，分布や生態
などに関する調査を続行し，詳細については稿を新た
にしたい．
今回，生息が確認された4種の大型鰓脚類の中で，

アメリカカブトエビは明治から昭和初期にかけて，ア
メリカ合衆国から人為的に導入された外来種と考えら
れている（片山・高橋，1980;浜崎，2002）．現在，関
東から九州北部にかけて分布しているが，その分布拡
大の理由としては農地整備に伴う土壌の移動や鳥など
による乾燥卵の運搬などが主なものと考えられている
（浜崎，2002）．また，アメリカカブトエビは外来種だ
が，「生きた化石」として飼育セットが販売されたり，
「田の草取り虫」といわれているように雑草防除のた
めに有益種として利用されている例もある．そのた
め，日本人にとっては悪いイメージはなく，これらの
ことが分布拡大を助けている可能性もある．筆者ら
は，以前，県西地域のアメリカカブトエビの分布の由
来について若干の推測をし，境町上小橋のアメリカカ
ブトエビについては，乾燥卵が客土した土壌中に混
じって埼玉県から運ばれた可能性が高いことを示唆し
ている（池澤・早瀬，2002）．そのほかの地域の大型鰓
脚類については，現在のところ，データを持ち合わせ
ていないので，いつ頃，どのような経過で県内に生息
するようになったのかは定かではないが，ホウネンエ
ビについては，アメリカカブトエビと同所的に生息し
ているケースが多いため（表3），一緒に運搬された可
能性も考えられる．いずれにしても，今後，生息環境
に関して，文献や聞き取りによる詳細な調査が必要だ
と思われる．
限られた人的エネルギーでは，生存期間が短い大型

鰓脚類のような生き物の生息状況を広範囲にわたって
把握するのは困難を極めるが，マンパワーを駆使した
このような調査が生物の分布を把握する上で有効な方
法であることが分かった．今後は，今回の調査の反省
を踏まえながら，引き続き，ほかの地域でも調査を実
施し，県内の大型鰓脚類の実態を明らかにしていきた
い．

謝 辞

大型鰓脚類の標本およびデータをご提供いただいた
県西・県南地域の小・中学校の教師および児童・生徒
の皆さん，県西・県南地域の農業改良普及センターの
職員の方々，そしてミュージアムパーク茨城県自然博
物館の来館者の皆様，また文献の収集に御協力いただ
いた滋賀県立琵琶湖博物館の中井克樹博士，楠岡 泰
博士，Dr.MarkJ.Grygier，つくば市の地質標本館の
兼子尚知氏に深く感謝の意を表する．さらに，ミュー
ジアムパーク茨城県自然博物館の職員には，調査を遂
行するに当たって，多大なご協力を賜った．この場を
借りて心より感謝申し上げる．最後に，本稿に眼を通
し，貴重なコメントをして下さった査読者に心からお
礼を申し上げる．

引用文献

浜崎健児．2002．カブトエビ類～水田を生息地として分布域
を拡大．日本生態学会（編）．外来種ハンドブック．p.170，
地人書館．

茨城県・（株）野村総合研究所．1978．水戸射爆場跡地の動物
相実態調査報告書，205pp．

茨城県・（株）野村総合研究所．1982．水戸射爆場跡地に係る
自然環境保全調査報告書，288pp．

井口 巌．1999a．カブトエビ ―神出鬼没な草取り虫 そ
の2―．自然史だより（埼玉県立自然史博物館），（38）:5．

井口 巌．1999b．カブトエビ―神出鬼没な草取り虫 そ
の3―．自然史だより（埼玉県立自然史博物館），（40）:5．

池澤広美・早瀬長利．2002．茨城県内で発見されたアメリカ
カブトエビ．茨城県自然博物館研究報告，（5）:125-130．

片山寛之・高橋史樹．1980．カブトエビ―日本への侵入と生
態．川合禎次・川那部浩哉・水野信彦（編）．日本の淡水生
物―侵略と撹乱の生態学．pp.133-146，東海大学出版会．

楠岡 泰．2000．田んぼをのぞいてみよう ―フィールドレ
ポーターによる生きもの調査．うみんど（滋賀県立琵琶湖
博物館），（14）:7．

長縄秀俊．2001a．現世の「大型鰓脚類」の分類．陸水学雑
誌，62:75-86．

長縄秀俊．2001b．東アジアの大型鰓脚甲殻類:3．改訂／現
世カイエビ目の分類．海洋と生物，23:291-299．

長縄秀俊・T.I.オルギリヤノワ．2000．東アジアの大型鰓脚
甲殻類:1．カイエビ目．海洋と生物，22:272-278．

長縄秀俊・T.I.オルギリヤノワ．2001．東アジアの大型鰓脚
甲殻類:2．ホウネンエビ目．海洋と生物，23:186-194．

岡田 要．1965．新日本動物図鑑（中）．803pp.，北隆館．

市民参加による茨城県産大型鰓脚類の生息調査Ⅰ 43



44 池澤広美・早瀬長利

（要 旨）

池澤広美・早瀬長利．市民参加による茨城県産大型鰓脚類の生息調査Ⅰ．茨城県自然博物館

研究報告 第6号（2003）pp.37-44．
茨城県の県西・県南地域の水田で大型鰓脚類の生息調査が市民，特に小・中学生の協力に

よって行われた．その結果，県西地域の広い範囲および県南地域の一部から標本が収集され，
ホウネンエビが約50カ所，アメリカカブトエビが10カ所，ヒメカイエビが1カ所，タマカイ
エビが2カ所で生息していることが明らかとなった．

（キーワード）:ホウネンエビ目，ホウネンエビ，市民参加，茨城県，タマカイエビ目，大型鰓脚
類，ヒメカイエビ，タマカイエビ，カブトエビ目，小学生，カイエビ目，アメリカカブトエビ．



はじめに

茨城県自然博物館は関東平野のほぼ中央の岩井市に
所在し，菅生沼に接して，1994年に自然体験もできる
施設として開館した．敷地は約16万m2で，構内には
かつて薪炭林として利用された雑木林を残し，池や湿
地もある．本報告は館内およびその付近の森林や草地
に生息している真性クモ類相を把握し，博物館におけ
る野外観察実習の資料に供することを目的としてまと
めたものである．

調査方法

1．採集期間と採集者

1999および2000年の試料は筆者が採集したもので
あるが，1994年の試料は栗栖宣博氏，そして1999年の
一部は金高卓二氏の採集によるものである．両氏によ
る試料については下記リストの採集データに※印を付
す．

2．採集方法

拾い取り法と補虫網によるスイーピング法によって
試料を得たが，栗栖・金高両氏による試料については
採集方法は不明である．

3．採集地点

主に自然博物館館内の4カ所（野鳥の森，つたの森，
昆虫の森，ドングリの森）と博物館に接する菅生沼
岸，大六天（皇産霊）神社境内および連花寺境内でク
モ類を採集した（図1）．採集地点の植生の概要は以下
の通りである．なお，栗栖，金高両氏による採集地点
の詳細は不明のため，自然博物館内（自博内）とし
た．
St.1 野鳥の森
元は農家の屋敷林で菅生沼に接する台地上にあり，

イヌシデ・コナラ・シラカシを主とした雑木林．下草
はアズマネザサ．
St.2 つたの森
菅生沼を望む台地上の林で，アカマツ・クヌギ・コ

ナラ・ハンノキ・イヌシデの混交林．
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SpiderFaunainandaroundIbarakiNatureMuseum

ShigeoCHINONE＊

(AcceptedJanuary23,2003)

Abstract

ThespiderfaunawassurveyedinandaroundIbarakiNatureMuseumin1994,1999and2000.
A totalof70speciesin17familieswereidentified,ofwhichsixspeciesbelongingtothree
familieswerenewrecordsfromIbarakiPrefecture.

Keywords:IbarakiNatureMuseum,spiderfauna.
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St.3 昆虫の森
周りを芝地および花壇などで囲まれた台地上にあ

り，クヌギ・コナラ・エノキ・ケヤキなどの雑木林．
St.4 ドングリの森
台地の斜面林で，クヌギ・コナラ・アカメガシワ・

ハリギリなどの雑木林．
St.5 菅生沼岸
マルバヤナギ・タチヤナギなどが混じるヨシ原．
St.6 大六天神社境内
以前から菅生沼岸の台地上にある神社の社寺林．ス

ダジイやシラカシ・スギ・ヒノキなどの大木がある混
交林．
St.7 蓮花寺境内
ケヤキやスギの大木が茂る混交社寺林．
St.8 天神山
菅生沼岸にある丘状の山で，アカマツとクヌギなど

の混交林で，小さな公園になっている．

結果および考察

採集された真性クモ類の種数は17科70種で，幼体
が多く，種名の確認されなかった種も多い．茨城県内
からは菅波（1992）が33科155属293種を記録してい
るが，今回の報告で，それにヒメグモ科で3種（ムナ
ボシヒメグモ・キヒメグモ・ハラダカツクネグモ），ア
シナガグモ科で2種（キヌアシナガグモ・ハラビロア
シナガグモ），フクログモ科で1種（ハマキフクログ
モ）が茨城県初記録として追加されることになる．学
名（科名，種名），和名および種の配列は主に八木沼
健夫（1986）に依っている．

自然博物館付近の真性クモ類リスト

以下のリストの採集データの中で特記すべき事項は
（ ）内に記した．採集月日の次の太字の数字は採集
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図1．茨城県自然博物館構内および周辺の採集地点（sts.1～8）．
Fig.1.SamplingsitesinandaroundIbarakiNatureMuseum(sts.1-8).



個体数を示す．♀♂が判明したものについてはその記
号を付した．

〔1〕ジグモ科 Atypidae

1 ジグモ
AtypuskarschiDönitz1887

菅生沼上沼岸天神山:1999.10.19，1
蓮花寺:1999.10.19，♀2（かなり多く生息，除草剤
未使用）
大六天神社:1999.10.26，1

〔2〕ウズグモ科 Uloboroidae

2 カタハリウズグモ
UloborussybotidesBös.etStr.，1906

菅生沼岸:2000.5.9，♀1
ドングリの森:199.6.8，♀1
3 マネキグモ
MiagrammopesorientalisBös.etStr.，1906

野鳥の森:1999.10.26，♀1
つたの森:2000.10.26，♀1

〔3〕ユウレイグモ科 Pholcidae

4 ユウレイグモ
PholcuscrypticolensBös.etStr.，1906

大六天神社:2000.10.26，♀1

〔4〕ヒメグモ科 Theridiidae

5 オオヒメグモ
Achaearaneatepidariorum（C.Koch，1841）

大六天神社:1999.8.4，♀1（手洗場の屋根裏）;
1999.10.26，♂1
つたの森:1999.6.8，2;1999.8.4，♀1，♂2
天神山:1999.10.19，♀1，幼2
6 ガグヤヒメグモ
Achaearaneaculicivola（Bös.etStr.，1906）

昆虫の森:1999.10.26，♀1，幼4;2000.6.29，♀2
ドングリの森:2000.6.29，♀1
7 ヤホシサヤヒメグモ
Coleosomaoctomacuiatum（Bös.etStr.，1906）

野鳥の森:1999.10.26，♀1
8 シロカネイソウロウグモ
Argyrodesbonadea（Karsch，1881）

つたの森:1999.9.8，♀1;2000.6.29，♀1

昆虫の森:1999.9.8，♀2（ジョロウグモの巣の上）
ドングリの森:1999.9.8，♀1
9 フタオイソウロウグモ
ArgyrodesfurBös.etStr.，1906

つたの森:1999.9.8，♀1
野鳥の森:2000.10.26，♀1
大六天神社:1999.10.26，♂1
10 トビジロイソウロウグモ
ArgyrodescylindratusThorell，1889

大六天神社:2000.6.29，幼1
11 ヤリグモ
Argyrodessaganus（Dön.etStr.，1906）

野鳥の森:1999.10.26，幼 1

12 オナガグモ
Argyrodescylindrogaster（Simon，1888）

※自博内:栗栖宣博，1994.9.7，幼1
つたの森:1999.9.8，♀1，♂1
大六天神社:1999.10.26，♂1，幼1;2000.10.26，♀1

13 シモフリミジングモ
DipoenapunctisparsaYaginuma，1967

野鳥の森:1999.10.26，♀1
昆虫の森:2000.5.9，♀1
大六天神社:2000.10.26，幼2
14 ムナボシヒメグモ
TheridionsterninotatumBös.etStr.，1906

昆虫の森: 1999.9.8，3; 1999.10.26，♀ 1，幼 2;

2000.5.9，♀5，♂3
ドングリの森:1999.9.8，♀1
大六天神社:1999.10.26， ♂ 1， 2000.5.9， ♀ 2;

2000.6.29，幼2
野鳥の森:2000.5.9，♀1;2000.10.26，♀2，♂3

15 キヒメグモ
Achaearaneaasiatica（Bös.etStr.，1906）

ドングリの森:1999.6.8，♂1
16 ハラダカツクネグモ
PhoroncidiaaltiventrisYoshida，1985

昆虫の森:1999.10.26，♂1，幼1
17 ヒメグモ科の1種
Thridiidaesp.

菅生沼岸:2000.5.9，幼1

〔5〕サラグモ科 Linyphiidae

18 シロブチサラグモ
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LinyphiaradiataWalckenaer，1841
つたの森:1999.6.8，幼1

〔6〕センショウグモ科 Mimetidae

19 センショウグモ
ErojaponicaBös.etStr.，1906

野鳥の森:1999.10.26，幼1

〔7〕コガネグモ科 Araneidae

20 オニグモ
Araneusventricosus（L.Koch，1878）

※自博館内:金高卓二，1999.7.18，1
野鳥の森:2000.10.26，♀2
大六天神社:2000.10.26，♀1
21 ヤマオニグモ
AraneusuyemuraiYaginuma，1960

大六天神社:1999.10.26，♀2;2000.6.29，幼1
※自博内:栗栖宣博，1994.9.7，1
22 コゲチャオニグモ
AraneuspunctigeraDolescall，1857

つたの森:1999.9.8，♀1
※自博内:栗栖宣博，1994.9.7，1
23 マメオニグモの1種
Araneussp.1

ドングリの森:2000.6.29，♀1
24 カラオニグモ
AraneusviperiferSchenkel，1963

つたの森:2000.6.29，♀2，幼1
大六天神社:2000.6.29，幼3

25 ヤミイロオニグモ
Araneusfuscocoloratus（Bös.etStr.，1906）

※自博内:栗栖宣博，1994.9.7，1
26 ナカムラオニグモ
AraneuscornutusClerck，1758

※自博内:栗栖宣博，1994.9.7，1
天神山:1999.10.19，幼1
27 ワキグロサツマノミダマシ
Neosconamellotteei（Simon，1895）

※自博内:栗栖宣博，1994.9.7，1
28 コガネグモ
ArgiopeamoenaL.Koch，1878

ドングリの森:1999.6.8，♀1
つたの森:1999.6.8，幼2;2000.6.29，幼1

昆虫の森:2000.6.29，1
29 ナガコガネグモ
Argiopebruennichii（Scopoli，1772）

※自博内:栗栖宣博，1994.9.7，♂1
30 ジョロウグモ
NephilaclavataL.Koch，1878

※自博内:栗栖宣博，1994.9.7，1
つたの森:1999.8.4，幼 3;1999.9.8，♀ 4，♂ 2;

2000.6.29，幼4
ドングリの森:1999.8.4，♀1;1999.9.4，♀1，♂1;
2000.6.29，幼4
昆虫の森:1999.9.8，♀1，♂4;2000.6.29，幼2
31 ゴミグモ
CyclosaoctotuberculataKarsch，1879

ドングリの森:1999.6.8，♀1
昆虫の森:1999.4.30，♀1
大六天神社:1999.10.26，1
つたの森:2000.5.9，♂1
32 ヨツデコミグモ
CyclosasedeculataKarsch，1879

つたの森:1999.8.4，幼1
昆虫の森:1999.9.8，幼 1;1999.10.26，♀ 1，♂ 2;

2000.10.26，1
ドングリの森:1999.9.8，幼1;2000.10.26，♂1
野鳥の森:1999.10.26，♀3，♂3
大六天神社:1999.10.26，♂2
33 ヤマトカナエグモ
ChorizopesnipponicusYaginuma，1963

昆虫の森:2000.5.9，♀1，♂1

〔8〕アシナガグモ科 Tetragnathidae

34 オオシロカネグモ
LeucaugemagnificaYaginuma，1954

昆虫の森:1999.4.30，♀1，♂1;1999.10.26，♂1;
2000.5.9，♀1
つたの森:1999.5.21，♀2;1999.6.8，♀3;2000.5.9，
♂1
ドングリの森:1999.6.8，♂1，幼1;1999.9.8，♀1
野鳥の森:2000.5.9，♂1;2001.7.19，♀1

35 コシロカネグモ
LeucaugesubblandaBös.etStr.，1906

つたの森:2000.5.9，♂1
野鳥の森:1999.10.26，♀1
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昆虫の森:1999.10.26，幼3
大六天神社:2000.5.9，幼1
36 ウロコアシナガグモ
TetragnathasquamataKarsch，1879

大六天神社:2000.6.29，♀1，幼2
37 アシナガグモ
TetragnathapraedoniaKoch，1878

つたの森:1999.5.15，♀1
野鳥の森:2000.5.9，幼1
ドングリの森:1999.9.8，♀2
菅生沼岸:2000.5.9，♀1，♂1
大六天神社:2000.5.9，♂1

38 ハラビロアシナガグモ
Tetragnathaextensa（Linnaeus，1758）

菅生沼岸:1999.5.21，♀1;2000.5.9，♀1
39 キヌアシナガグモ
TetragnathalautaYaginuma1959

上沼（自然観察路）:1999.10.19，♀1
40 アシナガグモ属の1種
Tetragnathasp.

大六天神社:1999.10.26，幼5

〔9〕ヒラタグモ科 Urocteidae

41 ヒラタグモ
UrocteacompactilisL.Koch，1878

連花寺:1999.10.19，♀1

〔10〕タナグモ科 Agelenidae

42 クサグモ
AgelenalimbataThorell，1879

ドングリの森:1999.6.8，♀3;1999.8.4，♀1
43 コクサグモ
AgelenaopulentaL.Koch，1878

つたの森:1999.9.8，♀1
天神山:1999.10.19，♀3
館内裏門植え込み:1999.10.26，♀2
昆虫の森:1999.10.26，♀1
ドングリの森:2000.10.26，♀1
大六天神社:2000.10.26，♀1
44 ヤチグモ属の1種
Coelotessp.

昆虫の森:1999.5.21，♀2;2000.6.29，幼2
つたの森:1999.6.8，♀ 2，幼 1;2000.3.24，♀ 2;

2000.5.9，幼2;2000.3.26，♀1
大六天神社:1999.8.4，幼1;2000.6.29，♀1，幼1
ドングリの森:2000.6.29，幼1

〔11〕キシダグモ科 Pisauridae

45 イオウイロハシリグモ
DolomedessulfureusL.Koch，1878

つたの森:1999.6.8，幼1;2000.5.9，幼1
ドングリの森:1999.9.8，♀1;2000.10.26，♀7
大六天神社:1999.10.26，幼4;2000.6.29，幼1;2000.
10.26，幼2
昆虫の森:2000.5.9，1
菅生沼岸:2000.5.9，幼5;1999.8.21，♀1（上沼連
花寺下）

〔12〕コモリグモ科 Lycosidae

46 カイゾクコモリグモ属の1種
Piratasp.

大六天神社:1999.4.9，♀1，♂1
47 キクヅキコモリグモ
Pardosapseudoannulata（Bös.etStr.，1906）

菅生沼岸:1999.4.9，♀1;1999.5.21，♀3，♂1
昆虫の森:2000.5.9，♂1
※自博内:1994.9.7，♀2，栗栖宣博

〔13〕ササグモ科 Oxyopidae

48 ササグモ
OxyopessertatusL.Koch，1878

大六天神社:1999.10.26，幼2
つたの森:2000.10.26，幼1
ドングリの森:1999.6.8，1

〔14〕フクログモ科 Clubionidae

49 ハマキフクログモ
ClubionajaponicolaBös.etStr.，1906

菅生沼岸:1999.8.9，♀2
50 ムナアカフクログモ
ClubionavigilKarsch，1879

大六天神社 :1999.4.9，シラカシの樹皮下，♀ 1，
♂1;2000.5.9，スギの樹皮下，♀1
上沼（自然観察路）:1999.10.1，♀1
昆虫の森:2000.5.9，♀1
つたの森:2000.5.9，♀1;2000.10.26，♀1，♂2
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51 ネコグモ
TrachelasjaponicaBös.etStr.，1906

大六天神社:1999.10.26，幼1;2000.5.9，1
つたの森:2000.10.26，1
昆虫の森:2000.10.26，幼1
52 コマチグモ属の1種
Chiracanthiumsp.

大六天神社:1999.10.26，♀1
53 フクログモ属の1種
Clubionasp.

大六天神社:1999.10.26，幼1

〔15〕エビグモ科 Philodromidae

54 キハダエビグモ
PhilodromusspinitarsisSimon，1895

大六天神社 :1999.4.9，♀ 1（トウヒの樹皮下），
♀1（スギの樹皮下）
55 アサヒエビグモ
PhilodromussubaureolusBös.etStr.，1906

大六天神社:1999.10.26，幼3;2000.5.9，幼5
野鳥の森:2000.5.9，1

〔16〕カニグモ科 Thomisidae

56 ワカバグモ
OxytatestriatipesL.Koch，1878

※自博内:栗栖宣博，1994.9.6，1
ドングリの森:1999.9.8，♀1
大六天神社:1999.10.26，♀1
57 ハナグモ
Misumenopstricuspidatus（Fabricius，1775）

※自博内:栗栖宣博，1994.9.6，♀1
大六天神社:1999.10.26，♀1
菅生沼岸:2000.5.9，♀1
58 コカニグモ
CoriarachnefulvipesKarsch，1879

大六天神社:1999.4.9，1
野鳥の森:1999.10.26，♀1
59 ガザミグモ
PistiusundulatusKarsch，1879

大六天神社:1999.10.26，♂1
60 アズチグモ
ThomisuslabefactusKarsch，1881

博物館内:1999.10.13，1

昆虫の森:2000.6.29，♀1;2000.10.26，幼1
大六天神社:2000.6.29，♀1
61 ヤミイロカニグモ
XysticuscroceusFox，1937

野鳥の森:1999.10.26，1（未成熟）
つたの森:2000.5.9，♀1
昆虫の森:2000.10.26，♀1，♂1

〔17〕ハエトリグモ科 Salticidae

62 カラスハエトリ
Rheneatrata（Karsch，1881）

館内裏門植え込み:1999.10.26，幼1
昆虫の森:1999.9.8，幼1;1999.10.26，♀1
大六天神社:1999.10.26，幼2
63 ヤマトハエトリグモ属の1種
Phintellasp.

大六天神社:2000.10.26，幼1
64 ミスジハエトリ
PlexippussetipesKarsch，1879

自博館内:1999.5.11，♀1;2000.1.19，♀1
65 デーニッツハエトリ
Plexippoidesdoenitzi（Karsch，1879）

つたの森:1999.9.8，♂1;2000.5.9，♀3;2000.10.26，
幼2
ドングリの森: 1999.9.8，♂ 1; 2000.6.29，♀ 1;

2000.10.26，幼1
野鳥の森:1999.10.26，♀2，♂2，幼4
大六天神社:1999.10.26，♀2;2000.5.9，♀2，幼1;
2000.10.26，♀1
昆虫の森:2000.5.9，♀1;2000.10.26，♀1，♂1

66 コジャバラハエトリ
Heliciuscylindrata（Karsch，1879）

ドングリの森:1999.9.8，♀1
昆虫の森:1999.10.26，♀1
67 マミジロハエトリグモ
Evarchaalbaria（L.Koch，1878）

大六天神社:2000.5.9，1
68 アリグモ
Myrmarachnejaponica（Karsch，1879）

昆虫の森:1999.9.8，1
上沼（自然観察路）:1999.10.19.♀1
大六天神社:1999.10.26，♀3;2000.5.9，♀1，♂1;
2000.10.26，♂2
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つたの森:2000.5.9，♂1;2000.10.26，♂1，幼1
69 ヤサアリグモ
MyrmarachneinnermichelisBös.etStr.，1906

つたの森:2000.5.9，♀2
70 ハエトリグモ科の1種
Salticidaesp.

大六天神社:1999.10.26，♀1

本調査での主要な種類

ジグモ科

ジグモ（図2）

原疣亜目にし，書肺を2対もつ原始的なクモ類．体
長は雌が17～18mmで，雄はやや小さい．樹木の根
元や塀などの下方の土中から上方に，糸で裏打ちした
管状の巣を作り，その中に住んで，地上部の巣に触れた
昆虫などを中から袋越しにかみつき，中へ引きずりこ
む．以前は家の周りに普通に見られたが，最近は少なく
なった．今回は博物館に近い菅生沼上沼岸の天神山と
大六天神社および蓮花寺の3カ所でのみ確認された．
この中で，蓮花寺境内のケヤキやスギの大木の根元や
建物の土台付近に多数の巣を確認した．住職の話では
境内の庭には除草剤は使用していないとのことである．

オナガグモ（図3）

体長は17～28mm，腹部は糸器付近から後方へ細
長く伸びている．木の枝や葉の間に数本の糸を張り，
そこに体や脚を伸ばして止まっていて，糸を伝ってき
た他のクモを補食する．止まっている様子は松葉が網
に掛かっているように見える．

センショウグモ（図4）

体長は4mm内外の小型のクモ．サラグモやオオヒ
メグモなどの網を襲い，それらのクモを補食するクモ
で，山地の草間や低木の間，崖下などに生息してい
る．卵嚢は崖下などの露出した木の根につるすことが
多い．野鳥の森で幼体を1個体採集．

ナカムラオニグモ（図5）

北方系の代表的なクモで，ほぼ年平均気温が15℃
または年最低平均気温が－3.5℃の等温線以北に生息
しており，この線を植村線またはナカムラオニグモ線
と呼んでいて，茨城県はほぼこの線の北側に位置す
る．体長は雌で10～12mm，雄は8～9mmで，腹部
背面は黄白色の地に黒褐色の葉状紋がある．

コガネグモ（図6）

体長は雌で20～30mm，腹部背面に黄白色の帯状
紋があり，クモを代表する大型で美しいクモである．
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図3．オナガグモ（ヒメグモ科）．
Fig.3.Argyrodescylindrogaster(Theridiidae).

図2．ジグモ（ジグモ科）．
Fig.2.Atypuskarschi(Atypidae).

図4．センショウグモ（センショウグモ科）．
Fig.4.Erojaponica(Mimetidae).



網にⅩ字状のかくれおびをつけ，脚を2本ずつそろえ
ている．南方系のクモで茨城県はやや北限に近く，内
陸部より暖かい海岸地域に多く見られる．以前と比較
して少なくなったように思われ，博物館野外でもドン
グリの森で1個体採集しただけである．

ハラビロアシナガグモ（図7）

脚だけでなく，体の部分がすべて細長いクモで，体
長は13mm前後である．北方系の種で，北海道と本州
の高地に多く分布し，茨城県は初記録となる．

ハマキフクログモ（図8）

夜行性で昼間は葉を丸めてその中にいる．産室はイ
ネ科植物の細い葉を三つ折りに曲げてつくる．日本全
土に普通に生息するが，県内では初記録となってい
る．菅生沼の岸辺に生えていたマコモの葉から採集さ
れた．

アリグモ（図9）

体長は6～7mmで全形がアリによく似ているが，
頭部と胸部のくびれはわずかでアリと異なる．葉の上
でユスリカなどの小昆虫を捕らえる．葉上を徘徊する
様子はアリとそっくりで糸を引いて降りるまではクモ
には見えない．
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図7．ハラビロアシナガグモ（アシナガグモ科）．
Fig.7.Tetragnathaextensa(Tetragnathidae)．

図6．コガネグモ（コガネグモ科）．
Fig.6.Argiopeamoena(Araneidae).

図5．ナカムラオニグモ（コガネグモ科）．
Fig.5.Araneuscornutus(Araneidae).

図9．アリグモ（ハエトリグモ科）．
Fig.9.Myrmarachnejaponica(Salticidae)．

図8．ハマキフクログモ（フクログモ科）．
Fig.8.Clubionajaponicola(Clubionidae)．
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（要 旨）

茅根重夫．茨城県自然博物館およびその周辺の真性クモ類．茨城県自然博物館研究報

告 第6号（2003）pp.45-53．
1994年および1999～2000年にかけて関東平野のほぼ中央に位置する茨城県自然博物館付

近において真性クモ類相の調査が行われた．計17科70種のクモ類が確認されたが，このう
ち，3科6種が茨城県での初記録となっている．

（キーワード）:茨城県自然博物館，クモ類相．





はじめに

ミュージアムパーク茨城県自然博物館（以下“博物
館”と呼ぶ）は，茨城県南西部の菅生沼西岸に位置す
る．菅生沼周辺の昆虫については，久松・鈴木（1998）
が，178科1,212種を報告しているが，その中でハナバ
チ類（Apoidea）は，文献で確認された種も含めて11
種が記録されたにすぎない．私は，博物館が開館した
1994年以降，15.8haの博物館敷地とその周辺で，折に
触れてハナバチを採集してきた．今回，これまで採集
されたハナバチの同定が一段落したので，6科42種を
報告し，茨城県内の他地域のハナバチ相と比較する．

調査方法

1．調査地の概要

博物館は，茨城県南西部の岩井市南部に位置する．
水海道市と岩井市にはさまれた南北5km，東西最大
0.6kmの菅生沼の西岸に建設され，1994年に開館し
た．
菅生沼の周囲は，ヨシ，マコモを中心とした低層湿

原が発達し，それを取り巻くように，スダジイやシラ
カシの優占する照葉樹林の斜面がある．台地にはクヌ
ギ，コナラ，イヌシデなどの落葉樹からなる雑木林が
点在する．また，沼の縁の一部には樹齢が約40年にな
るアカメヤナギの群落がある．近年，水路の変更，土
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Abstract

Forty-two speciesin 6 familiesofwild bees(including Apismellifera)wereirregularly
collectedduring1994and2002onthecampusofIbarakiNatureMuseum andinitsadjacent.In
ordertocomparethewildbeefaunaofthisareawiththoseofsomeotherareasinIbaraki
Prefecture,Nomura-Simpson’scoefficients(NSC)werecalculated.TheNSCwashigherbetweenthis
areaandMitothanbetweenthisareaandMt.YamizoorGozenyama.

Keywords:IbarakiPrefecture,SugaoMarsh,wildbeefauna,similarityindex,Nomura-Simpson’s
coefficient.
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306-0622,Japan）．



砂の流入，枯死植物の堆積などにより，開水面の減少
と水位の低下が急速に進み，沼の周辺部の乾燥したと
ころにはオギの群落が発達している（小幡ほか，1996）．
博物館の野外施設は，菅生沼西岸のクヌギやコナラを
中心とした既存の二次林をそのまま残し，林を取り巻
く地区を活動場所として整備したものである．
調査地域は，博物館の敷地内（採集リストで“茨城

県自然博物館”と表記），博物館の敷地内を除く大崎
（大崎），隣接する大谷口（大谷口），菅生沼西岸（菅生
沼周辺）で，すべて岩井市内である．なお，採集地域
が特定できない場合は岩井市と記した．

2．調査方法

ハナバチの採集は，すべて見つけ採り法で，主に訪
花個体を採集した．1994年7月26日から2002年9月
10日の間に，22回の採集を行った（表1）．

3．比較方法

群集を比較する方法としては，群集間の距離を推定
するクラスター分析などがあるが，本調査地と他地域
との間の類似度の比較が主目的であること，比較対照
する調査地の面積や，調査方法，回数などが統一され
ていないなどのため分析には制約がある．そこで，博
物館周辺と茨城県内の他地域とのハナバチ相の比較に
は，群集間の共通種数を比較の指数に用いることにす
る．
群集を計量的に比較するための指数，つまり共通種

数系指数を用いて生物相を比較する方法として，一般
にJaccardの共通係数（coefficientofcommunity）や，
Sørensenの類似係数（quotientofsimilarity）が用い
られている．しかし，これらの方法で比較すると，両
地域の面積などが異なる場合に，類似度が低く評価さ
れるので，地域内の面積や種数が相違する場合にすぐ
れている野村・シンプソン指数（Nomura-Simpson’s
coefficient;NSC）を用いる（木元，1989）．NSCは，群
集1，群集2の種数をそれぞれA，B，両群集地域の共
通種数をcとすると，次の式で与えられる．

NSC＝ （A＞B） or NSC＝ （A＜B）

なお，共通種数系指数の共通の欠点は，群集を構成
する全ての種を等価とみなし，総種数と共通種数に
よって類似度を測定するために，稀な種が優勢な種よ
り過大に評価される危険性のあることである．しか
し，今回は定量的な調査ではないので，単純な共通種
数系指数を用いる．

結果及び考察

1．種の構成

以下のように，6科42種のハナバチ類が採集され
た（付表1も参照）．なお，セイヨウミツバチApis
melliferaLinnéは，野生種ではないが，近隣で養蜂が
行われていないので野生化している可能性があり，本
リストに含めた．

ムカシハナバチ科 Colletidae

アシブトムカシハナバチ
Colletes(Colletes)patellatusPérez

5♀，大谷口，11X2000;7♀，大谷口，12X
2000．

c
B

c
A
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表1．調査日と茨城県自然博物およびその周辺の調査場
所．
Table1.Datesandplacesofcollectiononthecampus
ofIbarakiNatureMuseumandinitsadjacent.

採集地採集日
M7月26日1994年

S6月17日1995年
S,I7月14日
S7月27日
S9月 2日
S9月20日

I10月 1日1997年

I5月 1日1998年
M5月28日
M6月20日
M6月30日
M8月 6日

Os6月 4日1999年
M,Os6月 8日
M7月10日

Os7月 4日2000年
O10月11日
O10月12日

M4月22日2001年
M4月27日

M8月 6日2002年
M9月10日

M:茨城県自然博物館，S:菅生沼周辺，O:大谷口，
Os:大崎，I:岩井市．



オオムカシハナバチ
Colletes(Colletes)perforatorSmith

3♀3♂，大谷口，11X2000;1♀，大谷口，12
X2000．

ヒメメンハナバチ
Hylaeus(Hylaeus)paulusBridwell

1♀，菅生沼周辺，17VI1995．
ヨーロッパメンハナバチ
Hylaeus(Nesoprosopis)pectpralisForster

1♀，菅生沼周辺，17VI1995;1♀，菅生沼周辺，
20IX1995;1♀，茨 城 県 自 然 博 物 館，28V
1998;1♀，茨城県自然博物館，20VI1998．

コハナバチ科 Halictidae

アカガネコハナバチ
Halictus(Seladonia)aerariusSmith

2♀，茨城県自然博物館，15V1998;4♀，茨城
県自然博物館，20VI1998．

ホクダイコハナバチ
Lasioglossum(Evylaeus)duplex(DallaTorre)

1♀，茨城県自然博物館，8IV1998;1♀，岩井
市，1V1998;1♂，大 谷 口，11X2000;1♂，
大谷口，12X2000．

ヒラシマチビコハナバチ
Lasioglossum(Evylaeus)taeniolellum(Vachal)

1♀，岩井市，1V1998;2♀，茨城県自然博物
館，20VI1998．

ニセキオビコハナバチ
Lasioglossum(Evylaeus)vulsum(Vachal)

1♀，茨城県自然博物館，28V1998．
コハナバチの1種
Lasioglossum(Evylaeus)pallilomum(Strand)

Lasioglossum(Evylaeus)sp.18と記録されていた
種である（TakahashiandSakagami，1993)．
2♀，茨城県自然博物館，20VI1998．

コハナバチの1種
Lasioglossum(Evylaeus)sp.1

1♀，岩井市，1V1998．
コハナバチの1種
Lasioglossum(Evylaeus)sp.2

1♀，岩井市，1V1998;1♀．
シロスジカタコハナバチ
Lasioglossum(Lasioglossum)occidensSmith

3♀，茨城県自然博物館，28V1998;1♀，茨城
県自然博物館，20VI1998;7♀，茨城県自然博物
館，6VIII1998;2♂，大谷口，11X2000;3♀，
茨城県自然博物館 6VIII2002;1♂，茨城県自然
博物館，10IX2002．

ヅマルツヤコハナバチ
Lasioglossum(Lasioglossum)proximatum(Smith)

1♀，茨城県自然博物館，22IV2001．
ニッポンハラアカハナバチ
SphecodesnipponMeyer

1♂，菅生沼周辺，20IX1995
ヤマトハラアカハナバチ
SphecodesnipponicusYasumatsuandHirashima

1♀，茨城県自然博物館，26VII1994;1♀，菅生
沼周辺，2IX1995;1♀，茨城県自然博物館，6
VIII1998．

アオスジハナバチ
NomiapunctulataDallaTorre

2♀，茨城県自然博物館，6VIII1998;7♀1♂，
茨城県自然博物館，10IX2002．

ヒメハナバチ科 Andrenidae

コガタウツギヒメハナバチ
Andrena(Calomelissa)tsukubanaHirashima

8♀1♂，茨城県自然博物館，28V1998;2♀，
茨城県自然博物館，20VI1998．

キバナヒメハナバチ
Andrena(Chlorandrena)knuthiAlfken

2♀，岩井市，1V1998．
ヤヨイヒメハナバチ
Andrena(Euandrena)hebesPérez

1♀，茨城県自然博物館，8IV1998;1♀，岩井
市，1V1998．

タカチホヒメハナバチ
Andrena(Euandrena)takachihoiHirashima

4♀，大谷口，12X2000．
トゲホオヒメハナバチ
Andrena(Hoplandrena)dentataSmith

1♀，茨城県自然博物館，15V1998．
ヒコサンマメヒメハナバチ
Andrena(Micrandrena)hikosanaHirashima

1♀，茨城県自然博物館，15V1998．
マメヒメハナバチ
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Andrena(Micrandrena)minutula(Kirby)

2♀，茨城県自然博物館，12V1995．
ツヤマメヒメハナバチ
Andrena(Micrandrena)sublevigataHirashima

4♀，岩井市，1V1998．
ミツクリフシダカヒメハナバチ
Andrena(Mitsukuriella)japonicaCockerell

6♀，茨城県自然博物館，7VII1995;1♂，大谷
口，14III1997;4♀，茨城県自然博物館，20VI
1998．

ヤマトヒメハナバチ
Andrena(Simandrena)yamatoTadauchiandHirashima

1♀，茨城県自然博物館，28IV1995;1♀，茨城
県自然博物館，12V1995;1♀，茨城県自然博物
館，23IV1998;3♀，茨城県自然博物館，15V
1998．

ハキリバチ科 Megachilidae

キョウトハキリバチ
MegachilekyotensisAlfken

3♂，茨城県自然博物館，6VIII1998．
バラハキリバチ
MegachilenipponicaCockerell

1♂，菅生沼周辺，17VI1995;1♀，菅生沼周辺，
14，VII，1995;1♂，大崎，8VI1999;1♂，茨
城県自然博物館，10IX2002．

オオハキリバチ
Megachilesculpturalis(Smith)

4♀，菅生沼周辺，2IX1995．
スミゾメハキリバチ
MegachilesumizomeHirashimaandMaeta

3♀，茨城県自然博物館，20VI1998;1♀，茨城
県自然博物館，6VIII1998;1♀，大崎，4VI
1999;2♀，大崎，4VI1999．

ツルガハキリバチ
MegachiletsurugensisCockerell

1♂，岩井市，1V1998;1♂，茨城県自然博物
館，28V1998．

ムナカタハキリバチ
MegachilewillughbiellamunakataiHirashimaandMaeta

2♀，大崎，8VI1999．
マメコバチ
Osmiacornifrons(Radoszkowski)

1♀，茨城県自然博物館，22IV2001．

コシブトハナバチ科 Anthophoridae

キマダラハナバチの1種
Nomadasp.（未記載種）
1♂，岩井市，1V1998．

シロスジヒゲナガハナバチ
EuceraspurcatipesPérez

1♀，大崎，4VI1999．
ミツクリヒゲナガハナバチ
TetraloniamitsukuriiCockerell

11♀1♂，茨城県自然博物館，10IX2002．
ニッポンヒゲナガハナバチ
TetralonianipponensisPérez

2♀3♂，茨城県自然博物館，28IV1995;1♀，
茨城県自然博物館，12V1995;3♂，茨城県自然
博物館，23IV1998;3♂，茨城県自然博物館，
27IV2001．

キオビツヤハナバチ
Ceratina(Ceratinidia)flavipesSmith

1♀，岩井市，14VII1995;4♀1♂，岩井市，
1V1998;1♂，茨城県自然博物館，28V1998．

クマバチ
XylocopaappendiculatacircumvolansSmith

1♀，菅生沼周辺，12VII1995;1♀，茨城県自然
博物館，15V1998;2♀，茨城県自然博物館，28
V1998;1♀，茨城県自然博物館，6VIII1998;1
♀1♂，大崎，4VI1999;1♀，大崎，8VI1999;
1♂，茨城県自然博物館，10VII1999;3♀，大
崎，4VII2000．

ミツバチ科 Apidae

トラマルハナバチ
Bombus(Diversobombus)diversusdiversusSmith

4♀，岩井市，1X1997;2♀，茨城県自然博物
館，20VI1998;2♀，茨城県自然博物館，10IX
2002．

ニホンミツバチ
ApisceranaFabricius

1♀，茨城県自然博物館，28IV1995;1♀，菅生
沼周辺，27VII1995;1♀，茨城県自然博物館，
23IV1998;2♀，茨 城 県 自 然 博 物 館，15V
1998;1♀，茨城県自然博物館，20VI1998;1♀，
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茨城県自然博物館，30VI1998;1♀，茨城県自然
博物館，8VI1999;2♀，大谷口，11X2000．

セイヨウミツバチ
ApismelliferaLinné

2♀，茨城県自然博物館，28IV1995;1♀，菅生
沼周辺，17VI1995;2♀，茨城県自然博物館，
28V1998．

科の内訳は，ムカシハナバチ科4種，コハナバチ科
12種，ヒメハナバチ科10種，ハキリバチ科7種，コ
シブトハナバチ科6種，そしてミツバチ科3種であっ
た．ヒメメンハナバチHylaeuspaulus，ヨーロッパメ
ンハナバチHylaeuspectpralis，ニセキオビコハナバチ
Lasioglossum vulsum，ニッポンハラアカハナバチ
Sphecodesnippon，アオスジハナバチNomiapunctulata，
ツヤマメヒメハナバチAndrenasublevigata，キョウト
ハキリバチMegachilekyotensis，キマダラハナバチの1
種Nomadasp.の8種は，山根・井上（1993）やミュー
ジアムパーク茨城県自然博物館（2001）などに報告が
なく茨城県で初記録となる．なお，キョウトハキリバ
チは，土浦市宍塚でも採集されていることがわかった
（山根，私信）．

茨城県内で定期採集を行った八溝山麓では74種
（石井・山根，1981），御前山では43種（伊宝・山根，
1985），水戸では55種（齊藤ほか．1992）が記録され
ており，それらと比べると種数は少ないが，岩井市大
谷口で久松（未発表）が行った定期採集でも採集でき
なかった種類を含み，この地域のハナバチ相を知る上
で，貴重なデータが得られたと思う．
博物館の敷地内では29種のハナバチを記録するこ

とができ，今回記録する種類数の約 7割を占めた
（付表1）．冬のわずかな時期を除き開花植物があり，
野生ハナバチの餌源として重要な場所と考えられる．
Colletes属は，オオムカシハナバチC.perforatorと

アシブトムカシハナバチC.patellatusが採集された．
これらは博物館の近隣で秋期に普通に見られる種で，
アキノノゲシやセイタカアワダチソウに好んで訪花し
ていた．茨城県の他地域での定期採集では，これら両
種は未記録である（石井・山根，1981;伊宝・山根，
1985;齊藤ほか，1992）．また，アキノノゲシを好んで
訪花すると言われ（長瀬，私信），訪花植物の開花量
との関係も興味深い種である．
ヤマトヒメハナバチとキョウトハキリバチは，

SakagamiandFukuda（1973），坂上ほか（1974），根来
（1980，1993，1995，1999a，1999b，2000，2001a，2001b），
山内ほか（1974），幾留（1978，1979）などが行った定
期採集でも個体数が少ない．博物館周辺でも多産する
種ではなく，特筆される種といえる．
アオスジハナバチは，関東以西に分布するとされる

が（安松ほか，1965），茨城県ではこれまで記録がな
かった（山根・井上，1993）．本採集地では，秋期にハ
ギの花に集まる個体を容易に採集できる．私は，2002
年に本種を筑波山でも採集しており，県南西部を中心
に，比較的広く分布している可能性が高い．
キマダラハナバチの1種は，羽田義任氏に同定をお

願いしたところ，シラキキマダラハナバチNomada
shirakiiYasumatsuandHirashimaに似た未記載の別種
と判断された．

2．ハナバチ相の地域間比較

本調査地と茨城県の他地域との共通種は，八溝山
（石井・山根，1981）が16種，御前山（伊宝・山根，
1985）が14種，茨城大学水戸キャンパス（以下“水
戸”と呼ぶ）（齊藤ほか．1992）が24種で，水戸と共
通する種類が最も多い．また，比較対象地域間で最も
共通する種が多いのは，八溝山と御前山の27種で
あった．最も共通種が少ないのは，博物館周辺と御前
山の14種であった．
NSCによる各地域のハナバチ相との比較は表2に示

す．博物館周辺は水戸との間で類似度が高い．また御
前山と八溝山の間でも高い値を得た．博物館周辺や水
戸は除草などによって攪乱が比較的起こりやすい場所
であり，八溝山や御前山と対比できる．里山や住宅地
では開花植物は人為作用に影響されやすく，これらに
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表2．博物館の敷地およびその周辺と八溝山，御前山，
水戸（茨城大学構内）における野村・シンプソン指数
（NSC）のマトリックス.
Table2.A matrix of Nomura-Simpson’s coefficient
(NSC)between the campus(and itssurround)of
IbarakiNatureMuseum andMt.Yamizo,Gozenyama,
Mito(campusofIbarakiUniversity).

類似度
調査地

水戸御前山八溝山
0.570.330.38博物館周辺
0.400.63―八溝山
0.51――御前山



訪花するハナバチ類の種類構成も，その影響を受けた
のであろう．
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（要 旨）

久松正樹．ミュージアムパーク茨城県自然博物館の敷地内およびその周辺で採集された野

生ハナバチ（Hymenoptera，Apiformes）．茨城県自然博物館研究報告 第6号（2003）pp.
55-62．
1994年から2002年の間にミュージアムパーク茨城県自然博物館の周辺で，6科42種の野生

ハナバチ（セイヨウミツバチを含む）が採集された．博物館周辺のハナバチ相と茨城県内の
他地域のハナバチ相を比較するために，野村・シンプソン指数（NSC）を計算したところ，八
溝山や御前山より水戸との類似度が高いという結果が得られた．

（キーワード）:茨城県，菅生沼，野生ハナバチ相，類似度，野村・シンプソン指数．
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付表1．これまでに茨城県で確認されたハナバチのリスト.
Appendix1.AlistofwildbeessofarrecordedinIbarakiPrefecture.

採 集 地
種 名 その他４）水戸 3）御前山 2）八溝山１）（博物館の

施設内）
博物館と
その周辺

Colletidaeムカシハナバチ科

○○○○Colletes(Colletes)patellatusPérezアシブトムカシハナバチ
○○Colletes(Colletes)perforatorSmithオオムカシハナバチ

○Hylaeus(Hylaeus)paulusBridwellヒメメンハナバチ
○○Hylaeus(Nesoprosopis)floralisSmithスミスメンハナバチ

○Hylaeus(Nesoprosopis)nipponHirashimaニッポンメンハナバチ
○○Hylaeus(Nesoprosopis)pectpralisForsterヨーロッパメンハナバチ

○Hylaeussp.1
○Hylaeussp.2

Halictidaeコハナバチ科

○Halictus(Halictus)rubicundus(Christ)
○Halictus(Halictus)tsingtouensisStrandアトジマコハナバチ
○○○○Halictus(Seladonia)aerariusSmithアカガネコハナバチ

○Lasioglossum(Dialictus)sp.3
○○Lasioglossum(Evylaeus)affine(Smith)ヅマルコハナバチ
○Lasioglossum(Evylaeus)allodalumEbmerandSakagamiクラカケコハナバチ
○○Lasioglossum(Evylaeus)apristum(Vachal)ニジイロコハナバチ
○Lasioglossum(Evylaeus)baleicum(Cockerell)シオカワコハナバチ
○○○○○○Lasioglossum(Evylaeus)duplex(DallaTorre)ホクダイコハナバチ
○○○○Lasioglossum(Evylaeus)japonicum(DallaTorre)ニッポンチビコハナバチ

○Lasioglossum(Evylaeus)pallidulum(Matsumura)
○○○Lasioglossum(Evylaeus)pallilomum(Strand)

○○○○Lasioglossum(Evylaeus)sibiriacum(Blúthgen)キオビコハナバチ
○○○○Lasioglossum(Evylaeus)taeniolellum(Vachal)ヒラシマチビコハナバチ

○Lasioglossum(Evylaeus)transpositum(Cockerell)ツヤチビコハナバチ
○Lasioglossum(Evylaeus)villosulumtrichopse(Strand)ケナガチビコハナバチ

○○Lasioglossum(Evylaeus)vulsum(Vachal)ニセキオビコハナバチ
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.orspp.

○Lasioglossum(Evylaeus)sp.1
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.11
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.4

○○Lasioglossum(Evylaeus)sp.5
○○Lasioglossum(Evylaeus)sp.7

○Lasioglossum(Evylaeus)sp.7’
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.9

○Lasioglossum(Evylaeus)sp.18-a
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.a
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.2B
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.c
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.d
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.f
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.h

○Lasioglossum(Evylaeus)sp.1
○Lasioglossum(Evylaeus)sp.2

○○Lasioglossum(Lasioglossum)esoenseHirashimaandSakagami
○Lasioglossum(Lasioglossum)exillicpes(Vachal)
○Lasioglossum(Lasioglossum)laeviventre(Pérez)ツヤハラナガコハナバチ

○○○○Lasioglossum(Lasioglossum)mutilum(Vachal)サビイロカタコハナバチ
○○○○○○Lasioglossum(Lasioglossum)occidensSmithシロスジカタコハナバチ
○○○○○○Lasioglossum(Lasioglossum)proximatum(Smith)ヅマルツヤコハナバチ
○○○Lasioglossum(Lasioglossum)scitulum(Smith)フタモンカタコハナバチ

○Lasioglossum(Lasioglossum)sp.
○Lasioglossum(Lasioglossum)sp.orspp.

○Lasioglossum(Lasioglossum)sp.2
○○○Lasioglossum(Lasioglossum)sp.3
○Lasioglossum(Lasioglossum)sp.10
○SphecodesjaponicusCockerellミズホハラアカハナバチ

○SphecodesnipponMeyerニッポンハラアカハナバチ
○○○○SphecodesnipponicusYasumatsuandHirashimaヤマトハラアカハナバチ

○○SphecodesscabricollisWesmael
○○NomiapunctulataDallaTorreアオスジハナバチ

○○RhopalomelissayasumatsuiHirashimaヤスマツフシダカコンボウハナバチ
Andrenidaeヒメハナバチ科

○Andrena(Andrena)beneficaHirashimaウズキヒメハナバチ
○Andrena(Andrena)hondoicaHirashimaカオジロヒメハナバチ
○Andrena(Andrena)nawaiCockerellナワヒメハナバチ
○Andrena(Calomelissa)mitakensisHirasima
○Andrena(Calomelissa)prostomiasPérezウツギヒメハナバチ

○○○○Andrena(Calomelissa)tsukubanaHirashimaコガタウツギヒメハナバチ
○○○○○Andrena(Chlorandrena)knuthiAlfkenキバナヒメハナバチ
○○○○○○Andrena(Euandrena)hebesPérezヤヨイヒメハナバチ
○○○Andrena(Euandrena)stellariaHirashimaシロヤヨイヒメハナバチ

○○Andrena(Euandrena)takachihoiHirashimaタカチホヒメハナバチ
○Andrena(Euandrena)sp.1
○Andrena(Gymnandrena)wataseiCockerellワタセヒメハナバチ
○Andrena(Habromelissa)omogensisHirashimaオモゴヒメハナバチ

○○○Andrena(Hoplandrena)dentataSmithトゲホオヒメハナバチ
○○Andrena(Hoplandrena)miyamotoiHirashimaミヤモトヒメハナバチ

（続く，tobecontinued）
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採 集 地
種 名 その他４）水戸 3）御前山 2）八溝山１）（博物館の

施設内）
博物館と
その周辺

○○○○Andrena(Micrandrena)brassicaeHirashimaアブラナマメヒメハナバチ
○Andrena(Micrandrena)falsificissimaHirashimaヤマテマメヒメハナバチ

○○○○○Andrena(Micrandrena)hikosanaHirashimaヒコサンマメヒメハナバチ
○○○Andrena(Micrandrena)kaguyaHirashimaカグヤマメヒメハナバチ

Andrena(Micrandrena)komachiHirashimaコマチマメヒメハナバチ
○○○○○○Andrena(Micrandrena)minutula(Kirby)マメヒメハナバチ

○Andrena(Micrandrena)sublevigataHirashimamツヤマメヒメハナバチ
○○○○Andrena(Mitsukuriella)japonicaCockerellミツクリフシダカヒメハナバチ

○Andrena(Simandorena)kerriaeHirashimaヤマブキヒメハナバチ
○○Andrena(Simandorena)opacifoveaopacifoveaHirashimaナカヒラアシヒメハナバチ

○○○Andrena(Simandrena)yamatoTadauchiandHirashimaヤマトヒメハナバチ
○Andrena(Trachandrena)haemorrhoajaponibiaHirashimaムネアカキアシヒメハナバチ

Megachilidaeハキリバチ科

○○CoelioxysacuminataNylanderヒメトガリハナバチ
○CoelioxysyanonisMatsumuraヤノトガリハナバチ

○Coelioxyssp.1
○Coelioxyssp.2

○○○MegachilehumilisSmithスミスハキリバチ
○MegachilejaponicaAlfkenヤマトハキリバチ

○○MegachilekyotensisAlfkenキョウトハキリバチ
○○○○○MegachilenipponicanipponicaCockerellバラハキリバチ

○MegachileremotasakagamiiHirashimaandMaetaサカガミハキリバチ
○○○Megachilesculpturalis(Smith)オオハキリバチ
○○○○MegachilesumizomeHirashimaandMaetaスミゾメハキリバチ
○○○○○○MegachiletsurugensisCockerellツルガハキリバチ
○○○MegachilewillughbiellamunakataiHirashimaandMaetaムナカタハキリバチ
○○○○Osmiacornifrons(Radoszkowski)マメコバチ
○OsmiataurusSmithツツハナバチ

Melittidaeケアシハナバチ科

○Melittasp.1
Anthophoridaeコシブトハナバチ科

○NomadaaswensisTsunekiアスワキマダラハナバチ
○○Nomadadalli-okubiraTsuneki

○NomadagalloisiYasumatsuandHirashimaガロアキマダラハナバチ
○○NomadaginranTsunekiギンランキマダラハナバチ
○NomadaharimensisTsunekiハリマキマダラハナバチ

○○NomadajaponicaSmithダイミョウキマダラハナバチ
○NomadakoebeleiCockerellケーベルキマダラハナバチ
○NomadamuinensisTsuneki

○NomadanipponicaYasumatsuandHirashimaニッポンキマダラハナバチ
○NomadapacificaTsunekiヒロハキマダラハナバチ

○NomadasheppardanaokubiraTsunekiコキマダラハナバチ
○NomadatowadaTsunekiトワダキマダラハナバチ

○Nomadasp.キマダラハナバチの1種（未記載種）
○Nomadasp.

○Nomadasp.3
○○○EuceraspurcatipesPérezシロスジヒゲナガハナバチ
○○○○TetraloniamitsukuriiCockerellミツクリヒゲナガハナバチ
○○○○○○TetralonianipponensisPérezニッポンヒゲナガハナバチ

○Ceratina(Ceratina)esakiiYasumatsuエサキツヤハナバチ
○○○Ceratina(Ceratina)iwataiYasumatsuイワタチビツヤハナバチ

○Ceratina(Ceratina)megastigmataYasumatsuandHirashimaクロツヤハナバチ
○○○Ceratina(Ceratina)satoiYasumatsuサトウチビツヤハナバチ
○○○○○○Ceratina(Ceratinidia)flavipesSmithキオビツヤハナバチ
○○○○Ceratina(Ceratinidia)japonicaCockerellヤマトツヤハナバチ
○○○○○XylocopaappendiculatacircumvolansSmithクマバチ

Apidaeミツバチ科

○Bombus(Bombus)hypocritahypocritaPérezオオマルハナバチ
○Bombus(Bombus)ignitusSmithクロマルハナバチ

○○○○○○Bombus(Diversobombus)diversusdiversusSmithトラマルハナバチ
○○○Bombus(Pyrobombus)ardensardensSmithコマルハナバチ

○Bombus(Thoracobombus)honshuensishonshuensis(Tkalcu)ミヤママルハナバチ
○○○○ApisceranaFabriciusニホンミツバチ
○○○ApismelliferaLinnéセイヨウミツバチ
48554374(29)42合 計 種 数

1）:石井・山根（1981）， 2）:伊宝・山根（1985）， 3）:齊藤ほか（1992）， 4）:久松（2000）およびミュージアムパーク茨城県自然博物館（2001）．

（付表1．続き，Appendix1,continued）



はじめに

タカチホヘビAchalinusspinalisは，本州の青森県を
北限とし，九州の宮崎県まで分布する夜行性のヘビで
ある．生息場所は石下や土中などで，ミミズ類を餌と
しており，昼間地上に出現することは少ない（大野，
1978，1987）．茨城県内では，八溝山付近での生息が1
例記録されたのみで（（財）日本自然保護協会，1979），
茨城県のレッドデータブックでも希少種に選定されて
いる（茨城県希少野生生物（動物部門）保護対策委員
会，2000）．今回，本種について，2002年8月にも大
子町での生息が確認されたので，これまでの確認を含
めて8例を報告する．

採集および採集地の状況

2002年8月7日に，菊池貴洋氏によりタカチホヘビ
が，自宅（茨城県久慈郡大子町町付）裏山の斜面畑地
において死体で採取された（図1）．
採集地点の斜面畑地の標高は150mで，出現する主

な植物はケヤキ，イロハカエデ，ヤブツバキ，ヒノ
キ，ヤマザクラ，イタヤカエデ，アオキ，クリ，スギ，
クズなどである（図2）．
採集地点より東側が崖になり，その下は中郷川上流

となっている．中郷川の川幅は5m，深さ20cmであ
る．その周辺の主な植物はスギ，テイカカズラ，シラ
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Abstract

TheoccurrenceofAchalinusspinaliswasconfirmed atMachitsuki,Daigo-machi,Ibaraki
PrefectureinAugust,2002.WerecordedeightlocalitiesinIbarakiincludingthosereportedthisyear
wherethisspecieshasbeenfound.

Keywords:Achalinusspinalis,Colubridae,IbarakiPrefecture,rarespecies.

＊ ミュージアムパーク茨城県自然博物館 〒306-0622茨城県岩井市大崎700（IbarakiNatureMuseum,700Osaki,Iwai,Ibaraki
306-0622,Japan）．

図1．大子町町付で採集されたタカチホヘビ．
Fig.1.A female ofAchalinus spinalis collected at
Machitsuki,Daigo-machi.



キ，イワタバコなどである．林床の土壌は水分を多く
含み，ミミズ類の生息できる環境になっている．

採集されたタカチホヘビの特徴

今回採集されたタカチホヘビは雌で体長は46.8cm，
体幅は1cm，尾率（尾率＝尾長／体長×100）は16.5
である．
体色は鮮やかな黄褐色で腹面が黄色であった．そし

て，尾下板は腹部と同じように1枚ずつ並んでいた．
今回の標本は，ホルマリン標本としたが，腹面の黄

色がホルマリン液に溶出して脱色された．また，鱗が
落ち易く，鱗と鱗の間の皮膚が裸出しているのは，乾
燥に弱いことを意味していると思われる．発見地が沢
筋で，かなり湿潤な場所であることもそれを示してい
るようである．

これまでの茨城県での記録

茨城県でのタカチホヘビの記録を表1に示す．本県
において，タカチホヘビは1978年8月に大子町マナイ
タ沢で安藤勝敏氏によって最初に発見された．当個体
は，1979年2月まで大子町町付の益子美治郎氏が飼育
されていた記録があるが，標本の所在は現在不明であ
る（小菅，1979）．廣瀬 誠氏は，1986年11月13日
に大子町マナイタ沢で，3個体発見して採集した（廣
瀬，1988）．そのうちの1個体は廣瀬氏が所有してい
る．1992年以前には大子町上野宮での記録がある（茨
城県生活環境部，1985）．1992年には大子町上野宮蛇
穴での記録がある（茨城県生活環境部，1995）．栗栖宣
博氏および久松正樹氏は，1994年に大子町腐沢で，ガ
ロアムシ採集中に本種を1個体発見して採集した．こ
の標本は，ミュージアムパーク茨城県自然博物館にお
いて乾燥標本にされ，展示されているが，報告はされ
ていなかった．渡邊憲子氏および稲葉 修氏は，2002
年7月29日に北茨城市中郷町で発見して1個体を採集
した．標本は福島県原町市立博物館に乾燥標本として
収蔵されている．今回の菊池貴洋氏の採集した標本
は，県内では7例目の確認である．そして，稲葉 修
氏は，2002年8月11日に1個体を久慈郡大子町上野
宮で発見した．標本は原町市立博物館に乾燥標本とし
て収蔵されている．
以上のように，タカチホヘビの記録，標本保存例は

極端に少ない．生息地の条件として，餌となる小型昆
虫数が多いことも重要である．今後，八溝山地での道
路建設や大規模な伐採による環境変化（乾燥化）が本
種の生息状況に大きく影響することが予想される．継
続的な情報収集などの調査が望まれる．

64 湯本勝洋・茅根重夫

表1．茨城県でのタカチホヘビの記録．
Table1.RecordsofAchalinusspinalisinIbarakiPrefecture.

図2．タカチホヘビ生息地．
Fig.2.HabitatofAchalinusspinalis.

確 認 日確 認 者確 認 地
1978年8月安藤勝敏久慈郡大子町マナイタ沢 1）

1986年11月13日廣瀬 誠久慈郡大子町マナイタ沢 2）

久慈郡大子町上野宮 3）

1992年久慈郡大子町上野宮蛇穴 4）

1994年栗栖宣博・久松正樹久慈郡大子町腐沢
2002年7月29日渡邊憲子・稲葉 修北茨城市中郷町
2002年8月7日（今回の報告）菊池貴洋久慈郡大子町町付
2002年8月11日稲葉 修久慈郡大子町上野宮

1）小菅次男（1979），2）廣瀬 誠（1988），3）茨城県生活環境部（1985），4）茨城県生活環境部（1995）．
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（要 旨）

湯本勝洋・茅根重夫．茨城県におけるタカチホヘビの記録．茨城県自然博物館研究報告 第

6号（2003）pp.63-65．
2002年8月にタカチホヘビの生息が茨城県大子町町付で確認された．今回の確認を含めて，

これまでの8例の記録を報告する．

（キーワード）:タカチホヘビ，ナミヘビ科，茨城県，希少種．





はじめに

菅生沼は都心から約40kmとたいへん近い距離にあ
りながら，年間約300羽のコハクチョウや数千羽のカ
モ類の飛来地として知られ（小幡・飯田，1996），これ
までに42科197種の野鳥が記録されている（ミュージ
アムパーク茨城県自然博物館，1996）．このような優
れた自然環境を形成している菅生沼は，その周辺の林
を含めて232haの範囲が茨城県自然環境保全地域に指

定（茨城県環境局，1990）され，現在に至っている．
菅生沼の鳥類相についてはこれまでいくつかの報告

がなされている（来栖ほか，1999;山 ほか，1999;新
保，2001）．筆者らは1997年に設立したミュージアム
パーク茨城県自然博物館の博物館ボランティア野鳥
チーム活動の一環として，1998年10月から，菅生沼の
主に開水面に見られるカモ類などの水鳥を対象に，毎
月1回定点調査を実施している．今回は1998年10月
～2001年9月の結果について報告する．

﨑
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Abstract

WeconductedamonthlysurveyofbirdsatfixedobservationpointsatSugaoMarshinsouth-
westernIbarakiPrefecture,Japan,from October1998toSeptember2001.Duringtheserveys,we
recordedatotalof83speciesin30familiesand12orders.Themaximumnumber (n=2,399)was
recordedinFebruary2001,andtheminimum number(n=119)inJuly2000.Anascreccawasthe
mostabundantspecies(57%)inspring,Egrettaalba(13%)andAnaspoecilorhyncha(13%)were
mostabundantinsummer,Corvuscoronewasmostabundant(19%)inautumn,andAnascrecca
wasmostabundant(34%)inwinter.

Keywords:avifauna,countsurvey,SugaoMarsh,IbarakiPrefecture,waterfowl,wet-land.
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MuseumVolunteerBirdTeam,700Osaki,Iwai,Ibaraki306-0622,Japan）．

＊＊ ミュージアムパーク茨城県自然博物館 〒306-0622茨城県岩井市大崎700（IbarakiNatureMuseum,700Osaki,Iwai,
Ibaraki306-0622,Japan）．



調査地域および調査地

岩井市と水海道市の境にある菅生沼は，最終氷期に
刻まれた谷に縄文海進により、侵入した海の湾口部が
古渡良瀬川の運ぶ土砂で塞がれてできた海跡湖の1つ
と考えられている（ミュージアムパーク茨城県自然博
物館，1996）．南北距離は約 5km，東西距離は最大
600mの幅を有し，その東西を海抜高度17.5-22.5mの
台地に挟まれた，沼水面の海抜高度 7m，最大水深
1mの沼（ミュージアムパーク茨城県自然博物館，
1996）で，4km南に流下して利根川に合流する（小幡
ほか，1996）．
1949年には沼の大部分は水面で，沼の縁や谷津付近

にガマやマコモがわずかに群落をつくるだけであった
が，1993年には沼の面積の大部分はヨシやマコモが優
占する湿地となり，開水面は約20％にまで減少し，
今後さらに土砂の流入と植物群落の遷移の進行によ
り，陸地化，乾燥化がさらに進み，大きく変貌するこ
とが懸念されている（ミュージアムパーク茨城県自然
博物館，1996;小幡ほか，1996）．

調査地は保全地域内に散在する開水面を中心に，で
きるだけ全域を網羅できるように4観察地点（St.1-4）
を設けた（図1）．各観察地点の位置と環境は，表1の
通りである．栗栖ほか（1999）が5地点で定点調査を
行った時に設けられていた法師戸水門は，工事中で入
れないため観察地点から除いた．

調査方法

定点調査は観察地点1地点当たりの観察時間を20分
と定め，その時間内に出現した鳥種と個体数を記録し
た．1地点における調査人数は4-10人である．各地
点の観察時間帯については，原則，無量寺（St.1）は
9時40分～10時00分，上沼（St.2）は10時20分～
10時40分，反町閘門橋（St.3）は10時50分～11時
10分，博物館前（St.4）は12時00分～12時20分と
した．観察は毎月1回，原則第1火曜日の午前9時40
分～12時20分に行い，雨天の場合および博物館の休
館日に当たる場合は翌日または翌週などに変更して実
施した（表2）．
観察には8-10倍の双眼鏡と30倍の地上望遠鏡を用

い，調査地域内で飛翔，休息，採食している出現種全
ての個体数を重複が少なくなるように出来るだけすば

やくカウントした．確認には目視観察のほか，さえず
りや地鳴きも利用し，観察終了時にその日の特記事項
を調査票に記入した．鳥類の分類については，日本鳥
類目録編集委員会（2000）に従い，日本鳥類目録にな
いアメリカコハクチョウについては山階芳麿（1986）
に従った．

68 柳沢朝江・篠原一夫・甲斐美津子・笹山美代子・富岡美枝子・木口敏夫・佐藤純子・石塚 剛

図1．定点観察地点．St.1:無量寺，St.2:上沼，St.3:
反町閘門橋，St.4:博物館前．
濃いトーンは沼の開水面の範囲を示す．ミュージア
ムパーク茨城県自然博物館（1996）を引用．
Fig.1.Locationsofthefixedobservationpoints.St.1:
Muryoji,St.2:Kaminuma,St.3:Sorimachikoumon-
bashi,St.4:infrontofthemuseum.



結果および考察

1．出現種数

主に沼の開水面を利用するカモ類などの水鳥を調査
の中心としたため調査開始を10月からとした．沼周
辺の雑木林に生息する鳥については参考程度に留め
た．
1998年10月～2001年9月の3年の間に12目30科
83種を確認した．1998年10月～1999年9月は12目
29科70種であった．1999年10月～2000年9月は12
目29科66種であった．2000年10月～2001年9月は

12目28科68種であった（表3）．

2．月別の出現種数と個体数

月別の出現種数についてみると，1998年 10月～
2001年9月の3年間の最大は1999年12月の38種で
あった（図2）．最少は2001年9月の19種であった．
3月の出現種数は1999年が32種，2000年が34種，2001
年が34種と安定して多くなっている．これは観察日
が月の第1週目に行われるため，冬鳥がまだ帰らない
ことと，沼を中継している渡りの途中の野鳥たちが多
いためと推測される．
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表2．調査日数および調査人数．
Table2.Observationdaysandnumberofobservers.

表1．4つの観察地点の環境の特徴．
Table1.Environmentalcharacteristicsoffourobservationpointsduring1998-2001.

環 境位 置観察地点
東仁連川の南側で広い開水面がある．
沼岸にはヨシ群落，マコモ群落が広がり，対岸は斜面林が続く．
沼は干潟となることがあり，深くはない．

中郷集落の西側から一段小高
くなった倉持宅の庭

無量寺（St.1）

菅生沼北側のわずかな開水面で，沼の周りはマコモ群落，ヨシ群落で
厚く覆われている．

天神山駐車場上沼（St.2）

菅生沼の中心部で，北側の沼は浅く，しばしば泥地が露出している．
江川と飯沼川に挟まれ，沼はマコモ群落，ヨシ群落で覆われ，ヤナギ
群落が江川沿いに広がっている．

橋の上反町閘門（St.3）

博物館前の沼岸は，マコモ群落，ヨシ群落，ヤナギ群落が広がってい
る．沼の東西は斜面林が続き，ふれあい橋が中央を通る沼のなかほど
は，島状で草が生えている．

ふれあい橋ゲートの横博物館前（St.4）

19991998年
987654321121110月調査年月日
1472127336247日

晴れ晴れ晴れ晴れ晴れ晴れ晴れ晴れ晴れ曇り曇り曇り天 候
644866867967調査者数

20001999年
987654321121110月調査年月日
62571011125136日

曇り晴れ晴れ晴れ晴れ晴れ晴れ晴れ曇り曇り晴れ晴れ天 候
887688956566調査者数

20012000年
987654321121110月調査年月日
473515371410684日

小雨曇り晴れ晴れ晴れ晴れ曇り小雪曇り晴れ晴れ曇り天 候
710107108776985調査者数

調査者（順不同）
新井良夫，甲斐美津子，片岡真智子，粕谷ひめ子，木口敏夫，笹山美代子，佐藤純子，篠原一夫，鈴木絹江，富岡美枝子，福
島節子，柳沢朝江，山本ヨシ，渡辺久江，中井ミヤ子，鮫島富雄．
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月別での出現個体数では，1998年10月～2001年9
月の3年間の最大は2001年2月の2,399羽であった

（図3）．最少は2000年7月の119羽であった．3月の
出現個体数は2000年が1,352羽，2001年が2,142羽と
多くなっている．これは越冬しているカモ類がまだ多
いことと，沼を中継地にしているカモ類が入ることが
個体数を多くしていると思われる．

3．個体数順位

各シーズンの累積個体数の上位10種は，表4の通り
である．3年を通しての1位はコガモ（7,994羽），2位

はオナガガモ（3,024羽）であったが，3位以下の順位
は年度により変動が見られた（表4）．

4．各季節の優占種

1998年から2001年の間に観察された菅生沼の鳥類
の個体数を種別に累積し、季節ごとの優占種の割合を
示す（図4）．春期はコガモ（57％），コハクチョウ
（8％），オナガガモ（6％），カワウ（3％），ハシボソ
ガラス（3％）の順であった．夏期はダイ サギ
（13％），カルガモ（13％），カワウ（9％），スズメ
（7％），ツバメ（7％）の順であった．秋期はハシボソ

72 柳沢朝江・篠原一夫・甲斐美津子・笹山美代子・富岡美枝子・木口敏夫・佐藤純子・石塚 剛

図2．菅生沼における鳥類の種数の月変化（1998年10月～2001年9月）．
Fig.2.MonthlychangeinthenumberofbirdspeciesinSugaoMarshduring1998-2001.

図3．菅生沼における鳥類の個体数の月変化（1998年10月～2001年9月）．
Fig.3.MonthlychangeinthenumberofbirdindividualsinSugaoMarshduring1998-2001.
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表4．菅生沼の各シーズンにおける鳥類の累積個体数順位（1998年10月～2001年9月）．
Table4.RankingintotalnumberofbirdindividualsinSugaoMarshineachseasonduring1998-2001.

2000.10-2001.91999.10-2000.91998.10-1999.9
順位

個体数種 名個体数種 名個体数種 名
4,207コガモ2,135コガモ1,652コガモ1
1,647オナガガモ613オナガガモ764オナガガモ2
1,202コハクチョウ562カワウ642ハシボソガラス3
706マガモ482コハクチョウ481コハクチョウ4
452カルガモ300ハシブトガラス267ダイサギ5
312カワウ188ハシボソガラス232カワウ6
183ダイサギ178ダイサギ197カルガモ7
181スズメ171スズメ167アオサギ8
152ハシボソガラス170アオサギ123カイツブリ9
137ハシブトガラス156カルガモ105オオバン10

図4．菅生沼における鳥類の各季節の優占種（1998年10月～2001年9月）．
A:春期（3，4，5月）の累計（n＝6,965），B:夏期（6，7，8月）の累計（n＝1,933），C:秋期（9，10，
11月）の累計（n＝3,114），D:冬期（12，1，2月）の累計（n＝10,212）．
Fig.4.DominantbirdspeciesinSugaoMarshineachseasonduring1998-2001.
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ガラス（19％），コガモ（13％），カルガモ（13％），
ハシブトガラス（7％），カワウ（7％）の順であった．
冬期はコガモ（34％），オナガガモ（25％），コハク
チョウ（16％），マガモ（6％），カワウ（5％）の順で
あった．
春期と冬期にはコガモが全個体数の30％以上を占

め，その優占率は春期（57％）が冬期（34％）に比べ
高かった．夏期にはダイサギとカルガモが，秋期には
ハシボソガラスが最優占種であったが，優占率はいず
れも20％未満で各種が平均的に出現した．

5．ガンカモ類

1998年10月～2001年9月にカモ目カモ科は15種
見られた（表 3）．マガンは 2000年 10月～2001年
9月のみ13羽見られたが，これはこの年，東北地方を
襲った大寒波で伊豆沼や蕪栗沼が氷結したために南下
したと考えられる（新保，2001）．コハクチョウ，コガ
モ，マガモ，オナガガモなどカモ類の2000年10月～
2001年9月の個体数の増加傾向についても大寒波の影
響が考えられる（表3）．毎日2回の給餌を受けるほか
開水面周囲のマコモ群落でマコモの地下茎を採食して
いる菅生沼のコハクチョウ（渡辺，2002）は，上
沼（St.2）および博物館前（St.4）で多く見られた

（付表1-4）．コガモは，1998年10月～1999年9月お
よび1999年10月～2000年9月において，1月と2月
より3月，4月に多く観察された（図5）．

6．潜水性の水鳥

潜水性カモのホシハジロは，1998年10月～1999年
9月に2羽見られただけで，1999年10月～2000年
9月および2000年10月～2001年9月は見られなかっ
た（表3）．オオバンは，1998年10月～1999年9月
105羽（10位），1999年10月～2000年9月51羽（18
位），2000年10月～2001年9月39羽（21位）と 減
少傾向が認められた（表3）．
これら潜水性水鳥の減少は，開水面の減少とともに

沼の浅池化との関連性が推察される．千葉県北部に位
置する手賀沼のオオバンは，冬期は越冬群が加わり個
体数が増加することが斉藤（1995）により報告されて
いるが，菅生沼のオオバンは冬期に著るしく減少して
いる．冬期は他所に移動するのであろうか．今後注意
して観察していきたい．
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図5．菅生沼で観察されたコガモの個体数の月別変化（1998年10月～2001年9月）．
Fig.5.MonthlychangeinthenumberofAnascreccainSugaoMarsh(1998-2001).
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・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

キ
ア
シ
シ
ギ

41
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

イ
ソ
シ
ギ

42
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ソ
リ
ハ
シ
シ
ギ

43
【
カ
モ
メ
科
】

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

・
ユ
リ
カ
モ
メ

44
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

セ
グ
ロ
カ
モ
メ

45

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）
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最
大
個
体
数

無
量
寺
（
St
.1

）
調

査
地

点
20
01

20
00

19
99

19
98

年
種

名
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
月

4
6

3
5

15
3

7
14

10
6

8
4

6
2

5
7

10
11

1
2

5
1

3
6

1
4

7
2

12
7

3
3

6
2

4
7

日
【
ハ
ト
科
】

2
2

・
・

2
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
1

・
・

・
シ
ラ
コ
バ
ト

46
6

2
4

・
4

1
2

・
・

・
・

1
1

1
6

6
1

3
・

・
・

・
1

・
・

3
4

5
2

1
2

1
2

2
1

1
4

キ
ジ
バ
ト

47
【
カ
ッ
コ
ウ
科
】

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
カ
ッ
コ
ウ

48
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ツ
ツ
ド
リ

49
2

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ホ
ト
ト
ギ
ス

50
【
カ
ワ
セ
ミ
科
】

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
カ
ワ
セ
ミ

51
【
キ
ツ
ツ
キ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ア
カ
ゲ
ラ

52
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

コ
ゲ
ラ

53
【
ヒ
バ
リ
科
】

1
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ヒ
バ
リ

54
【
ツ
バ
メ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
シ
ョ
ウ
ド
ウ
ツ
バ
メ

55
6

・
3

6
2

1
1

・
・

・
・

・
・

2
1

5
2

・
4

・
・

・
・

・
・

1
2

1
3

5
3

・
・

・
・

・
・

ツ
バ
メ

56
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

イ
ワ
ツ
バ
メ

57
【
セ
キ
レ
イ
科
】

11
・

・
・

・
・

・
1

・
1

・
2

・
・

・
1

・
・

・
11

3
4

1
2

・
・

・
・

・
1

・
1

2
8

1
1

・
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

58
3

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

・
・

・
・

・
・

1
3

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

3
2

1
・

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ

59
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
1

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

タ
ヒ
バ
リ

60
・

【
ヒ
ヨ
ド
リ
科
】

16
・

2
・

2
1

1
・

1
・

・
2

4
・

2
1

・
・

・
・

・
・

2
・

15
・

1
1

1
2

・
・

1
1

8
・

6
ヒ
ヨ
ド
リ

61
【
モ
ズ
科
】

1
・

・
・

・
・

・
1

1
1

・
1

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
1

・
・

・
・

・
・

・
・

1
1

・
・

1
モ
ズ

62
【
ツ
グ
ミ
科
】

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

63
6

・
・

・
・

・
・

1
・

・
1

・
・

・
・

・
・

4
・

・
・

2
2

・
・

・
・

・
・

・
・

6
・

1
・

・
・

ツ
グ
ミ

64
【
ウ
グ
イ
ス
科
】

2
・

1
1

1
2

1
1

・
・

・
・

・
・

2
1

2
・

・
・

・
1

2
1

・
・

・
2

2
1

・
・

・
1

・
・

1
ウ
グ
イ
ス

65
5

・
・

・
3

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
2

5
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
5

2
・

・
・

・
・

・
・

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

66
4

・
・

1
4

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

セ
ッ
カ

67
【
エ
ナ
ガ
科
】

1
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
エ
ナ
ガ

68
【
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
】

7
・

・
・

・
・

3
1

1
・

・
・

1
・

・
・

・
1

・
7

・
・

2
・

・
・

1
1

2
1

1
・

1
1

・
2

2
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

69
【
メ
ジ
ロ
科
】

4
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
4

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
メ
ジ
ロ

70
【
ホ
オ
ジ
ロ
科
】

3
・

1
・

・
1

2
2

・
・

・
1

・
・

・
1

1
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
1

・
1

1
3

1
・

・
1

・
ホ
オ
ジ
ロ

71
20

・
・

・
・

・
・

20
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

3
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

カ
シ
ラ
ダ
カ

72
2

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ア
オ
ジ

73
20

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

5
・

・
・

・
・

・
・

20
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
オ
ジ
ュ
リ
ン

74
【
ア
ト
リ
科
】

5
・

5
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
1

・
4

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

75
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ベ
ニ
マ
シ
コ

76
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

シ
メ

77
【
ハ
タ
オ
ド
リ
科
】

20
・

11
10

5
2

4
3

・
・

・
10

2
・

7
6

7
3

3
4

・
20

11
11

1
・

6
・

9
4

・
・

・
・

・
・

・
ス
ズ
メ

78
【
ム
ク
ド
リ
科
】

16
・

1
・

1
・

3
8

2
・

・
16

・
・

2
1

・
2

1
・

・
・

2
・

・
・

・
・

12
3

・
2

・
・

・
・

・
ム
ク
ド
リ

79
【
カ
ラ
ス
科
】

3
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

3
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
カ
ケ
ス

80
1

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
ナ
ガ

81
50
0

・
・

10
4

2
20

30
・

8
・

・
2

・
・

1
1

・
11

48
25

3
21

25
・

4
4

3
1

50
・

・
1

・
・

26
50
0

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

82
20
0

・
4

・
・

・
20

33
50

・
・

・
1

10
2

・
・

・
・

50
・

10
7

20
0

・
・

・
・

・
・

26
・

・
・

・
・

・
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

83
【
外
来
種
】

1
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

1
・

・
・

・
・

・
コ
ジ
ュ
ケ
イ

40
09

85
11
7

63
58

51
22
92

27
9

15
4

35
11
4

80
22

43
85

50
29

46
21
80

20
2

10
6

11
9

90
30
3

67
49

99
20
73

69
11
0

34
6

85
96

10
7

52
21
05

52
3

合
計
個
体
数

9
16

12
18

17
17

19
10

8
5

15
11

8
16

15
13

13
8

17
9

15
19

13
1

8
13

14
16

21
17

14
14

18
9

12
11

種
数

（
付
表
1．

続
き
，
A
pp
en
di
x
1,
co
nt
in
ue
d）



78 柳沢朝江・篠原一夫・甲斐美津子・笹山美代子・富岡美枝子・木口敏夫・佐藤純子・石塚 剛
付
表
2．

菅
生
沼
の
上
沼
（
St
.2
.）

の
鳥
類
定
点
調
査
結
果
（
19
98

年
10

月
～
20
01

年
9
月
）．

A
pp
en
di
x
2.
N
um
be
r
of
in
di
vi
du
al
s
an
d
sp
ec
ie
s
re
co
rd
ed
at
K
am
in
um
a
(S
t.
2)
in
Su
ga
o
M
ar
sh
du
rin
g
19
98
-2
00
1.

最
大
個
体
数

上
沼
（
St
.2

）
調

査
地

点
20
01

20
00

19
99

19
98

年
種

名
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
月

4
6

3
5

15
3

7
14

10
6

8
4

6
2

5
7

10
11

1
2

5
1

3
6

1
4

7
2

12
7

3
3

6
2

4
7

日
【
カ
イ
ツ
ブ
リ
科
】

7
1

・
2

2
2

2
・

・
・

・
2

・
1

6
6

7
2

1
・

1
・

1
・

・
7

4
3

2
2

4
1

・
・

・
2

3
カ
イ
ツ
ブ
リ

1
【
ウ
科
】

6
1

1
1

・
・

4
5

・
・

・
・

1
1

・
1

・
・

・
・

・
・

2
・

・
・

・
・

・
1

6
・

・
・

・
・

・
カ
ワ
ウ

2
【
サ
ギ
科
】

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ヨ
シ
ゴ
イ

3
5

・
3

・
4

・
・

・
・

・
・

・
・

5
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

ゴ
イ
サ
ギ

4
1

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ア
マ
サ
ギ

5
3

・
3

1
1

2
1

・
・

・
・

1
・

1
1

1
2

1
3

1
・

・
2

2
3

2
3

2
3

2
1

2
・

1
・

1
1

ダ
イ
サ
ギ

6
2

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

チ
ュ
ウ
サ
ギ

7
3

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
3

・
・

・
・

・
・

コ
サ
ギ

8
4

・
1

・
・

・
1

2
・

1
・

1
1

・
・

・
・

・
・

4
1

1
・

2
・

・
2

・
・

・
・

4
・

1
1

1
4

ア
オ
サ
ギ

9
【
カ
モ
科
】

3
・

・
・

・
・

・
・

2
3

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
マ
ガ
ン

10
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

11
29
0

・
・

・
・

・
・

20
0

29
0

16
0

12
0

5
・

・
・

・
・

・
・

18
2

11
7

13
2

34
2

・
・

・
・

・
・

1
21

12
0

13
8

55
・

・
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

12
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
1

・
・

ア
メ
リ
カ
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

13
1

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
シ
ド
リ

14
25
0

・
・

・
・

・
27

10
0

25
0

18
0

12
4

20
・

・
・

・
・

・
・

8
11

12
9

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
1

2
・

マ
ガ
モ

15
11

2
1

3
・

1
1

2
・

1
・

・
・

7
11

・
・

1
・

・
・

・
・

・
3

6
6

・
1

・
8

・
2

・
・

2
1

カ
ル
ガ
モ

16
50
0

・
・

・
・

・
10
1

40
0

33
0

50
0

30
0

15
・

・
・

・
・

・
・

23
0

26
5

25
0

60
・

4
・

・
・

・
・

20
0

20
0

・
30

24
・

・
コ
ガ
モ

17
6

・
・

・
・

・
・

6
1

3
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ト
モ
エ
ガ
モ

18
4

・
・

・
・

・
・

・
・

・
4

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ヨ
シ
ガ
モ

19
8

・
・

・
・

・
4

・
・

・
8

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
6

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
カ
ヨ
シ
ガ
モ

20
8

・
・

・
・

・
・

1
・

4
8

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ヒ
ド
リ
ガ
モ

21
82
8

・
・

・
・

・
・

18
0

82
8

30
0

30
8

30
・

・
・

・
・

・
・

22
0

22
5

15
0

14
・

・
・

・
・

・
・

・
・

10
7

25
0

25
0

50
・

オ
ナ
ガ
ガ
モ

22
15

・
・

・
・

・
12

4
・

2
20

2
・

・
・

・
・

・
・

11
3

5
2

・
1

・
・

・
・

・
2

・
・

1
・

15
・

ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ

23
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ホ
シ
ハ
ジ
ロ

24
【
タ
カ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ト
ビ

25
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
オ
タ
カ

26
2

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
2

・
・

ノ
ス
リ

27
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

サ
シ
バ

28
【
ハ
ヤ
ブ
サ
科
】

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

29
【
キ
ジ
科
】

3
・

3
2

1
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
1

・
キ
ジ

30
【
ク
イ
ナ
科
】

1
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
2

1
1

・
・

・
1

・
・

・
・

1
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
バ
ン

31
4

・
3

1
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
3

2
・

・
・

・
・

・
・

3
1

2
2

4
3

・
・

・
・

・
・

オ
オ
バ
ン

32
【
チ
ド
リ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
コ
チ
ド
リ

33
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

イ
カ
ル
チ
ド
リ

34
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

メ
ダ
イ
チ
ド
リ

35
4

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
4

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

タ
ゲ
リ

36
【
シ
ギ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ト
ウ
ネ
ン

37
11

・
11

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ハ
マ
シ
ギ

38
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ツ
ル
シ
ギ

39
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ク
サ
シ
ギ

40
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

キ
ア
シ
シ
ギ

41
3

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

イ
ソ
シ
ギ

42
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ソ
リ
ハ
シ
シ
ギ

43
【
カ
モ
メ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ユ
リ
カ
モ
メ

44
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

セ
グ
ロ
カ
モ
メ

45

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）
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最
大
個
体
数

上
沼
（
St
.2

）
調

査
地

点
20
01

20
00

19
99

19
98

年
種

名
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
月

4
6

3
5

15
3

7
14

10
6

8
4

6
2

5
7

10
11

1
2

5
1

3
6

1
4

7
2

12
7

3
3

6
2

4
7

日
【
ハ
ト
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
シ
ラ
コ
バ
ト

46
3

1
2

・
・

3
・

1
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

1
2

2
・

2
1

・
・

・
・

・
・

2
・

キ
ジ
バ
ト

47
【
カ
ッ
コ
ウ
科
】

1
・

・
・

1
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
カ
ッ
コ
ウ

48
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ツ
ツ
ド
リ

49
1

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ホ
ト
ト
ギ
ス

50
【
カ
ワ
セ
ミ
科
】

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
カ
ワ
セ
ミ

51
【
キ
ツ
ツ
キ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ア
カ
ゲ
ラ

52
1

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

コ
ゲ
ラ

53
【
ヒ
バ
リ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ヒ
バ
リ

54
【
ツ
バ
メ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
シ
ョ
ウ
ド
ウ
ツ
バ
メ

55
25

・
25

1
・

1
2

・
・

・
・

・
3

2
8

3
・

1
2

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

1
5

・
・

・
・

・
・

ツ
バ
メ

56
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

イ
ワ
ツ
バ
メ

57
【
セ
キ
レ
イ
科
】

3
・

5
・

・
・

・
・

1
1

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
1

2
・

3
・

・
1

・
・

・
・

・
1

1
・

・
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

58
1

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

1
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ

59
1

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

タ
ヒ
バ
リ

60
【
ヒ
ヨ
ド
リ
科
】

11
・

1
・

1
3

・
・

・
・

・
・

11
・

1
・

・
1

・
・

・
・

1
・

3
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ヒ
ヨ
ド
リ

61
【
モ
ズ
科
】

10
3

・
3

1
1

2
5

1
1

・
2

3
3

1
2

10
・

・
・

・
1

1
1

1
・

・
2

1
・

2
4

1
・

・
1

3
モ
ズ

62
【
ツ
グ
ミ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

63
2

・
・

・
・

・
2

1
2

1
・

・
・

・
・

・
・

・
1

1
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

・
1

・
・

ツ
グ
ミ

64
【
ウ
グ
イ
ス
科
】

3
・

1
3

2
1

1
・

・
1

・
1

・
・

1
1

2
1

1
・

・
・

・
1

・
・

3
2

2
1

1
1

・
・

・
・

・
ウ
グ
イ
ス

65
20

・
・

6
3

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
3

5
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
10

20
・

・
・

・
・

・
・

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

66
1

・
1

1
2

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

1
・

・
・

1
・

・
・

1
・

1
1

1
・

・
・

・
・

・
・

セ
ッ
カ

67
【
エ
ナ
ガ
科
】

5
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
5

・
エ
ナ
ガ

68
【
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
】

3
・

・
・

・
・

・
3

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

69
【
メ
ジ
ロ
科
】

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
メ
ジ
ロ

70
【
ホ
オ
ジ
ロ
科
】

5
・

2
・

2
・

1
5

1
3

・
1

・
・

1
1

1
・

3
・

・
・

1
・

・
・

1
・

・
・

・
1

・
・

・
1

・
ホ
オ
ジ
ロ

71
10

・
・

・
・

・
1

10
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

カ
シ
ラ
ダ
カ

72
2

・
・

・
・

・
・

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ア
オ
ジ

73
3

・
・

・
・

・
・

3
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

オ
オ
ジ
ュ
リ
ン

74
【
ア
ト
リ
科
】

2
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

75
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ベ
ノ
マ
シ
コ

76
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

シ
メ

77
【
ハ
タ
オ
ド
リ
科
】

40
・

40
5

4
・

13
・

・
・

・
・

1
・

・
2

・
5

・
・

・
・

1
5

1
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ス
ズ
メ

78
【
ム
ク
ド
リ
科
】

20
・

1
・

3
・

2
3

5
1

・
・

・
・

・
・

・
1

2
・

・
・

・
・

・
・

20
・

1
・

・
5

・
・

・
・

・
ム
ク
ド
リ

79
【
カ
ラ
ス
科
】

12
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

12
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
カ
ケ
ス

80
2

1
・

1
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

1
・

・
・

・
・

オ
ナ
ガ

81
17

1
・

11
・

・
2

・
1

1
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

2
・

・
・

17
・

・
・

・
・

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

82
14

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
3

・
・

・
・

・
・

14
・

・
・

・
・

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

83
【
外
来
種
】

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
コ
ジ
ュ
ケ
イ

91
62

23
12
3

53
40

42
21
87

94
3

17
32

11
77

91
4

10
2

37
22

34
22

31
25

15
66
0

62
4

55
9

14
7

18
37

24
45

25
27

33
23
9

27
4

23
1

42
4

33
6

86
12

合
計
個
体
数

7
21

16
15

15
18

19
16

19
11

14
8

9
11

13
10

15
8

11
8

13
21

9
12

9
12

14
12

9
15

14
5

9
9

14
5

種
数

（
付
表
2．

続
き
，
A
pp
en
di
x
2,
co
nt
in
ue
d）
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（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）

付
表
3．

菅
生
沼
の
反
町
閘
門
橋
（
St
.3
.）

の
鳥
類
定
点
調
査
結
果
（
19
98

年
10

月
～
20
01

年
9
月
）．

A
pp
en
di
x
3.
N
um
be
r
of
in
di
vi
du
al
s
an
d
sp
ec
ie
s
re
co
rd
ed
at
So
rim
ac
hi
ko
um
on
-b
as
hi
(S
t.
3)
in
Su
ga
o
M
ar
sh
du
rin
g
19
98
-2
00
1.

最
大
個
体
数

反
町
閘
門
橋
（
St
.3

）
調

査
地

点
20
01

20
00

19
99

19
98

年
種

名
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
月

4
6

3
5

15
3

7
14

10
6

8
4

6
2

5
7

10
11

1
2

5
1

3
6

1
4

7
2

12
7

3
3

6
2

4
7

日
【
カ
イ
ツ
ブ
リ
科
】

11
2

1
1

1
・

1
・

・
・

1
・

・
2

4
1

5
2

・
1

1
3

3
1

3
1

4
11

9
6

4
5

1
7

・
2

1
カ
イ
ツ
ブ
リ

1
【
ウ
科
】

47
・

7
・

・
・

5
・

1
7

1
8

3
2

1
1

5
1

4
・

47
13

3
4

・
・

・
・

・
2

8
5

1
2

・
3

5
カ
ワ
ウ

2
【
サ
ギ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ヨ
シ
ゴ
イ

3
22

2
4

2
3

・
・

・
・

・
・

・
・

22
・

1
3

・
・

・
・

・
・

・
・

1
1

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

ゴ
イ
サ
ギ

4
2

・
4

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
2

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ア
マ
サ
ギ

5
15

11
5

11
・

6
2

1
1

・
1

1
1

6
5

1
15

3
1

1
2

1
4

1
7

6
10

2
9

3
1

1
7

2
・

2
1

ダ
イ
サ
ギ

6
5

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

5
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
5

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

チ
ュ
ウ
サ
ギ

7
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

1
2

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

コ
サ
ギ

8
18

10
・

10
2

1
2

2
1

1
2

・
2

2
3

・
・

・
1

6
11

9
10

4
3

・
・

・
2

・
2

5
18

10
1

1
4

ア
オ
サ
ギ

9
【
カ
モ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
マ
ガ
ン

10
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

11
6

・
・

・
・

・
・

・
・

34
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
6

・
・

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

12
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ア
メ
リ
カ
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

13
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
シ
ド
リ

14
10

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
10

マ
ガ
モ

15
22

19
8

・
・
・

1
12

・
12

・
・

7
22

11
4

1
・

5
2

・
・

・
2

22
3

5
3

3
5

1
・

・
・

・
・

2
21

カ
ル
ガ
モ

16
13
3

・
・

・
・

・
・

4
9

・
・

6
21

・
・

・
・

11
33

2
・

・
3

50
・

・
・

・
・

・
50

24
4

1
・

10
5

13
3

コ
ガ
モ

17
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ト
モ
エ
ガ
モ

18
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ヨ
シ
ガ
モ

19
6

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

6
・

・
・

・
・

オ
カ
ヨ
シ
ガ
モ

20
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

ヒ
ド
リ
ガ
モ

21
5

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
5

オ
ナ
ガ
ガ
モ

22
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ

23
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

ホ
シ
ハ
ジ
ロ

24
【
タ
カ
科
】

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ト
ビ

25
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
オ
タ
カ

26
2

・
・

・
・

・
・

・
1

・
2

1
・

・
・

・
・

・
・

1
2

・
・

1
・

・
・

・
・

・
2

・
2

1
・

1
・

ノ
ス
リ

27
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

サ
シ
バ

28
【
ハ
ヤ
ブ
サ
科
】

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

29
【
キ
ジ
科
】

4
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
1

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
1

・
・

4
・

・
・

・
キ
ジ

30
【
ク
イ
ナ
科
】

4
・

1
1

1
・

・
・

・
・

・
・

・
1

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

4
・

・
1

・
1

・
・

・
・

・
バ
ン

31
5

・
・

・
3

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

1
・

・
・

・
・

・
・

・
3

2
5

2
・

・
・

4
・

・
・

オ
オ
バ
ン

32
【
チ
ド
リ
科
】

3
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

・
・

・
・

3
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
コ
チ
ド
リ

33
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

イ
カ
ル
チ
ド
リ

34
3

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
3

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

メ
ダ
イ
チ
ド
リ

35
10

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

10
9

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

タ
ゲ
リ

36
【
シ
ギ
科
】

10
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

10
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ト
ウ
ネ
ン

37
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ハ
マ
シ
ギ

38
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ツ
ル
シ
ギ

39
1

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ク
サ
シ
ギ

40
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

キ
ア
シ
シ
ギ

41
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

イ
ソ
シ
ギ

42
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ソ
リ
ハ
シ
シ
ギ

43
【
カ
モ
メ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ユ
リ
カ
モ
メ

44
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

セ
グ
ロ
カ
モ
メ

45
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最
大
個
体
数

反
町
閘
門
橋
（
St
.3

）
調

査
地

点
20
01

20
00

19
99

19
98

年
種

名
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
月

4
6

3
5

15
3

7
14

10
6

8
4

6
2

5
7

10
11

1
2

5
1

3
6

1
4

7
2

12
7

3
3

6
2

4
7

日
【
ハ
ト
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
シ
ラ
コ
バ
ト

46
4

2
・

・
2

・
2

1
2

・
・

・
1

4
1

3
・

1
・

1
2

・
2

3
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

キ
ジ
バ
ト

47
【
カ
ッ
コ
ウ
科
】

1
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

1
・

・
・

・
・

・
・

・
カ
ッ
コ
ウ

48
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ツ
ツ
ド
リ

49
1

・
1

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
1

・
・

・
・

・
・

・
・

ホ
ト
ト
ギ
ス

50
【
カ
ワ
セ
ミ
科
】

2
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

・
・

1
・

1
1

・
・

・
カ
ワ
セ
ミ

51
【
キ
ツ
ツ
キ
科
】

1
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ア
カ
ゲ
ラ

52
3

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

1
・

1
・

・
1

・
・

・
1

・
・

1
・

1
・

・
3

コ
ゲ
ラ

53
【
ヒ
バ
リ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ヒ
バ
リ

54
【
ツ
バ
メ
科
】

3
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
3

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
シ
ョ
ウ
ド
ウ
ツ
バ
メ

55
12

5
12

8
1

・
・

・
・

・
・

・
11

10
3

2
4

1
・

・
・

・
・

・
・

2
1

6
2

3
1

・
・

・
・

・
・

ツ
バ
メ

56
7

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

7
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

イ
ワ
ツ
バ
メ

57
【
セ
キ
レ
イ
科
】

6
・

・
・

・
・

2
・

3
3

3
1

・
・

・
・

・
・

1
・

1
1

1
2

1
・

・
・

1
2

2
・

2
6

・
1

・
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

58
2

・
・

2
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

2
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

2
・

・
・

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ

59
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

タ
ヒ
バ
リ

60
【
ヒ
ヨ
ド
リ
科
】

16
・

・
2

1
・

4
・

2
1

1
4

14
・

3
1

・
2

・
・

2
3

16
11

14
・

・
4

3
1

5
・

・
・

2
5

2
ヒ
ヨ
ド
リ

61
【
モ
ズ
科
】

1
1

・
・

・
・

3
2

1
・

1
1

2
1

・
・

・
1

・
2

1
2

3
3

2
・

1
・

・
・

・
・

・
2

・
1

2
モ
ズ

62
【
ツ
グ
ミ
科
】

3
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

1
3

・
1

・
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

63
10

・
・

・
・

・
・

2
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

3
3

5
3

10
・

・
・

・
・

・
・

4
2

3
・

・
・

ツ
グ
ミ

64
【
ウ
グ
イ
ス
科
】

5
・

5
5

2
6

3
1

2
2

・
1

1
1

1
1

5
3

1
・

・
1

4
1

・
・

・
2

2
1

3
2

・
1

・
2

・
ウ
グ
イ
ス

65
20

・
・

5
4

5
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
3

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
20

20
・

・
・

・
・

・
・

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

66
2

・
・

・
1

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

セ
ッ
カ

67
【
エ
ナ
ガ
科
】

5
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

4
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

5
エ
ナ
ガ

68
【
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
】

9
・

2
2

1
1

・
1

・
・

・
2

9
2

4
・

・
・

2
5

3
2

8
6

5
・

・
8

2
1

5
9

6
1

・
2

7
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

69
【
メ
ジ
ロ
科
】

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
メ
ジ
ロ

70
【
ホ
オ
ジ
ロ
科
】

10
・

4
4

2
2

2
6

10
9

8
2

3
・

4
4

4
4

1
9

1
7

2
2

2
・

2
2

2
4

・
6

1
・

1
・

2
ホ
オ
ジ
ロ

71
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

カ
シ
ラ
ダ
カ

72
2

・
・

・
・

・
1

・
11

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
1

2
1

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

ア
オ
ジ

73
15

・
・

・
・

・
・

5
・

3
・

・
・

・
・

・
・

・
・

15
7

2
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

4
・

・
・

オ
オ
ジ
ュ
リ
ン

74
【
ア
ト
リ
科
】

7
・

・
1

・
・

・
2

・
・

4
3

・
・

1
・

・
・

・
・

・
7

1
5

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
3

・
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

75
3

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

3
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ベ
ニ
マ
シ
コ

76
3

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
3

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

シ
メ

77
【
ハ
タ
オ
ド
リ
科
】

4
・

3
8

2
2

・
25

1
・

4
2

1
・

・
・

・
・

・
4

・
1

2
2

・
・

・
1

3
・

・
・

・
・

・
3

・
ス
ズ
メ

78
【
ム
ク
ド
リ
科
】

10
・

・
1

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
10

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

1
4

・
・

・
・

・
・

・
ム
ク
ド
リ

79
【
カ
ラ
ス
科
】

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
2

・
カ
ケ
ス

80
2

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
ナ
ガ

81
5

3
・

2
・

・
2

・
1

・
1

・
・

・
・

・
3

・
1

・
・

2
・

・
3

・
・

5
2

・
・

2
1

2
・

1
・

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

82
5

・
・

・
1

1
4

・
2

3
・

3
1

・
2

1
・

・
・

5
・

・
・

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

83
【
外
来
種
】

3
1

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

1
・

・
・

1
・

・
・

・
・

1
2

・
・

1
・

・
・

2
1

・
・

・
・

3
コ
ジ
ュ
ケ
イ

23
08

70
57

67
39

51
45

67
77

74
49

65
11
0

83
42

20
52

49
50

74
10
1

64
74

13
5

61
16

42
51

73
52

90
75

51
55

11
14
0

20
8

合
計
個
体
数

11
12

18
16

13
14

16
17

9
13

18
17

15
18

14
14

16
12

20
20

19
20

23
15

6
16

16
19

15
16

17
14

20
6

19
17

種
数

（
付
表
3．

続
き
，
A
pp
en
di
x
3,
co
nt
in
ue
d）
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付
表
4．

菅
生
沼
の
博
物
館
前
（
St
.4

）
の
鳥
類
定
点
調
査
結
果
（
19
98

年
10

月
～
20
01

年
9
月
）．

A
pp
en
di
x
4.
N
um
be
r
of
in
di
vi
du
al
s
an
d
sp
ec
ie
s
re
co
rd
ed
in
fr
on
t
of
th
e
m
us
eu
m
(S
t.
4)
in
Su
ga
o
M
ar
sh
du
rin
g
19
98
-2
00
1.

最
大
個
体
数

博
物
館
前
（
St
.4

）
調

査
地

点
20
01

20
00

19
99

19
98

年
種

名
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

12
11

10
月

4
6

3
5

15
3

7
14

10
6

8
4

6
2

5
7

10
11

1
2

5
1

3
6

1
4

7
2

12
7

3
3

6
2

4
7

日
【
カ
イ
ツ
ブ
リ
科
】

9
1

・
2

1
3

1
1

1
3

1
2

1
1

・
2

5
3

2
3

・
・

1
1

・
1

・
3

9
4

2
・

2
1

5
2

1
カ
イ
ツ
ブ
リ

1
【
ウ
科
】

14
8

12
11

10
17

16
5

4
9

22
2

18
13

9
24

10
19

1
33

22
14
8

38
・

12
15

10
8

2
8

8
1

・
5

1
・

23
14

カ
ワ
ウ

2
【
サ
ギ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ヨ
シ
ゴ
イ

3
1

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

ゴ
イ
サ
ギ

4
5

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

3
5

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ア
マ
サ
ギ

5
43

10
5

12
3

6
8

5
3

1
1

3
3

5
16

1
15

5
1

・
1

2
3

7
7

24
43

10
9

2
7

・
2

2
・

13
5

ダ
イ
サ
ギ

6
12

1
5

12
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

チ
ュ
ウ
サ
ギ

7
5

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

1
4

・
・

1
・

1
・

・
1

1
3

2
5

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

コ
サ
ギ

8
15

15
1

3
2

7
1

5
7

1
・

3
1

2
4

5
3

8
・

1
2

1
2

4
3

3
4

・
1

・
・

1
2

7
・

3
8

ア
オ
サ
ギ

9
【
カ
モ
科
】

6
・

・
・

・
・

・
・

6
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
マ
ガ
ン

10
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

11
10
8

・
・

・
・

・
・

10
8

95
10
2

23
25

・
・

・
・

・
・

・
7

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

41
58

31
10

・
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

12
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ア
メ
リ
カ
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

13
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
シ
ド
リ

14
8

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
4

・
・

・
・

・
・

・
・

3
8

・
・

・
・

マ
ガ
モ

15
20
0

20
0

25
10

2
・

4
・

11
8

・
・

3
15

16
9

・
1

・
19

・
・

・
・

・
8

37
・

5
2

・
1

1
・

・
・

13
カ
ル
ガ
モ

16
75
0

・
・

・
1

11
18
0

75
0

30
0

50
0

35
0

80
・

・
・

・
1

97
45
8

34
5

・
14
0

67
・

・
・

・
・

・
38

11
0

66
22
0

81
95

・
・

コ
ガ
モ

17
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ト
モ
エ
ガ
モ

18
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ヨ
シ
ガ
モ

19
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
・

・
・

・
・

オ
カ
ヨ
シ
ガ
モ

20
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ヒ
ド
リ
ガ
モ

21
98

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
98

・
・

・
・

オ
ナ
ガ
ガ
モ

22
2

・
・

・
・

1
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ

23
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

ホ
シ
ハ
ジ
ロ

24
【
タ
カ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ト
ビ

25
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

オ
オ
タ
カ

26
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

ノ
ス
リ

27
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

サ
シ
バ

28
【
ハ
ヤ
ブ
サ
科
】

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

29
【
キ
ジ
科
】

1
・

・
・

1
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
キ
ジ

30
【
ク
イ
ナ
科
】

2
・

・
・

・
1

・
・

・
・

・
・

・
2

・
・

・
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2

1
・

・
・

・
・

・
バ
ン

31
12

・
・

・
5

8
7

・
・

・
・

・
・

・
・

2
4

12
6

・
・

・
・

・
・

・
・

3
7

5
4

・
・

1
・

6
・

オ
オ
バ
ン

32
【
チ
ド
リ
科
】

31
・

5
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

31
・

・
・

・
・

5
10

10
・

2
・

・
・

・
・

・
・

・
コ
チ
ド
リ

33
5

・
・

・
・

・
・

・
1

・
5

・
・

・
・

・
・

・
・

・
4

3
・

・
・

2
・

・
1

・
・

・
2

・
・

・
・

イ
カ
ル
チ
ド
リ

34
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

メ
ダ
イ
チ
ド
リ

35
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1

・
・

・
・

タ
ゲ
リ

36
【
シ
ギ
科
】

1
・

2
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ト
ウ
ネ
ン

37
22

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
22

・
・

ハ
マ
シ
ギ

38
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ツ
ル
シ
ギ

39
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ク
サ
シ
ギ

40
・

・
・
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はじめに

現在，日本からコウモリ類は絶滅種とされている
2種を除くと34種が知られており（前田，2001），移入
種や野生化したペットを除く日本産陸棲哺乳類107種
（阿部ほか，1994;MaedaandMatsumura，1998）のう
ちでは最も種数が多く，約3分の1を占めている．こ
のようにコウモリ類は種が多様に分化しており，哺乳
類相において重要な地位を占めているといえるが，夜
間に飛翔して採餌活動を行い，昼間の隠れ家の大半は
樹洞や洞窟などの特異な環境に依存する生態をもつた
め人目に触れる機会が少ない．そのため，コウモリ類
に関する調査や研究はほかの哺乳類に比べて遅れてお
り，生態どころか分布さえ不明である種が大半（前

田，1987）とされる．このような状況のまま，森林伐
採や自然洞窟の観光化といった人為的圧力により，生
息環境の分断や縮小が一層進行し，生息数も激減して
いるものと推測される（前田，1987）．
茨城県内でコウモリ類は，これまでに2科6属7種

が確認されている（山 ほか，2001）．県内でのコウ
モリ類の積極的な調査としてはアブラコウモリ
Pipistrellusabramus（Temminck，1840）の生息分布情
報について茨城県生活環境部（1995）の報告がある．
そのほかの一例報告や種名が記載されている文献とし
てはアブラコウモリについて桐原（1987），常陸太田
市教育委員会（1999）が，キクガシラコウモリ
Rhinolophusferrumequinum（Schreber，1774）について
吾妻（1999），今村（1966），江幡・石川（1991），堀越

﨑

茨城県におけるコウモリ類の生息分布 85茨城県自然博物館研究報告 Bull.IbarakiNat.Mus.,(6):85-93(2003)

茨城県におけるコウモリ類の生息分布
―1997年から2001年の記録―

小柳恭二＊・辻 明子＊・山 晃司＊＊

（2003年2月11日受理）
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Abstract

AsurveyofbatsfaunawascarriedoutinIbarakiPrefecturefrom 1997-2001.Wefoundfour
speciesofbatsrepresentingtwofamiliesandthreegenera,i.e,Rhinolophusferrumequinum,R.cornutus,
Myotismacrodactylus,andPipistrellusabramus.Cave-dwellingbatswereR.ferrumequinum,R.cornutus,
andM.macrodactylus.Therewasonehouse-dwellingbatspecies,P.abramus.Wedidnotfindany
tree-dwellingbats.Wehavereceivedunidentifiedbatecholocationcallsusingbatdetectorsat19
pointsin13cities.
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（1975）の報告が，コキクガシラコウモリR.cornutus
Temminck，1835お よ び モ モ ジ ロ コ ウ モ リMyotis
macrodactylus（Temminck，1840）についてYoshiyuki
（1989）の報告がある．コテングコウモリMurina
ussuriensisOgnev，1913では長岡（1998）の報告と，
北茨城市での採集記録が1例（山 ほか，2001）ある．
ま た，ウ サ ギ コ ウ モ リPlecotusauritus（Linnaeus，
1758）については日立市の本山鉱山跡で採集記録が
1例ある（山 ほか，2001）が，確実な報告はされてい
ない．ヤマコウモリNyctalusaviator（Thomas，1911）
については安藤（1975）と今村（1966）に記載がある
が確実な報告はされていない．以上のように県内のコ
ウモリ類に関する情報は断片的なものが多く，アブラ
コウモリ以外は積極的な調査はなされていない状況で
ある．
筆者らは1997年から2001年までの間，茨城県内に

おいてコウモリ類の生息分布調査を実施した．その結
果，いくつかの新たな生息分布記録が得られたのでこ
こに報告する．

調査地域

調査対象は茨城県全域とした．茨城県は東経
140°51′18～ 139°41′27，北緯 35°44′09～ 36°56′32
に位置する（建設省国土地理院，2000）．県内の地形の
概況を以下に述べる．常陸太田市～那珂郡緒川村以北
は標高500m以上の山地で，北西の端に県内最高標高
地点の八溝山（標高1,022m）が位置する．常陸太田
市以南は常総平野と呼ばれる平地である．平地面積は
県土の約7割を占め，ほかの府県に比べ最も広い（山
崎ほか，1977）．平地には関東ローム層からなる洪積
台地が点在し，耕作地や雑木林が広がる（茨城県，
2000）．霞ヶ浦，北浦の沿岸や千葉県境を流れる利
根川付近は広大な水田地帯となっている（茨城県，
2000）．
本県の面積は6,095km2（建設省国土地理院，2001）

で，そのうち経営耕作地面積は1,518km2（茨城県企画
部統計課（編），1996）と，全体の24.8％を占め，ほか
の府県に比べてその割合が最も高い．また，林野面積
は1,958km2と約32％で，人工林率は65％と全国平
均の43％に比べて高い（茨城県農林水産部，2000）．
特に華川，西金砂，御前山以北の山肌のほとんどはス
ギ，ヒノキ，アカマツの植林で覆われる（山崎ほか，

﨑

﨑

1977）．中南部から南部にかけての平野部にはアカマ
ツやコナラなどの雑木林が広がるが，工場やゴルフ
場，住宅地として次々と開発されている地域が多い
（山崎ほか，1977）．

以上のように本県はほかの都府県と比べて山地の占
める割合が約3割と低い上に，全国平均に比べて人工
林の占める割合が高く，自然林の割合が低いといった
特徴がみられる．

調査方法および期間

前田（1983）は「コウモリ類の種の同定にはその形
態の酷似性から細部の観察を必要とする場合が多い」
と述べており，生息分布調査ではキクガシラコウモリ
科など一部の例外を除いて捕獲する必要がある．本調
査ではコウモリ類が昼間の隠れ家として利用する洞窟
や廃坑，家屋での生息を確認して捕獲した．キクガシ
ラコウモリ科については目撃による種の同定も行っ
た．また，コウモリ類が採餌のために飛翔する夜間に
は，かすみ網による捕獲を試みた．
調査期間中には死体の拾得によってもコウモリ類を

得た．捕獲，あるいは拾得した個体は阿部ほか（1994）
に従って同定し，性別や成長段階を判定した．捕獲個
体の多くは同定後に放獣したが，一部は標本として茨
城県自然博物館および特定非営利活動法人東洋蝙蝠研
究所に収蔵した．なお，本調査は環境省鳥獣捕獲許可
証平成10年度第718号に基づき実施した．
生息分布調査の補足調査として，バットディテク

ター＊2（Petterson社 ULTRASOUNDDETECTORD100

およびULUTRASOUND社 MINI-3BATDETECTOR，
以下B.D.と略す）でコウモリ類が飛翔中にエコーロ
ケーション（反響定位）＊1のために発する超音波を受
信した場所と周波数を記録した．超音波の周波数音域
が一定であるCFパルス型コウモリ＊3（日本産ではキ
クガシラコウモリ科，カグラコウモリ科）は，種毎に
発する周波数値がある程度決まっているため，数回の
測定で種の同定が可能である（松村，1993）．しかし，
飛翔する空間や環境によって発する超音波の周波数音
域を変えるFMパルス型コウモリ＊4（日本産ではヒナ
コウモリ科，オヒキコウモリ科）は種の同定は難しい．
このため，FMパルス型コウモリが発した超音波をB.
D.により受信した場合は「不明種」として扱った．
調査は1997年8月から2001年7月まで実施した．
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＊1:飛翔中のコウモリ類が，超音波を口あるいは鼻
から発し，餌となる昆虫類や障害物となる植物
などに当ててその反響した音波から対象となる
昆虫類や障害物の位置を測定する行動．

＊2:コウモリ類が口あるいは鼻から発する高周波数
域の超音波を，人間の可聴域に変換する機械．

＊3:CF（ConstantFrequency）とは「一定の周波数」
を意味する．このタイプのコウモリ類は，狩り
の対象昆虫の探索中から昆虫への接近までの飛
翔中の大半の時間においてほぼ一定の周波数域
の超音波を発し，昆虫を捕らえる瞬間のみ小さ
く周波数が変化する．

＊4:FM（FrequencyModulated）とは「変調する周波
数」を意味する．このタイプのコウモリ類は，
狩りの対象とする昆虫の探索中から，昆虫への
接近中においても，口や鼻から発する超音波が
広い音域にわたって変調する．

松村（1988），松村（1993）より引用．

結果および考察

1．昼間の隠れ家での捕獲・目撃と死体拾得

調査期間中に昼間の隠れ家で捕獲・目撃と死体拾得
したコウモリ類は，キクガシラコウモリ，コキクガシ
ラコウモリ，モモジロコウモリおよびアブラコウモリ
の2科3属4種であった（表1）．各種の捕獲および拾
得個体の外部計測値を表2に示した．

（1）キクガシラコウモリ

調査期間中に5市町村の11カ所で本種を確認した
（表3，図1）．本種を確認した場所は鍾乳洞，廃坑，イ
ワヤなどで，単独あるいは2個体での観察例が多かっ
た．
北茨城市花園神社近くの鍾乳洞では，1998年は11

月10日に11個体，11月22日に19個体，1999年は
11月3日に7個体，2000年11月29日に18個体が観
察された．11月初旬よりも下旬の方が個体数の多い傾
向がみられ，この鍾乳洞が冬眠に利用されていると推
測された．

（2）コキクガシラコウモリ

調査期間中に4市町村の5カ所で本種を確認した
（表4，図2）．本種を確認した場所は鍾乳洞，廃坑など
であり，単独あるいは数個体の観察例もあるが20個
体から200個体以上のまとまった数の観察例もみられ
た．
日立市大久保の風穴では1998年7月上旬に100個体

以上，久慈郡大子町のカブラ石沢珪石廃坑では2000
年8月上旬に200個体以上の集団を観察した．本種の
分娩期について，広島県秋吉台では6月中旬（庫本，
1972），神奈川県鎌倉市の散在ヶ池洞窟では6月中旬
から7月上旬（柴田ほか，1967），岩手県の竜泉洞で
7月上旬から中旬（庫本，1972）という報告があり，ま
た哺育期間は約40日（庫本，1972）とされる．これら
から，日立市大久保の風穴で7月上旬に観察した100
個体以上の集団は，出産・哺育のために同所に集まっ
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表2．1997年から2001年に収集された茨城県産コウモリ類の外部計測値．
Table2.MeasurementsinexternalmorphologyofbatscollectedinIbarakiPrefectureduring1997-2001.

学 名種科
Rhinolophusferrumequinumキクガシラコウモリキクガシラコウモリ
R.cornutusコキクガシラコウモリ
Myotismacrodactylusモモジロコウモリヒナコウモリ
Pipistrellusabramusアブラコウモリ

表1．1997年から2001年の茨城県内におけるコウモリ類の確認種．
Table1.BatspeciesrecordedinIbarakiPrefectureduring1997-2001.

CORRECTDAYCORRECTPOINT
Weight
(g)

Ear
(mm)

Tibia
(mm)

HFLcu
(mm)

TL
(mm)

HBL
(mm)

FAL
(mm)

AGESEXSPECIES

98/11/22KITAIBARAKI-CITY26.222.525.512.529.571.060.5Ad♂R.ferrumequinum
97/08/11HITACHI-CITY5.516.018.2―25.237.040.2Ad♂R.corunutus
98/11/22KITAIBARAKI-CITY7.416.018.58.521.045.041.0Ad♂
97/08/11HITACHI-CITY――16.711.224.040.538.5Ad♂M.macrodactylus
00/07/20HOKOTA-TOWN―5.011.44.5――27.0Ju♂P.abramus
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表3．1997年から2001年の茨城県におけるキクガシラコウモリの生息分布．
Table3.DistributionofR.ferrumequinuminIbarakiPrefectureduring1997-2001.

図1-No.備 考隠れ家の種類個体数調査日調査地
1鍾乳洞11997年12月30日大久保の風穴日立市
29＋1＋1ずつに別れて休眠

♂，成獣，茨城県自然博物館収蔵
鍾乳洞111998年11月10日華川町，花園神社前，鍾乳洞北茨城市

21＋3＋3＋12ずつに別れて休眠鍾乳洞191998年11月22日同 上
21個体ずつ距離をおき，別れて休眠鍾乳洞71999年11月 3日同 上
2鍾乳洞22000年 6月30日同 上
218個体が1カ所に集まって休眠鍾乳洞182000年11月29日同 上
3精巣の膨らみを目撃自然の磐12000年 6月30日華川町，猿ケ城の磐
4人工洞（素ぼり）11999年 5月22日栃原金山本坑久慈郡大子町
5人工洞（素ぼり）2＜1999年 5月22日栃原金山タヌキ穴
6天井部の窪みで休眠人工洞（素ぼり）12000年 4月29日クサレ沢採金廃坑
7人工洞（素ぼり）12000年 8月18日カブラ石沢珪石廃坑
8自然の磐11997年 8月12日筑波山南斜面不動のイワヤつくば市
9自然の磐11998年 8月21日筑波山南斜面オンマヤのイワヤ
10下層の最奥部に糞塊あり人工洞（素ぼり）22001年 6月 2日桧山川上流のマンガン抗東茨城郡御前山村
11人工洞（素ぼり）12001年 7月23日高取鉱山西茨城郡七会村

表4．1997年から2001年の茨城県におけるコキクガシラコウモリの生息分布．
Table4.DistributionofR.cornutusinIbarakiPrefectureduring1997-2001.

図2-No.備 考隠れ家の種類個体数調査日調査地
110＋10＋30頭＜♂，

成獣，茨城県自然博物館収蔵
鍾乳洞50＜1997年 8月11日大久保の風穴日立市

1鍾乳洞11998年 4月24日同 上
118＋56＋38＜の3群塊，ペニスがや

や肥大
鍾乳洞1221998年 7月12日同 上

1出洞時の目撃数鍾乳洞241998年 7月19日同 上
17～8個体の2群＋5個体の1群の計

3群
鍾乳洞20＋2000年 7月 1日同 上

28＋8＋30＜ずつの3群鍾乳洞48＜1998年11月22日花園神社前，鍾乳洞北茨城市
220個体＋単独個体が点在鍾乳洞30＜1999年11月 3日同 上
2鍾乳洞12000年 6月30日同 上
2各々，単独で休眠する鍾乳洞572000年11月29日同 上
3各々，単独で休眠する人工洞（素ぼり）18＜1998年 6月28日カブラ石沢珪石廃坑久慈郡大子町
3約150個体の群れと，そのほか約50個

体の合計約200個体が休息する
人工洞（素ぼり）200＜2000年 8月18日同 上

4飛翔中人工洞（素ぼり）31999年 5月22日栃原金山タヌキ穴
5糞塊あり人工洞（素ぼり）41998年 4月24日森林公園内採金廃坑水戸市

表5．1997年から2001年の茨城県におけるモモジロコウモリの生息分布．
Table5.DistributionofM.macrodactylusinIbarakiPrefectureduring1997-2001.

表6．1997年から2001年の茨城県におけるアブラコウモリの生息分布．
Table6.DistributionofP.abramusinIbarakiPrefectureduring1997-2001.

図3-No.備 考隠れ家の種類個体数調査日調査地
1♂，成獣，茨城県自然博物館標本収蔵鍾乳洞11997年8月11日大久保の風穴日立市

図4-No.備 考個体数調査日調査地
1♂，亜成獣，東洋蝙蝠研究所収蔵12000年7月20日鉾田川右岸河川敷鹿島郡鉾田町
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図3．1997年から2001年の茨城県におけるモモジロコ
ウモリの確認場所．
Fig.3.Location in Ibaraki Prefecture where M.
macroductyluswererecordedduring1997-2001.

図4．1997年から2001年の茨城県におけるアブラコウ
モリの確認場所．
Fig.4.LocationinIbarakiPrefecturewhereP.abramus
wererecordedduring1997-2001.

図1．1997年から2001年の茨城県におけるキクガシラ
コウモリの確認場所．
Fig.1.Locations in Ibaraki Prefecture where R.
ferrumequinumwererecordedduring1997-2001.

図2．1997年から2001年の茨城県におけるコキクガシ
ラコウモリの確認場所．
Fig.2.Locations in Ibaraki Prefecture where R.
cornutuswererecordedduring1997-2001.



てきた集団であった可能性が考えられた．また，大子
町カブラ石沢珪石坑で8月上旬に観察した集団は，個
体数が約200個体で群性が強かったことから同所を出
産・哺育に利用していると考えられた．県内では本種
の繁殖場所は，まだ確認されておらず今後の詳細な調
査が待たれる．
また，北茨城市花園神社近くの鍾乳洞では，1998年
11月22日に48個体，1999年11月3日に約30個体，
2000年11月29日に57個体が観察された．11月初旬
よりも下旬の方が個体数の多い傾向がみられ，この鍾
乳洞が冬眠に利用されていると推測された．

（3）モモジロコウモリ

調査期間中に日立市大久保の風穴で本種を確認し
た．（表5，図3）．大久保の風穴ではYoshiyuki（1989）
の報告でも2個体が確認されているが，夏期における
同所の利用形態は，休息場所としての単発的な利用な
のか，あるいは少数で出産・哺育のために毎年利用す
る洞窟なのかは不明であった．

（4）アブラコウモリ

調査期間中に鹿島郡鉾田町鉾田川河川敷で本種を確
認した．（表6，図4）．本論では確実な採集記録があっ
た場所のみを確認記録としたが，江幡（1992）は本種
を県南部の住宅地や河川敷の上空で薄暮時によく目撃
される種としており，後述する不明種の記録の中にも，
おそらく本種の生息場所が含まれていると考えられる．

2．かすみ網での捕獲

調査期間中に北茨城市定波，花園渓谷，久慈郡大子
町八溝山日輪寺および高萩市花貫渓谷でかすみ網によ
る捕獲調査を実施した．いずれの場所でもコウモリ類
は捕獲されなかった．また，かすみ網設置中に周辺で
B.D.を使用してコウモリ類の飛翔を探索したが，全
く受信しなかった．

3．B.D.での受信

調査期間中に13市町村の19カ所でコウモリ類が発
する超音波をB.D.により受信した（表7，図5）．受信
音はその周波数帯や音質からいずれもFMパルス型コ
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表7．1997年から2001年にB.D.で受信した不明種の超音波の記録．
Table7.Recordsofecholocationemittedbyunidentifiedbatsreceivedbybatdetectorsduring1997-2001.

図5-No.備 考
BD受信値
（kHz）

個体数調査日調査地

1集落上空でBD受信20～2511998年 5月30日華川町，水沼集落上空北茨城市
2ダム湖上空でBD受信20～2511998年 5月30日華川町，水沼ダム上空
3スギの枝付近でBD受信15～2011999年10月14日華川町，花園神社駐車場
3神社樹冠上空にて目撃20～2512000年 6月30日華川町，花園神社上空
4BD受信，採餌音受信40～5012000年 6月29日華川町，花園川花沼橋
4BD受信，採餌音受信40～5012000年 6月29日華川町，花園オートキャンプ場
4BD受信，採餌音受信40～5012000年 6月30日華川町，花園オートキャンプ場
4BD受信，採餌音受信40～5012001年 6月 1日華川町，花園オートキャンプ場
5ダム上空でBD受信20～2511999年 5月21日花貫ダム上空高萩市
6洞口で出洞時にBD音を確認5011998年 6月28日クサレ沢採金廃坑洞口久慈郡大子町
719:14受信20～2512001年 7月22日御前山橋上空東茨城郡御前山村
8ピーク音域45khz，採餌音も受信4511998年 8月21日泉，水田上空つくば市
9ピーク音域45khz，採餌音も受信4511998年 8月21日長塚（鬼怒川河川敷，新鬼怒川橋

上空）
下妻市

10ピーク音域45khz，採餌音も受信4511998年 8月21日希望ヶ丘（利根川河川敷，利根川
橋上空）

古河市

11河川敷で目撃，採餌音も受信4531999年 8月19日塚崎（利根川左岸河川敷上空）猿島郡境町
12目視，日没と共に目撃数が増加45100＜1999年 8月29日下宿，権現堂川舟渡橋下流上空猿島郡五霞村
13BDと目視452＜1999年 8月29日六軒，国道4号沿いの水田上空
14BDと目視454＜1999年 8月29日原宿，環境浄化センター上空
15BDと目視4511999年 8月29日五霞東小学校近く用水路上空
16鉄橋の照明付近で採餌音を受信451＜1999年 9月13日利根川左岸常磐線鉄橋下取手市
17サービスエリアの照明上空で受信451＜1999年 9月13日常磐自動車道守谷SA上空北相馬郡守谷町
18堤外地の住宅地から河川敷上へ飛翔中を

目視．BD音も受信
4511999年 9月27日小貝川河川敷（文巻橋上空）竜ケ崎市

19BDと目視4512000年 4月13日天王崎 国民宿舎白帆荘上空行方郡麻生町



ウモリが発したものであると判断されたため「不明
種」として記録した．
県北部では北茨城市水沼集落上空，水沼ダム上空，

花園神社駐車場上空および高萩市花貫ダム上空で，受
信ピーク音域が20kHz前後のFMパルス型コウモリの
超音波を受信した．このコウモリはB.D.への受信と
同時に目視でも確認しており，体サイズや飛翔する様
子，特に樹冠部を高速飛翔する姿から，ヤマコウモリ
かそれに類似した種ではないかと考えられた．また，
北茨城市花園川花沼橋上空と花園オートキャンプ場上
空では受信ピーク音域が40～50kHz前後のFMパル
ス型コウモリの超音波を受信した．久慈郡大子町クサ
レ沢採金廃坑の洞口で，受信ピーク音域が50kHz前
後のFMパルス型コウモリの超音波を受信し，同時に
出洞する姿を目撃した．
県中部では，東茨城郡御前山村御前山橋で受信ピー

ク音域が20kHz前後のFMパルス型コウモリの超音波
を受信した．
県南部，鹿行地域ではつくば市，下妻市，古河市，

猿島郡境町，五霞村，取手市，北相馬郡守谷町，竜ヶ
崎市および行方郡麻生町で受信ピーク音域が45kHz
前後のFMパルス型コウモリの超音波を受信した．受
信した場所は水田や河川敷，住宅地の上空であった．
県南部，鹿行地域には樹洞ができるような森林はほと
んど残っておらず，洞窟も知られていない．代わりに
住宅地が広がっており，家屋を昼間の隠れ家とするア
ブラコウモリの超音波を受信した可能性が非常に高い
と考えられた．
今後は，これらの「不明種」を捕獲し，同定をする

ことによって，茨城県内での新たな生息種や分布の記
録が期待される．

おわりに

コウモリ類の生存には出産・哺育や冬眠，昼間の休
息の場となる隠れ家と，十分な餌を供給する採餌場所
の2つが重要であるとされる（向山，1990）．また，現
在みられるコウモリ類の個体数の減少や分布域の縮小
の主な要因として，隠れ家と採餌場所の双方の悪化が
いわれているが，特に隠れ家の供給不足という点が指
摘されている（前田，1987）．ここでは隠れ家という観
点から今後の調査の課題を述べる．
食虫性コウモリ類の隠れ家は洞窟，家屋，樹洞の
3つに大別できる（前田，1987;前田，1991;向山，
1990）．
洞窟棲の種の中では，キクガシラコウモリとコキク

ガシラコウモリが冬期に集団で利用していると考えら
れる隠れ家を確認した．この場所では，夏期には集団
での利用は観察されなかった．また，コキクガシラコ
ウモリが夏期に集団で利用していた隠れ家を確認し
た．この場所では，冬期には集団での利用は観察され
なかった．洞窟棲のコウモリ類は，一般に集団で季節
的な移動をすることが知られている（オルトリンガ
ム，1998;庫本，1972;向山，1987;沢田，1993）．今
回の調査で観察された集団も，時期によっては別の隠
れ家を利用していると考えられ，今後の調査が待たれ
る．洞窟棲の種については，隠れ家の利用状況を季節
的に把握することによって，その種の生活史における
隠れ家の重要性が明らかになるものと考えられる．
家屋棲の種であるアブラコウモリは，本調査では
1カ所のみで確認されたが，「不明種」とされたB.D.
での受信記録のうち，本種のものと推測される記録が
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図5．1997年から2001年の茨城県におけるB.D.での不
明種の受信場所．
Fig.5.Sites whereecholocationcallsfrom unidentified
bats were received by bat detectors in Ibaraki
Prefectureduring1997-2001.



県南部で確認されている．今後，県南部，鹿島・行方
地域の住宅地を中心に，聞き取り調査や捕獲調査を重
ねていくことにより分布記録が増えるものと考えられ
る．本種は，1）住宅地の増加に伴い，隠れ家が増加し
分布が拡大しているのか，2）住宅構造の変化に適応
し分布が拡大している（吉行，1990）のか，3）開発な
どにより，餌となる昆虫類の発生する場所が消失して
分布が縮小しているのか現状では不明である．また，
県内で樹洞棲の近縁種が生息している場合，分布の境
界線はどのあたりなのか，あるいは両種が同所的に生
息するのかなども大いに疑問が湧く課題である．
樹洞棲の種は，本調査では確認されなかった．樹洞

棲の種を捕獲する目的で，県内でも大木が比較的残っ
ており樹洞も多くみられる場所でかすみ網を設置した
が，捕獲はおろかコウモリが飛翔する姿を見ることも
なく，B.D.での受信も皆無であった．県内では過去
に樹洞棲とされるコウモリ類としてヤマコウモリ，ウ
サギコウモリ，コテングコウモリが記録されている．
これらの種は過去には県内で恒常的に生息していたの
か，あるいは渡りなどの長距離移動をするならば，そ
の最中に偶発的に目撃されたのかは疑問を残した．本
県は土地の大半が，人工林地や耕作地，住宅地に利用
されており，樹洞のできるような大木が生育する自然
林の面積が非常に小さい．樹洞棲の種が県内の僅かに
残された自然林に生息しているならば，それは細々と
してものであり，生息環境としては非常に脆弱である
と考えられる．そのため，隠れ家となる樹洞およびそ
の周辺を取り巻く餌場空間を含めた生息場所を保全し
ていくことが必要である．
以上のような県内におけるコウモリ類の分布や生態

に関する課題を解明するためには，正確な生息情報が
不可欠である．県内のコウモリ類に関する生息情報
は，いまだ乏しいのが現状であり，今後も継続的な蓄
積が望まれる．
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（要 旨）

小柳恭二・辻 明子・山 晃司．茨城県におけるコウモリ類の生息分布 ―1997年から

2001年の記録―．茨城県自然博物館研究報告 第6号（2003）pp.85-93,pls.1-2．
茨城県内でコウモリ類の生息分布調査を1997年から2001年にかけて実施した．その結果，
2科3属4種のコウモリ類が確認された．4種のうち，洞窟棲の種はキクガシラコウモリ，コ
キクガシラコウモリ，モモジロコウモリの3種で，家屋棲の種はアブラコウモリ1種であっ
た．樹洞棲の種は確認されなかった．また，種不明のコウモリ類の超音波がB.D.により県内
19カ所で受信された．

﨑

（キーワード）:廃坑，コウモリ類，洞窟，コウモリ目，分布，茨城県，家屋．
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図版と説明
（2図版）

PlatesandExplanations
(2plates)
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図版1（Plate1）

a.キクガシラコウモリ（Rhinolophusferrumequinum）（INM-1-001557）．
a.SpecimenofR.ferrumequinum.(INM-1-001557).

b.コキクガシラコウモリ（R.cornutus）（INM-1-001556）．
b.SpecimenofR.cornutus.(INM-1-001556).

c.モモジロコウモリ（Myotismacrodactylus）（INM-1-001558）．
c.SpecimenofM.macrodactylus.(INM-1-001558).
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図版2（Plate2）

a.アブラコウモリ（Pipistrellusabramus）（ABRI-0014）．
a.SpecimenofP.abramus(ABRI-0014).

b.日立市大久保の風穴（1998.7.12）．
b.Okubo-caveinHitachi-city(1998.7.12).

c.久慈郡大子町カブラ石沢珪石坑（1998.6.28）．
c.Kaburaishisawa-mineinDaigo-town,Kuji-county(1998.6.28).



茨城県におけるコウモリ類の生息分布 99

Plate2
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はじめに

福田 均氏は，大学時代から蘚苔類を採集していた
在野の研究者であったが，残念なことに1997年32才
で逝去された（福田氏の研究活動などについては，杉
村ほか（2002）を参照）．福田氏は，茨城県や青森県な
どで採集した2,966点の蘚苔類標本を茨城県自然博物
館に寄贈された．これらの標本は，蘚苔類相に関する
報告が少ない地域で採集されている．現在，茨城県自
然博物館の依頼を受けて著者は，福田 均氏蘚苔類コ
レクション（以下，福田コレクションという．）とし
て利用できるように整理を進めている（杉村ほか，
2000）．特に茨城県は，標本に基づいた蘚苔類相に関
する報告が少なく，茨城県自然博物館では県内の蘚苔
類相を明らかにするための調査を進めており（杉村，
2001），福田コレクションはその調査の基礎となるも

のである．これまで，福田氏が筑波山で採集された
460点の蘚苔類標本を整理し，95種1亜種を確認した
（杉村，2002a）．

本稿では，福田氏が1984年から1994年にかけて茨
城県内で調査し，採集された茨城県産（筑波山を除く）
標本274点を調査・整理して，蘚苔類目録を作成した．

採集地の概要

福田氏が茨城県（筑波山を除く）で調査した採集地
の概要（略号，採集地名，標高の範囲，標本数）を
表1に示す．
これらの採集地の中で奥久慈の男体山（以下，男体

山）や吾国山では，アカシデ－イヌシデ群落，スギ・
ヒノキ植林などが分布している（環境庁，1981a，
1986）．一方，ひたちなか市阿字ヶ浦や東海村日本原

福田 均氏蘚苔類コレクション 101茨城県自然博物館研究報告 Bull.IbarakiNat.Mus.,(6):101-110(2003)

福田 均氏蘚苔類コレクション
―茨城県で採集された蘚苔類―

杉村康司＊

（2003年1月31日受理）

Mr.H.Fukuda’sCollectionofBryophytes
–Specimensfrom IbarakiPrefecture–

KojiSUGIMURA＊

(AcceptedJanuary31,2003)

Abstract

A totalof100species,threesubspeciesandtwovarietiesin43familieswererecognizedin
274bryophytespecimenswhichwerecollectedbythelateMr.HitoshiFukudafrom Ibaraki
Prefectureduring 1984 to 1994.Among them noteworthy bryophytesareendangered species,
Taxiphyllumalternans(Card.)Z.Iwats.andRicciafluitansL.

Keywords:Bryophytes,flora,IbarakiPrefecture,Mr.HitoshiFukuda.

＊ 千葉大学大学院自然科学研究科 〒271-8510千葉県松戸市松戸648（GraduateSchoolofScienceandTechnology,Chiba
University,648Matsudo,Matsudo,Chiba271-8510,Japan）．
著者は当館の第2-3次総合調査の調査員である．



子力研究所周辺ではクロマツ植林などが分布し（環境
庁，1984），水戸市大場，栗崎，涸沼台団地では住宅地
になっている所が多い（環境庁，1981b，1984）．
蘚苔類については，兼清（未発表）が卒業論文「安

山岩上に生育する蘚類の分類および生態学的研究」の
中で男体山の蘚類，茨城大学生物研究会のコケ班が吾
国山（宇佐見，1976;コケ班，1977），水戸市（池田，
1974）に生育する蘚苔類を報告している．しかし，こ
れらの報告には，標本番号もその所在も明記されてお
らず，記録のもとになった標本を今回確認することは
できなかった．

方 法

標本の同定は，福田氏が生前に行ったものが基本と
なっており，同定者が記されていない標本は福田氏の
同定である．未同定標本を含む全ての標本について，
実体顕微鏡と光学顕微鏡で形態観察を行うと共に，各
種文献を用いて種名の確認を行った．
本研究に使用した標本は，茨城県自然博物館

（INM）に保管されている．

結 果

1．福田コレクションにおける茨城県産標本の概要

274点の標本を調べた結果，蘚綱26科51属79種2亜
種，苔綱16科18属20種1亜種2変種，ツノゴケ綱
1科1属1種，合計105種の蘚苔類を確認した．
これらの標本のうち標本数が多かったのは，男体山

周辺の75点，吾国山周辺の38点であった．
確認したアオギヌゴケ科10種，シノブゴケ科7種，

ハイゴケ科の7種などは温帯の落葉樹林の地上や岩上
などに普通に見られる種であった．また，ハイゴケ，
カガミゴケなどは広い範囲から採集されていた．この
ように福田コレクションにおける茨城県産（筑波山を
除く）標本は，筑波山産標本（杉村，2002a）と同様に
広域分布種の標本が多いのが特徴である．

2．注目すべき種

274点の標本の中には，環境庁版レッドデータブッ
ク（環境庁，2000）に絶滅危惧Ⅰ類として記載されて
いる以下の2種が含まれていた．この2種の生育地は，
湿地や河川の開発など近年における水辺環境の変化に
より，全国的に減少していることが知られている（環
境庁，2000;杉村，2002b）．これらの種の生育地の減
少は，茨城県に隣接している千葉県（千葉県環境部自
然保護課，1999），埼玉県（埼玉県環境部自然保護課，
1998），福島県（福島県生活環境部環境政策課，2002）
においても報告されており，それぞれの県版レッド
データブックにより絶滅危惧種に選定されている．

Taxiphyllumalternans(Card.)Z.Iwats.

コウライイチイゴケ
環境庁レッドデータブックの分布域の動向と生育状

況には，本種の茨城県における分布情報は記載されて
いない（環境庁，2000）．しかし，本種は，福田氏によ
り水戸市栗崎の森林内の土上（INM-2-009402）ならび
に水戸市六反田池の谷の湿った土上（INM-2-009405）
と湿地の土上（INM-2-009409）の計3カ所で確認され
ていることが明らかになった．いづれの確認箇所も標
高20mの低地に位置していた．

RicciafluitansL.

ウキゴケ
本種は，福田氏により水戸市六反田池周辺の標高
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表1．採集地の一覧．
Table1.Listofthecollectionsites.

標本数標高採 集 地略号
53100-800m久慈郡大子町 男体山Na
9420-500m笠間市 吾国山Wk
2780-450m久慈郡大子町 湯沢源流Yu
2420m新治郡八郷町 吾国山Wy
2270-400m久慈郡大子町 袋田～月居山～

男体山
Fu

2760-400m西茨城郡岩間町 愛宕山～難台
山～吾国山

At

20200m笠間市 傘松国有林Ka
1530-40mひたちなか市 阿字ヶ浦Aj
65-30m那珂郡東海村 日本原子力研究

所
Ni

3020mひたちなか市 水戸射爆場跡Mi
720m水戸市 栗崎Ku
1120m水戸市 涸沼台団地Hi
320m水戸市 六反田池Ro
3110-20m東茨城郡茨城町 中石崎Na
115-20m水戸市 大場Ob
274計



20m地点に位置する水田の水路内の1カ所で確認され
ていることが明らかになった（INM-2-009068）．本種
は，水田などの湿った土上に生育する陸生型と湧水の
流れる溝やため池などの水面や水中に生育する水生型
の2型が知られている（秋山，1998;古木，2000）．福
田氏が確認したものは，水中に生育していた個体を採
集したもので，水生型である．この水生型は，陸生型
にくらべて生育地が少ないことが報告されている（古
木，1999）．

3．蘚苔類目録

福田コレクションにおける茨城県産（筑波山を除
く）標本目録を以下に示す．目録の記載方法は次のと
おりである．
科の配列と各属の所属ならびに学名および和名につ

いては，岩月（2001）に従った．目録の記載は，学名，
和名に続いて標本番号，採集地略号，採集日，標高，
生育基物，同定者の順に記した．標本番号は，茨城県
自然博物館の「INM-2-」に続く番号である．ただし，
小型の苔類などが混生している標本については番号の
あとに枝記号として小文字のアルファベットをつけ
た．採集日は，8桁の数字で示し，最初の4桁が西暦，
次の2桁が月，最後の2桁が日を表す．未同定標本に
ついて杉村が同定したものは，標本番号の後に*をつ
けた．福田氏が生前に同定を依頼した標本について
は，同定者である井上 浩博士，中村俊彦博士，西村
直樹博士の氏名を記した．杉村が樋口正信博士または
古木達郎博士に同定を新たに依頼した標本について
も，同定者の氏名を記した．

がついていないなどの理由により同定が困難な5
点の標本（アオギヌゴケ科など）を除き，274点の標
本のうち269点を示した．

Bryopsida蘚綱

Tetraphidaceaeヨツバゴケ科

TetraphispellucidaHedw.

ヨツバゴケ
9354（Wk，19850305，500m，切株，井上 浩同
定），9358（Wk，19850305，500m，切株，井上 浩
同定）

蒴

Buxbaumiaceaeキセルゴケ科

DiphysciumfulvifoliumMitt.

イクビゴケ
9359（At，19840923，300m，土）

Polytrichaceaeスギゴケ科

Atrichumrhystophyllum(Müll.Hal.)Paris

ヒメタチゴケ
9476（Aj，19850515，40m，砂）
Atrichumundulatum(Hedw.)P.Beauv.

ナミガタタチゴケ
9362（At，19840923，300m，土），9506（Hi，
19841007，20m，土）
Pogonatuminflexum(Lindb.)SandeLac.

コスギゴケ
9289（Na，19840819，600m，岩），9360（At，
19840923，300m，土），9379（Ku，19850413，20m，
土），9469*（Aj，19850515，30m，砂）
PogonatumspinulosumMitt.

ハミズゴケ
9330（Yu，19841023，100m，土）

Fissidentaceaeホウオウゴケ科

FissidensadelphinusBesch.

コホウオウゴケ
9239（Hi，19841010，20m，土）
FissidensdubiusP.Beauv.

トサカホウオウゴケ
9240（Na，19840930，600m，岩）

FissidenstaxifoliusHedw.

キャラボクゴケ
9292（Na，19840819，600m，土，中村俊彦同定），
9313（Na，19840930，600m，土）

Bryoxiphiaceaeエビゴケ科

Bryoxiphiumnorvegicum(Brid.)Mitt.subsp.japonicum

(Berggr.)A.Löve&D.Löve

エビゴケ
9245（Fu，19841125，70m，岩）

Dicranaceaeシッポゴケ科

Dicranodontium denudatum (Brid.)E.G.Britt.ex

Williams
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ユミゴケ
9276*（Na，19840819，600m，土），9422*（Ka，
19841007，200m，幹幹），9483*（Aj，19850515，
40m，砂）
DicranumjaponicumMitt.

シッポゴケ
9464*（Ni，19850721，20m，砂）
DicranumnipponenseBesch.

オオシッポゴケ
9324（Yu，19841023，210m，土），9462*（Ni，
19860115，5m，砂）

DicranumpolysetumSw.

ナミシッポゴケ
9463*（Ni，19860115，5m，砂）
Oncophoruscrispifolius(Mitt.)Lindb.

チヂミバコブゴケ
9291（Na，19840819，600m，岩）

Leucobryaceaeシラガゴケ科

Leucobryumjuniperoideum(Brid.)Müll.Hal.

ホソバオキナゴケ
9384（Ku，19840817，20m，幹幹，中村俊彦同定），
9465*（Ni，19850721，20m，砂），9478*（Aj，
19850515，40m，砂）

Pottiaceaeセンボンゴケ科

HyophilapropaguliferaBroth.

ハマキゴケ
9327*（Yu，19841023，80m，コンクリート），9342

（Yu，19841023，80m，崖）
Oxystegustenuirostris(Hook.& Taylor)A.J.E.

Smith

ツツクチヒゲゴケ
9287*（Na，19840819，600m，土）
Weisiopsisanomala(Broth.&Paris)Broth.

ホソコゴケモドキ
9321（Yu，19841023，100m，土）

WeissiacontroversaHedw.

ツチノウエノコゴケ
9473（Aj，19850515，30m，砂）

Grimmiaceaeギボウシゴケ科

PtychomitriumfaurieiBesch.

ヒダゴケ
9285*（Na，19840819，600m，岩）
Racomitrium japonicum (Dozy& Molk.)Dozy&

Molk.

エゾスナゴケ
9322*（Yu，19841023，450m，岩），9443*（Ni，
19850705，30m，砂），9475*(Aj，1985051540m，
砂），9497*（Mi，19840908，20m，幹幹）

RacomitriumlaetumCard.

トカチスナゴケ
9242*（Fu，19841125，300-400m，土），9288*
（Na，19840819，600m，岩）

Funariaceaeヒョウタンゴケ科

FunariahygrometricaHedw.

ヒョウタンゴケ
9337*（Yu，19841023，100m，岩），9338*（Yu，
19841023，100m，岩）

Bryaceaeハリガネゴケ科

Brachymeniumexile(Dozy&Molk.)Bosch&Sande

Lac.

ホソウリゴケ
9477*（Aj，19850515，40m，砂）
BrachymeniumnepalenseHook.

キイウリゴケ
9278（Na，19840819，600m，岩）

BryumargenteumHedw.

ギンゴケ
9507（Hi，19841007，20m，コンクリート）
BryumcaespiticiumL.exHedw.

ホソハリガネゴケ
9277*（Na，19840819，600m，岩），9303*（Na，
19840930，600m，岩），9500（Mi，1984090820m，
砂）
Bryumcyclophyllum(Schwägr.)Bruch&Schimp.

ランヨウハリガネゴケ
9423*（Ka，19841007，200m，岩）
Pohlianutans(Hedw.)Lindb.

ヘチマゴケ
9348*（Wk，19850113，420m，土）
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Mniaceaeチョウチンゴケ科

Mniumlycopodioides(Hook.)Schwägr.

ナメリチョウチンゴケ
9246*（Fu，19841125，300-400m，岩），9318（Na，
19840930，600m，土）
Plagiomniumacutum(Lindb.)T.J.Kop.

コツボゴケ
9293（Na，19840819，600m，岩，中村俊彦同定），
9460*（Ni，19850728，10m，土）
Plagiomniummaximoviczii(Lindb.)T.J.Kop.

ツルチョウチンゴケ
9383（Ku，19840817，20m，土，中村俊彦同定）

Plagiomniumvesicatum(Besch.)T.J.Kop.

オオバチョウチンゴケ
9353（Wk，19850505，500m，土），9421（Ka，
19841007，200m，腐木）
Trachycystismicrophylla(Dozy&Molk.)Lindb.

コバノチョウチンゴケ
9352*（Wk，19850505，500m，土），9400（Ku，
19841108，20m，土），9437*（Ni，19850708，30m，
砂），9442*（Ni，19850708，30m，砂），9444*（Ni，
19850726，20m，土），9452*（Ni，19850728，
10m，土），9459*（Ni，19850728，10m，土），
9461*（Ni，19850803，10m，砂），9466*（Ni，
19850721，20m，砂）

Rhizogoniaceaeヒノキゴケ科

Pyrrhobryumdozyanum(SandeLac.)Manuel

ヒノキゴケ
9382（Ku，19840817，20m，土，中村俊彦同定），
9404（Ku，19931219，20m，土）

Bartramiaceaeタマゴケ科

BartramiapomiformisHedw.

タマゴケ
9346（Yu，19841023，300m，岩）

PhilonotisyezoanaBesch.&Card.

エゾサワゴケ
9427（Ka，19841007，200m，岩）

Neckeraceaeヒラゴケ科

Neckeropsisnitidula(Mitt.)M.Fleisch.

リボンゴケ

9314（Na，19840930，600m，岩）
Thamnobryumplicatulum(SandeLac.)Z.Iwats.

キダチヒダゴケ
9341*（Yu，19841023，300m，岩）

Thamnobryum subseriatum (Mitt.ex Sande Lac.)

B.C.Tan

オオトラノオゴケ
9290（Na，19840819，600m，岩），9420（Ka，
19841007，200m，岩）

Lembophyllaceaeトラノオゴケ科

IsotheciumsubdiversiformeBroth.

ヒメコクサゴケ
9280*（Na，19840819，600m，幹幹）

Theliaceaeヒゲゴケ科

Fauriellatenuis(Mitt.)Card.

エダウロコゴケモドキ
9279（Na，19840819，600m，幹幹，中村俊彦同定）

Fabroniaceaeコゴメゴケ科

Schwetschkeopsisfabronia(Schwägr.)Broth.

イヌケゴケ
9275（Na，19840819，800m，幹幹，中村俊彦同定）

Thuidiaceaeシノブゴケ科

Anomodonminor(Hedw.)Fuernr.subsp.integerrimus

(Mitt.)Z.Iwats.

ギボウシゴケモドキ
9317（Na，19840930，100m，石垣），9344*（Yu，
19841023，200m，岩）
Anomodonrugelii(Müll.Hal.)Keissl.

エゾイトゴケ
9312（Na，19840930，100m，岩）

AnomodonthraustusMüll.Hal.

コマノキヌイトゴケ
9325*（Yu，19841023，200m，岩），9326*（Yu，
19841023，100m，岩）
Haplocladium angustifolium (Hampe& Müll.Hal.)

Broth.

ノミハニワゴケ
9274（Na，19840819，600m，幹幹），9298（Na，
19840930，600m，腐木，中村俊彦同定），9311
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（Na，19840930，600m，腐木，中村俊彦同定），
9396（Ku，19840821，20m，腐木），9494*（Nk，
19840824，10m，腐木）

Haplocladiummicrophyllum(Hedw.)Broth.

コメバキヌゴケ
9345*（Yu，19841023，100m，土），9364（At，
19840923，300m，コンクリート，中村俊彦同
定），9371（At，19840923，300m，コンクリート，
中村俊彦同定），9505（Hi，19841104，20m，土）
Herpetineurontoccoae(Sull.&Lesq.)Card.

ラセンゴケ
9323*（Yu，19841023，200m，岩）
ThuidiumkanedaeSakurai

トヤマシノブゴケ
9284（Na，19840819，600m，幹幹），9394（Ku，
19840821，20m，腐木），9398（Ku，19840821，
20m，土），9484（Ob，19840817，20m，土，中
村俊彦同定），9509（At，19940318，300m，土）

Amblystegiaceaeヤナギゴケ科

Campyliadelphuschrysophyllus(Brid.)Kanda

コガネハイゴケ
9244（Fu，19841125，100m，岩，樋口正信同定）

Brachytheciaceaeアオギヌゴケ科

Brachytheciumbuchananii(Hook.)A.Jaeger

ナガヒツジゴケ
9365（At，19840923，300m，コンクリート，中
村俊彦同定），9368（At，19840924，300m，コン
クリート，中村俊彦同定）
BrachytheciumcoreanumCard.

コマノヒツジゴケ
9377（Ku，19850413，20m，土，西村直樹同定），
9378（Ku，19850413，20m，土），9389*（Ku，
19840821，20m，切株）

Brachytheciumplumosum(Hedw.)Schimp.

ハネヒツジゴケ
9251*（Fu，19841125，300-400m，岩），9260*
（Fu，19841125，350m，岩）
Brachytheciumpopuleum(Hedw.)Schimp.

アオギヌゴケ
9283*（Na，19840819，600m，岩），9299（Na，
19840930，600m，岩，中村俊彦同定），9309（Na，

19840930，600m，岩，中村俊彦同定）
Bryhnianovae-angliae(Sull.&Lesq.)Grout

ヤノネゴケ
9270*（Na，19840819，600m，岩），9385*（Ku，
19840821，20m，腐木），9395（Ku，19840821，
20m，土）
Eurhynchiumhians(Hedw.)SandeLac.

ツクシナギゴケモドキ
9253*（Fu，19841125，300-400m，岩），9257*
（Fu，19841125，300-400m，岩），9355*（Wk，
19850505，500m，土），9431*（Ka，19841007，
200m，岩），9435*（Ka，19841007，200m，岩）

EurhynchiumsavatieriSchimp.exBesch.

ツクシナギゴケ
9249（Fu，19841125，350m，土，西村直樹同定），
9261（Fu，19841125，350m，土），9363*（At，
19840923，300m，土），9386*（Ku，19840821，
20m，腐木），9399*（Ku，19841108，20m，腐
木），9428*（Ka，19841007，200m，岩），9429*

（Ka，19841007，200m，岩），9430（Ka，19841007，
200m，土，中村俊彦同定），9434（Ka，19841007，
200m，土，中村俊彦同定），9515*（At，19940318，
300m，土）
Myurocladamaximoviczii(Borcz.)Steere& W.B.

Schofield

ネズミノオゴケ
9332（Yu，19841023，350m，土），9333（Yu，
19841023，100m，土）
Rhynchostegiumpallidifolium(Mitt.)A.Jaeger

コカヤゴケ
9391（Ku，19840821，20m，幹幹），9392（Ku，
19840821，20m，幹幹），9413（Ro，19840813，
20m，土，中村俊彦同定），9426*（Ka，19841007，
200m，岩），9451*（Ni，19850728，10m，土），
9508（Hi，19841013，20m，土）
Rhynchostegiumriparioides(Hedw.)Card.

アオハイゴケ
9294（Na，19840930，600m，コンクリート），9331

（Yu，19841023，300m，岩）

Entodontaceaeツヤゴケ科

Entodonchallengeri(Paris)Card.

ヒロハツヤゴケ
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9269（Na，19840819，600m，岩），9295（Na，
19840930，600m，岩，中村俊彦同定），9296（Na，
19840930，600m，岩，中村俊彦同定），9301（Na，
19840930， 600m， 岩，中村俊彦同定）， 9489*

（Ob，19841126，20m，土）
Entodonsullivantii(Müll.Hal.)Lindb.

ホソミツヤゴケ
9267*（Na，19840819，600m，幹幹），9268*（Na，
19840819，600m，岩），9310*（Na，19840931，
600m，岩）

Plagiotheciaceaeサナダゴケ科

Plagiotheciumeuryphyllum(Card.&Thér.)Z.Iwats.

オオサナダゴケモドキ
9250*（Fu，19841125，200-300m，切株），9273

（Na，19840819，600m，幹幹，中村俊彦同定）
Plagiotheciumnemorale(Mitt.)A.Jaeger

ミヤマサナダゴケ
9356（Wk，19850505，500m，土），9450*（Ni，
19850728，10m，土），9455*（Ni，19850728，
10m，土），9513（At，19940318，300m，土），9516
（At，19940318，300m，土）

Sematophyllaceaeナガハシゴケ科

Brotherellahenonii(Duby)M.Fleisch.

カガミゴケ
9262（Fu，19841125，300-400m，腐木），9263（Fu，
19841125，300-400m，岩），9281（Na，19840819，
600m，土），9374（At，19840923，400m，岩），
9375（Ku，19850322，20m，腐木），9380（Ku，
19840817，20m，幹幹，中村俊彦同定），9403（Ku，
19940318，20m，幹幹），9410（Ro，19840813，
20m，切株，中村俊彦同定），9411（Ro，19840813，
20m，倒木，中村俊彦同定），9412（Ro，19840813，
20m，切株，中村俊彦同定），9479（Aj，19850515，
40m，砂），9487*（Ob，19841013，20m，幹幹），
9511（At，19940318，300m，切株），9512（At，
19940318，300m，腐木），9514（At，19940318，
300m，腐木）
Pylaisiadelphatenuirostris(Bruch& Schimp.)W.R.

Buck

コモチイトゴケ
9255（Fu，19841125，300-400m，腐木），9264（Na，

19840819，600m，幹幹），9265（Na，19840819，
600m，腐木），9357*（Wk，19850505，500m，腐
木），9449b*（Ni，19850728，10m，腐木），9454*
（Ni，19850728，10m，腐木），9471（Aj，19850515，
30m，幹幹），9501（Mi，19840908，20m，幹幹），
9502（Mi，19840908，20m，幹幹）

Sematophyllumsubhumile(Müll.Hal.)M.Fleisch.

ナガハシゴケ
9445*（Ni，19850728，10m，腐木）

Hypnaceaeハイゴケ科

Callicladiumhaldanianum(Grev.)H.A.Crum

クサゴケ
9258（Fu，19841125，250m，腐木），9259（Fu，
19841125， 200-300m， 切株， 西村直樹同定），
9510（At，19940318，300m，腐木）

Hypnumoldhamii(Mitt.)A.Jaeger&Sauerb.

ヒメハイゴケ
9256（Fu，19841125，300-400m，岩）
HypnumplumaeformeWilson

ハイゴケ
9252*（Fu，19841125，300-400m，岩），9282（Na，
19840819，600m，岩），9286（Na，19840819，
600m，岩），9339（Yu，19841023，100m，土），
9350（Wy，19850113，420m，土），9366*（At，
19840923，300m，コンクリート），9401*（Ku，
19841126，20m，土），9407（Ro，19840813，20m，
土，中村俊彦同定），9433*（Ka，19841007，200m，
腐木），9436*（Ni，19850708，30m，砂），9438*
（Ni，19850708，30m，砂），9439*（Ni，19850708，
30m，砂），9440*（Ni，19850708，30m，砂），
9441*（Ni，19850708，30m，砂），9446*（Ni，
19850728，10m，腐木），9447*（Ni，19850728，
10m，腐木），9456*（Ni，19850728，10m，砂），
9457*（Ni，19850728，10m，土），9458*（Ni，
19850728，10m，砂），9467*（Aj，19850515，
30m，砂），9468*（Aj，19850515，30m，砂），
9470*（Aj，19850515，30m，土），9480*（Aj，
19850515，40m，砂），9481*（Aj，19850515，
40m，砂），9482*（Aj，19850515，40m，砂），
9498*（Mi，19840908，20m，砂），9499*（Mi，
19840908，20m，砂）
Hypnumtristo-viride(Broth.)Paris
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イトハイゴケ
9376*（Ku，19850413，20m，腐木）
Pseudotaxiphyllum pohliaecarpum (Sull.& Lesq.)Z.

Iwats.

アカイチイゴケ
9266（Na，19840819，600m，土），9297（Na，
19840930， 600m， 岩， 中村俊彦）， 9300（Na，
19840930，600m，岩，中村俊彦同定），9373（At，
19840923，300m，土），9381（Ku，19840817，
20m，土，中村俊彦同定），9408（Ro，19840813，
20m，土，中村俊彦同定），9517（At，19940318，
300m，土），9518（At，19940318，300m，土），
9519（At，19940318，300m，土）
Taxiphyllumalternans(Card.)Z.Iwats.

コウライイチイゴケ
9402（Ku，19940318，20m，土，樋口正信同定），
9405（Ro，19850113，20m，土，樋口正信同定），
9409（Ro，19840813，20m，土，中村俊彦同定）

Taxiphyllumtaxirameum(Mitt.)M.Fleisch.

キャラハゴケ
9271（Na，19840819，600m，岩），9272（Na，
19840819，600m，岩），9496（Nk，19840824，
20m，土）

Hylocomiaceaeイワダレゴケ科

Loeskeobryum cavifolium (SandeLac.)M.Fleisch.

exBroth.

フトリュウビゴケ
9302（Na，19840930，600m，岩）

Hepaticopsida苔綱

Pseudolepicoleaceaeマツバウロコゴケ科

BlepharostomaminusHorik.

チャボマツバウロコゴケ
9448b*（Ni，19850728，10m，腐木），9449a*（Ni，
19850728，10m，腐木）

Cephaloziaceaeヤバネゴケ科

CephaloziaotaruensisSteph.

オタルヤバネゴケ
9387*（Ku，19840821，20m，腐木），9448a*（Ni，

19850728，10m，腐木）

Jungermanniaceaeツボミゴケ科

Jungermanniainfusca(Mitt.)Steph.

オオホウキゴケ
9336*（Yu，19841023，170m，土），9349*（Wy，
19850113，420m，土）
Nardiaassamica(Mitt.)Amakawa

アカウロコゴケ
9367*（At，19840923，300m，土），9370*（At，
19840923，300m，土）

Geocalycaceaeウロコゴケ科

Chiloscyphusminor(Nees)J.J.Engel& R.M.

Schust.

ヒメトサカゴケ
9388*（Ku，19840821，20m，腐木），9415*（Ro，
19841028，20m，腐木），9449c*（Ni，19850728，
10m，腐木），9453*（Ni，19850728，10m，腐木）
Chiloscyphuspolyanthos(L.)Corda

フジウロコゴケ
9247*（Fu，19841125，70m，岩），9414*（Ro，
19841028，20m，腐木），9416（Ka，19841007，
200m，岩），9419*（Ka，19841007，200m，岩），
9425*（Ka，19841007，200m，岩）
Chiloscyphusprofundus(Nees)J.J.Engel& R.M.

Schust.

トサカゴケ
9315（Na，19840930，600m，腐木），9316（Na，
19840930，600m，腐木）
Heteroscyphuscoalitus(Hook.)Schiffn.

オオウロコゴケ
9328（Yu，19841023，80m，岩）

Heteroscyphusplanus(Mitt.)Schiffn.

ツクシウロコゴケ
9490（Ob，19850322，20m，土，井上 浩同定），
9491（Ob，19850322，20m，土，井上 浩同定）

Plagiochilaceaeハネゴケ科

PlagiochilasciophilaNeesexLindenb.

コハネゴケ
9329*（Yu，19841023，80m，土），9424*（Ka，
19841007，200m，土）
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Porellaceaeクラマゴケモドキ科

Porellacaespitans(Steph.)S.Hatt.var.cordifolia

(Steph.)S.Hatt.

ヒメクラマゴケモドキ
9319（Na，19840930，600m，岩），9334（Yu，
19841023，350m，岩），9343（Yu，19841023，
350m，岩）
Porellajaponica(SandeLac.)Mitt.

ヤマトクラマゴケモドキ
9248*（Fu，19841125，300-400m，岩）

Frullaniaceaeヤスデゴケ科

FrullaniakagoshimensisSteph.

カゴシマヤスデゴケ
9486*（Ob，19841013，20m，幹幹），9488*（Ob，
19841013，20m，幹幹）

Lejeuneaceaeクサリゴケ科

Cololejeuneaminutissima(Sm.)Schiffn.

マルバヒメクサリゴケ
9241（Ob，19900401，5m，枝，古木達郎同定），
9492*（Ob，19900401，5m，枝），9493*（Ob，
19900401，5m，枝）

Codoniaceaeウロコゼニゴケ科

FossombroniafoveolataLindb.var.cristula(Austin)

R.M.Schust.

ウロコゼニゴケ
9369（At，19840923，300m，土，中村俊彦），9372

（At，19840923，300m，土，中村俊彦同定）

Pelliaceaeミズゼニゴケ科

Pelliaendiviifolia(Dicks.)Dumort.

ホソバミズゼニゴケ
9243（Fu，19841125，70m， 岩），9254（Fu，
19841125，70m，岩），9340*（Yu，19841023，
260m，岩），9432（Ka，19841007，200m，土）

Makinoaceaeマキノゴケ科

Makinoacrispata(Steph.)Miyake

マキノゴケ
9393（Ku，19840821，20m，切株），9397（Ku，
19840821，20m，切株）

Pallaviciniaceaeクモノスゴケ科

Pallaviciniasubciliata(Austin)Steph.

クモノスゴケ
9390*（Ku，19840821，20m，土）

Aneuraceaeスジゴケ科

Riccardia multifida (L.) Gray subsp.decrescens

(Steph.)Furuki

クシノハスジゴケ
9495*（Nk，19840824，10m，腐木）

Conocephalaceaeジャゴケ科

Conocephalumconicum(L.)Dumort.

ジャゴケ
9418（Ka，19841007，200m，岩）

Conocephalumjaponicum(Thunb.)Grolle

ヒメジャゴケ
9347*（Yu，19841023，80m，土），9361（At，
19840923，60m，土）

Wiesnerellaceaeアズマゼニゴケ科

Dumortierahirsuta(Sw.)Nees

ケゼニゴケ
9417（Ka，19841007，200m，岩）

Ricciaceaeウキゴケ科

RicciafluitansL.

ウキゴケ
9406（Ro，19890523，20m，水面）

Anthocerotopsidaツノゴケ綱

Anthocerotaceaeツノゴケ科

Phaeoceroscarolinianus(Michx.)Prosk.

ニワツノゴケ
9320*（Yu，19841023，80m，土）
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はじめに

キタミソウは，北半球の温帯から亜寒帯に分布する
ゴマノハグサ科の湿性植物（図1）である．根生する
長さ2～5cm，幅3mmの細長いさじ形の葉が特徴で，
花は2.5mmほどの5裂する花冠をもつ．花の色は白～
淡紅色であるが，小貝川では白色が多い．根元から数
本のふく枝を生じ，先端から新たな葉と根を生じる．
国内では，北海道釧路市近辺（環境庁，2000;生物

多様性センター，2002），埼玉県元荒川，古利根水系な
ど（埼玉県，1993;工藤ほか，2000），群馬県（群馬県，

2001），熊本県江津湖（清水ほか，1987）とごく限られ
た地点でのみ確認されており，環境省（環境庁，2000）
および熊本県を除く道県レッドデータブック（北海
道，2001;群馬県，2001;埼玉県，1998）では，いず
れも最も絶滅のおそれのある種に指定されている．埼
玉県や熊本県の生育地は，いずれも農業用水利用など
の人為的水位操作により，春夏期に水没し秋冬期に一
時的に露出する，横断勾配が緩やかな水際の泥湿地で
ある．キタミソウは露出後の秋期に速やかに発芽し，
翌春に水没するまで開花，結実を繰り返す（埼玉県，
1993）．

小貝川でキタミソウの生育を確認 111茨城県自然博物館研究報告 Bull.IbarakiNat.Mus.,(6):111-116(2003)

小貝川でキタミソウの生育を確認

黒石和宏＊・綿引宙伸＊＊・小幡和男＊＊＊・五木田悦郎＊＊＊＊

（2003年2月11日受理）

ANewHabitatofLimosellaaquaticaFound
intheKokaiRiver

KazuhiroKUROISHI＊,HironobuWATAHIKI＊＊,
KazuoOBATA＊＊＊ andEtsuroGOKITA＊＊＊＊

(AcceptedFebruary11,2003)

Abstract

Limosellaaquaticaisahydrophytewithwhiteflowersof2.5mm long.Thespecieshasbeen
reportedasanendangeredspeciesthatoccursinlimitedareasofHokkaido,Saitama,Gunmaand
KumamotoPrefectures.In2001,forthefirsttimeinIbarakiPrefecture,wefoundapopulationof
LimosellaaquaticaintheKokaiRiver.A smallnumberofLimosellaaquaticawasfoundatthe
water’sedgeduringtheperiodfrom ApriltoAugustandalargepopulationdevelopedinthearea
upstreamofFukuokaDamfromSeptembertoMarch,whenthefloodgatewasopen.

Keywords:endangeredspecies,Limosellaaquatica.
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2001年6月，国土交通省下館工事事務所（（株）環境
調査技術研究所，2002;（株）環境科学コーポレーショ
ン，2002）により，小貝川ではじめてキタミソウの生
育が確認された．小貝川での確認は，茨城県では初出
である（鈴木ほか，1981）．

国土交通省の調査記録と合わせ，著者らがキタミソ
ウについて追加調査した結果を報告する．
なお，キタミソウは希少性の高い絶滅危惧種であ

り，公表方法には注意が必要であるが，他県の生育地
では，公表後でも盗掘などの被害例がないことから，
本報告では生育位置を含めて報告することにした．

調査地および調査方法

調査範囲は，茨城県藤代町JR常磐線橋から石下町
長峰橋までの小貝川堤外地である．区間内には岡堰と
福岡堰，調査範囲の下流に豊田堰の小貝川3大堰があ
り，4月から8月までのかんがい期には堰の湛水によ
り，河川水位が上昇するが，9月から翌年3月までは落
水により堰の上流側で河床の一部が露出する．
調査箇所は，調査範囲内のほぼすべての水際線およ

び秋冬期に露出する河床とした．福岡堰より上流につ
いては，堤内地（住宅側）旧河道の調査も実施した．
調査時期は，2001年6月から2002年4月である．

2001年10月と2002年3月には，福岡堰直上流部と根
通導水路においてほぼ全面を踏査した．
本報では，主に，福岡堰（北緯36°2′34″，東経
140°1′36″）の直上流部および福岡堰から分派する根
通導水路での調査記録を報告する．

結 果

1．小貝川でキタミソウをはじめて確認

小貝川ではじめてキタミソウが確認されたのは
2001年6月5日から8日のことであった．確認地点は
水海道市福岡橋（国道354号）の橋の下および大和橋
より約2km下流の右岸側旧河道の水際．前地点はオ
オイヌタデ，後地点はヨシがまばらに優占するほぼ平
らな泥湿地で，いずれも水際線より1m以内のところ
であった．
2地点ともキタミソウの株数は約10株．生育状態は

大きい株で直径8cm程度．開花していたが，種子は未
成熟のようであった．ふく枝の伸長は見られなかっ
た．また，周辺にはタコノアシが生育していた．
2001年6月11日から15日の調査では，伊奈町の岡

堰と藤代町の二三成橋との間の水際泥上の数地点で，
キタミソウ1～10株程度の生育を確認することができ
た．
次年の2002年4月20日の調査でも，福岡橋からわ

ずかに下流の小貝川左岸ふれあい広場前の湾曲部で，
キタミソウがまばらに生育しているのを確認した．こ
こも，オオイヌタデが優占する平らで水がひたひたな
泥湿地で，周辺にタコノアシが発芽していた．キタミ
ソウは開花していたが，種子の成熟度は不明であった．
後述するキタミソウの大群落は，福岡堰の落水によ

り露出した河床に現れる．しかし，これらの群落は，
堰が閉じている時期に，堰の下流側にあるわずかな適
地を利用して生育しているものと思われる．

2．キタミソウ大群落の出現

2001年，福岡堰が開き，落水したのは8月29日のこ
とであった．落水後，福岡堰直上流部と根通導水路で
は水位が急激に低下し，次年の2002年3月25日に堰
を閉めるまでの秋冬期の約半年間，水際や河床が露出
した．数日のずれはあるが，毎年同じ時期に堰の開閉
を行っている．
キタミソウの大群落を確認したのは，落水して露出

したこの泥湿地であった．以下にその記録を示す．

10月17日（落水後約50日）（図2）

キタミソウ1株の大きさは直径7～8cm程度．開
花，結実中であった．中央付近に残る池の水際部や，
大きな凹状部では密生しマット状となっていた．密度
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図1．キタミソウ．
Fig.1.LimosellaaquaticaL.



は最大で1,000株/m2をこえるところも見られた．
堤防に近いところや比高がやや高い場所は，オオオ

ナモミが純群落をつくっていた．

11月24日（落水後約80日）（図3）

福岡堰直上流部では，10月時の水位線付近には緑葉
のキタミソウがマット状に生育していた．そこより比
高が高い位置では紅葉を始めていた．これらのキタミ
ソウは2～4本のふく枝を伸ばしており，ふく枝先に
は葉と根が伸長しており，開花，結実中であった．10
月よりも池の水位が低下していたが，水位低下により
新出した地表面では，キタミソウの新たな実生はほと
んどなかった．
10月に最盛であったオオオナモミ群落では，オオオ

ナモミが枯れ，実をつけた茎が立っていた．この比高
が高い場所のオオオナモミ群落と比高が低く水際に近
いキタミソウ群落をつなぐように，タネツケバナが優
占した群落が成立していた．この群落には，コイヌガ
ラシ，スカシタゴボウ，トキンソウ，ナガバギシギシ
などが見られ，キタミソウはほとんど見られなかった．
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図3．2001年11月24日（落水後約80日）の福岡堰付近のキタミソウの分布状況（（株）環境調査技術研究所，
2002より転記）．
Fig.3.MapofLimosellaaquaticahabitatmaparoundFukuokaDam onNovember24,2001(Citedfrom
EnvironmentalInvestigationandTechnologyInstitute,2002).

図2．2001年10月17日の福岡堰直上流右岸．
一面オオオナモミの群落が成立している．干上がる
のが遅れた凹地の水際にキタミソウが発芽している．
右奥に堰が見える．
Fig.2.RightupstreamsideofFukuokaDamonOctober
17,2001.AlargecommunityofXanthiumoccidentale
existedandLimosellaaquaticagrew inthewater’s
edgeofwetbottom.Thegateisintheupperright
cornerofthepicture.



根通導水路では，キタミソウがほぼ全区間の水際で
まばらに生育していた．ふれあい広場裏の屈曲部の中
州では，マット状に密生しており，その右岸水際は福
岡堰の池の周囲と同じような移行帯のタネツケバナ群
落が見られた．

12月18日（落水後約110日）（図4）

池の水位は11月よりさらに低下していたが，10月
時の水際線のキタミソウ群落は健在であり，開花，結

実を繰り返していた．多くの株は，11月に観察した状
態からさらにふく枝を伸ばし，大きな株に生長してい
た．

2002年2月3，10日（落水後約150日）

ほとんどの株は枯死，もしくは枯れかけていた．水
面に近い株のみ緑葉で，開花，結実していた．実生は
確認できなかった．
また，この時期に1～数株単位で，緑葉の状態で根

ごと地表面に横たわるキタミソウが多数見られた．こ
れは霜もしくは降雨による表土侵食の影響と推察され
る．

3月17日，20日（落水後約200日）（図5）

福岡堰直上流の池は干上がっており，比高の高い場
所のキタミソウはすべて枯死していた．秋期にマット
状に生育していた箇所では，複数の株が寄せ合わさり
10～20cmの「塊」を形成していた．開花，結実して
いる緑葉のキタミソウは，この塊の中心部に残存して
いることがあり，紅葉している株，枯れた株が順に周
りをとり囲んでいた．
新たに発芽したと思われる実生を，秋期の水位線付

近で確認した．実生の直径は7～8mm程度であり，
やや湿った表土上でのみ確認した．約10日後に湛水
により水深2mまで水没することから，この個体から
種子繁殖する可能性は少ないと考えられる．
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図4．2001年12月18日の福岡堰直上流右岸．
キタミソウ群落は真冬でも青々としている．オオオ
ナモミ群落は枯れている．
Fig.4.Upstream sideofFukuokaDam onDecember
18,2001.Limosellaaquaticacommunitywasgreen
even in this season though Xanthium occidentale
withered.

図5．2002年3月20日の福岡堰直上流右岸．
乾燥が進んでいるがキタミソウ群落は元気である．
右奥に堰が見える．
Fig.5.Rightupstream sideofFukuokaDam inMarch
20,2002.Limosella aquatica community wasfine
withthedrynessoftheland.Thegateisintheupper
rightcornerofthepicture.

図6．2002年3月31日の福岡堰直上流右岸．
福岡堰の水門は閉ざされ，キタミソウ群落は水没し
た．右奥に堰が見える．
Fig.6.Rightupstream sideofFukuokaDam inMarch
31,2002.After the gate was closed,Limosella
aquaticacommunitybecametobeunderthewater.
Thegateisintheupperrightcornerofthepicture.



考 察

1．キタミソウの生育条件

（1）秋冬期の露出と水位調節

福岡堰直上流部および根通導水路で見られたキタミ
ソウの大群落は，9月～翌年3月までの秋冬期にのみ
露出する泥湿地上に成立しており，埼玉県や熊本県の
生育地においても9，10月から翌春まで露出する泥湿
地での生育が確認されている．
ト沢（1979）は，本州以南で生育できる理由とし

て，このような春夏期沈水，秋冬期露出という水理条
件が，キタミソウの生活環と合致していることを指摘
した．すなわち，キタミソウは，北方では積雪期には
種子で越冬し，融雪後約2カ月で発芽，開花，結実の1
回の生活環を終える．本州以南では，堰の落水が融雪
の代わりとなり，堰の湛水が積雪の代わりとなるとい
うものである．
生育地が露出する9月～翌年3月は，気温が低く一

般に植物の生長には適さない時期である．しかし，キ
タミソウは，落水約45日後の10月の時点で開花，結
実状態で密生しており，その後12月の時点では，生存
個体が水面の近傍に限られるも，さらにふく枝を伸長
させ，生長していた．2月の時点でも水面に近い個体
は緑葉で生存しており，開花，結実していた．この低
温下での発芽，生長特性については，西廣ほか
（2002）による室内試験により4～8℃でも発芽するこ
とが判明している．

（2）地形・地質

キタミソウの生育地の地形，地質条件について今回
の観察結果をもとにして考えると，次の4点を挙げる
ことができる．
①土質が，泥もしくは砂泥であること
②水流が直接当たらない箇所であること
③水際近傍の比高が水面の数十cm以内であること
④横断勾配が緩やかであること
②の水衝が弱いという条件は，生育基盤の安定と流

域からの種子供給の二面において，群落の維持に寄与
すると考えられる．キタミソウの生育表土は泥や砂泥
であるため，水衝が強い箇所は容易に表土が掘削され
る．しかし，福岡堰の群落は河道湾曲部に位置してい
るため水衝は弱く，根通導水路の群落についても農業
用水路のため本来急流が流下しない構造となってい

る．実際，福岡堰の群落付近でも，本流の水衝部には
密生群落はない．
福岡堰は，大群落のできる右岸側4分の1が完全に

ふさがれており，残りの4分の3の中心部が可動堰，
左岸側が固定高の越流堰になっている．可動堰が開放
されるとき，急流は左岸寄りに流れ，右岸の大群落側
の流れは比較的緩やかになる．このような構造が水衝
をやわらげることに寄与している．
一方，種子供給の観点では，ト沢（1979）が，元荒

川流域の堰近傍でキタミソウが多いという観測結果を
元に，堰のよどみによる種子の集積を推察した．室内
試験においても，撹拌水中では種子は沈降しないもの
の，静置時には沈降することが判明している（西廣ほ
か，2002）．
③について，ここではキタミソウを被陰するような

他種がほとんど存在しないことが群落の成立に寄与し
ていると考えられる．比高の低い水際近傍では，10～
3月の間，他種はほとんど侵入せず，キタミソウが被
陰されることはなかった．一方，比高の高い箇所で
は，10月にオオナモミ，11月以降はタネツケバナ，コ
イヌガラシ，スカシタゴボウなどの種が優占し，キタ
ミソウは生育できない．すなわち，比高の低い箇所
で，キタミソウは生長を続け，生育地が露出している
期間を通し種子生産を行う．一方，比高の高い箇所で
は，土壌の乾燥が進むことと他種が優占するため，キ
タミソウは生存できないと考えられる．
④について，生育地の大半は，かなり緩やかな勾配

地である．根通導水路の水際で，この対比が明確で
あった．キタミソウが周辺に生育していても，わずか
に勾配の急な箇所ではほとんど生育しなくなる．

2．キタミソウの保全

秋冬期のみに出現し，保水力のある泥湿地は，キタ
ミソウの生育に適した立地である．特に福岡堰直上流
部には，池になるような緩い傾斜の大きな凹地が何カ
所かあり，キタミソウの生育に最適の微地形を供給し
ていると考えられる．
小貝川ではじめてキタミソウの生育が確認されたと

ころは，堰による水位調節と直接関係のない堰の下流
部であった．これは，春夏期に湛水しないところで
も，上記したような生育条件を満たしていれば，キタ
ミソウの生育地となり得ることを示す．しかし，これ
らの群落では，個体群内で群落を維持するだけの種子
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生産をまかなっているとは考えにくい．福岡堰直上流
部の大群落からの種子供給がなければ，これらの群落
はやがてなくなってしまう可能性は大きい．
以上により，小貝川のキタミソウ群落を保全するに

は，福岡堰において現在の水位管理が継続されること
が重要であると考えられる．
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（要 旨）

黒石和宏・綿引宙伸・小幡和男・五木田悦郎．小貝川でキタミソウの生育を確認．茨城県自

然博物館研究報告 第6号（2003）pp.111-116．
キタミソウは，2.5mmほどの小さな白い花をつける湿性植物で，国内では北海道，埼玉県，

群馬県，熊本県のごく限られた場所でのみ生育が確認されている．
2001年6月，小貝川ではじめてキタミソウの生育が確認された．小貝川での確認は，茨城県

では初出である．小貝川では，キタミソウは春夏期（4～8月）には，水際のごく近くにまれ
に生育し，9～3月の堰の落水期には，福岡堰の直上流に大規模群落が出現し，開花，結実を
繰り返すことを確認した．

（キーワード）:絶滅危惧種，キタミソウ．



はじめに

河川敷は，水分条件などの微環境の異なる区域が
パッチ状に存在しており，しかも同じ区域であっても
降雨の影響などで水位が絶えず変化している．すなわ
ち，河川敷はきわめて複雑で不安定な自然環境下にあ
り，また人為的攪乱もある特殊な環境に適応した植物
が生育し，絶滅危惧植物も多く見られる（飯田ほか，
2000;国土交通省関東地方整備局下館工事事務所，
2002）．
そこで，ミュージアムパーク茨城県自然博物館で

は，茨城県内を調査対象地域として河川敷の植物相の
調査を行っている．平成12年度は，11年度の鬼怒川の
植物相調査（飯田ほか，2000）に続き，利根川河川敷

の植物相の調査を実施した．

調査地および調査方法

調査は2000年の4月から10月にわたり延べ7日間
行い，古河市の渡良瀬遊水地から河口部の鹿島郡波崎
町まで計22カ所に調査地点を設定して実施した．調
査地点と調査日の詳細は図1に示したとおりである．
今回は，調査対象を茨城県内の利根川本流と渡良瀬

川の堤外地（堤防の外側法面および河川敷）に限定し
て行った．各調査地点では，堤防に沿って100～200m
の長さで調査範囲を設定し，堤防と川岸との間を調査
した．
調査は，植物相調査を行い，各調査地点に生育して
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利根川河川敷の植物相について

太田俊彦＊・中川久夫＊・小幡和男＊・
櫻井稔郎＊＊・高野信也＊・廣瀬孝久＊

（2003年2月9日受理）

TheVascularPlantFlora
oftheToneRiver,IbarakiPrefecture
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Abstract

Wesurveyedathevascularplantfloraat22sitesalongtheToneRiverinIbarakiPrefecture
fromspringtoautumn2000,andrecorded402species.Amongspeciesobserved256specimenswere
collectedinthissurvey.

Keywords:Flora,ToneRiver,vascularplant.
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Japan）．



いるすべての維管束植物を記録した．また，各調査地
点に生育する維管束植物については，原則として2～
3点ずつ採集し，さく葉標本として保存した．

調査地の概要

利根川は，群馬県と新潟県の県境，大水上山
（1,840m）に水源を発し，渡良瀬川と合流し，千葉県
と茨城県の県境を流れ，さらに鬼怒川，小貝川と合流
しながらゆっくりと東流して波崎で太平洋に注いでい
る．流路延長は約322kmで，長さでは信濃川に次い
で全国 2位，流域面積は約 16,840km2で全国 1位の
1級河川である．上流部では，豊富な水を利用して多
目的ダムが建設され，発電，洪水調節，灌漑用水，上
水道としての利用がされている．
本調査地である茨城県の中下流地域は，利根川河口

堰などが建設され，上水道や工業用水の確保がされて
いる．また，水郷筑波国定公園に指定されているほ
か，ゴルフ場，グランドなど人々のレクリエーション
にも利用されている．

結 果

1．調査地の特徴

以下に各調査区域の特徴と，確認された植物のなか
で特筆すべきものを述べる．調査区域の後ろの（ ）
内は，河口からの距離を示す．

（1）古河市新久田（133km地点）

ここは，渡瀬遊水地から利根川に至る渡良瀬川の河
原である．河原には，ヨシ，クサヨシ群落が広がり，
その中に準絶滅危惧のミゾコウジュが確認された．

（2）古河市鳥喰（132.5km地点）

ここも，第1地点と同様，渡瀬遊水地から利根川に
至る渡良瀬川の河原である．河原にはオギ群落が広が
り，絶滅危惧Ⅱ類のノカラマツ，準絶滅危惧のミゾコ
ウジュが確認された．

（3）猿島郡総和町前林第五（127km地点）

渡良瀬川が利根川と合流した約4km下流の左岸で
ある．堤防の外側にはオギ，ヨシを中心とした河原草
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図1．調査区域および調査日．
Fig.1.Sitesanddatesofthefloralsurvey.



原が広がっている．その中に，絶滅危惧ⅠB類のハナ
ムグラ，絶滅危惧Ⅱ類のノウルシ，準絶滅危惧のミゾ
コウジュ，カワヂシャが確認された．川岸近くにはカ
ワヤナギ，マルバヤナギ，タチヤナギが見られた．

（4）猿島郡五霞町小手指中坪（126km地点）

第3地点の対岸である．堤防の外側には，オギ，セ
イタカアワダチソウ群落が一面に広がっている．川岸
にはタチヤナギ，マルバヤナギが点在する．特に希少
植物は見られなかった．

（5）猿島郡境町山神町（119km地点）

河川敷にはオギ，クサヨシの優占する河原草原が広
がっている．その中にタチヤナギ，マルバヤナギが見
られ，特にマルバヤナギは疎林を構成している．その
中に，絶滅危惧ⅠB類のハナムグラ，準絶滅危惧のミ
ゾコウジュが確認された．

（6）岩井市長谷（108km地点）

コナラ，クヌギ，エゴノキ，ウワミズザクラなどで
構成される雑木林が見られ，その外縁にオギ・クサヨ
シ群落が広がる．河原には砂利が目立ち，準絶滅危惧
のミゾコウジュ，カワヂシャが確認された．

（7）岩井市筵打（104.5km地点）

シバの優占する堤防の外側には，セイタカアワダチ
ソウ，ヨシ群落が広がり，その中にタチヤナギが散在
する．水際に近いところにはハリエンジュの疎林，砂
地の広がるところには，カワラサイコが確認された．
また，絶滅危惧Ⅱ類のコギシギシ，準絶滅危惧のミゾ
コウジュ，カワヂシャ，コイヌガラシが確認された．

（8）守谷市野木崎下川岸（95km地点）

鬼怒川との合流地点付近．調査地は陸橋下付近で，
シロノセンダングサ，マメアサガオ，アメリカネナシ
カズラなど外来種が豊富に見られた．また，水がたま
る湿った場所には，絶滅危惧Ⅱ類のタコノアシが確認
された．また，準絶滅危惧のミゾコウジュ，海岸性の
ハマエンドウも見られた．

（9）守谷市高野（91.5km地点）

堤防外側斜面にはチガヤ群落が見られ，河川敷に
は，タチヤナギ，カワヤナギの疎林が見られた．その

付近には，絶滅危惧Ⅱ類のノウルシ，準絶滅危惧のミ
ゾコウジュ，カワヂシャ，コイヌガラシが確認され
た．さらに外側の部分は，ヨシが広がっていた．

（10）取手市新町（83.5km地点）

河原には，シバ，オオバコ，ギシギシなど比較的背
の低い群落と，オギ，ススキ，ヨシなどの背の高いイ
ネ科草本からなる河原草原が広がり，タチヤナギ，マ
ルバヤナギ，オニグルミが点在する．絶滅危惧Ⅱ類の
フジバカマ，準絶滅危惧のコイヌガラシが確認され
た．また，外来種のツルノゲイトウがこの地点のみで
確認された．

（11）取手市長兵衛新田城根（81km地点）

堤防のすぐ外側には，畑やエノキ，コブシ，ムクノ
キ，ハンノキ，オニグルミが混在する林があり，林内
には，サイカチ，マグワの大木が見られた．畑の周り
には，オギ，ヨシが生育し，海岸性のイガガヤツリが
確認された．

（12）取手市小文間戸田井（77km地点）

オギ，ヨシ，セイタカアワダチソウを中心とする河
原草原が一面に広がり，カワヤナギ，マルバヤナギ，
イヌコリヤナギが散在する．絶滅危惧Ⅱ類のノカラマ
ツが確認された．

（13）北相馬郡利根町三番割（72km地点）

堤防の半分はコンクリート護岸されていて，土の部
分にはワセオバナ，キンエノコロ，メヒシバ，カラム
シが見られる．河原は20mほどしかなく，オギ，ヤブ
カラシ，アレチウリの優占が目立つ．その中に，海岸
性のワセオバナ，県の希少種セイタカヨシが確認され
た．

（14）稲敷郡河内町大徳鍋子新田（65km地点）

河原には，オギ，セイタカアワダチソウの河原草原
が一面に広がる．川岸には，タチヤナギ，ジャヤナギ
が点在している．また，準絶滅危惧のミゾコウジュが
確認された．

（15）稲敷郡東町四谷（44km地点）

堤防にはチガヤ，イヌビエ，キンエノコロが見ら
れ，その外側の約90mの河原には，ヨシ，セイタカア
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ワダチソウ，シロネ，ウシノシッペイなどが優占する
河原草原が一面に広がる．特筆すべき植物は見られな
かった．

（16）稲敷郡東町西代中島（39km地点）

堤防にはセイバンモロコシ，チガヤ，ワルナスビ，
クコが見られる．その外側の約110mの河原は，ヨシ，
イグサ，オオアレチノギク，ヒメムカシヨモギが優占
する河原草原が一面に広がる．水際は泥質で，ミズハ
コベが確認された．また，海岸性のイガガヤツリも確
認された．

（17）鹿島郡神栖町萩原（22km地点）

堤防には，チガヤ，ハマスゲが目立ち，その外側に
広がる約150mの河原は，ヨシ，マコモ，カサスゲ，
ウキヤガラなどからなる河原草原が一面に広がる．特
筆すべき植物は見られなかった．

（18）鹿島郡神栖町日川（20km地点）

常陸利根川が土手向こうを流れている地点．堤防に
はチガヤ，シマスズメノヒエが目立ち，その外側の約
30mの河原は，ヨシ，オギ，セイタカアワダチソウな
どの河原草原が一面に広がる．そこには，海岸性のイ
ガガヤツリ，ワセオバナが確認された．

（19）鹿島郡波崎町矢田部川尻（12km地点）

約400mの河原には，セイタカアワダチソウ群落が
一面に広がり，窪地にはヨシが見られる．そこに海岸性
のワセオバナ，そして水際にはシオクグが確認された．

（20）鹿島郡波崎町矢田部西前宿（10km地点）

堤防の外側には休耕田が見られ，ホウキギクの群落
が見られた．さらにその外側には，ヨシを中心とする
草原が広がっている．海岸性の植物としてトベラが確
認された．

（21）鹿島郡波崎町矢田部清水（8km地点）

約200mの河原にヨシ群落と水田が一面に広がって
いる．川岸付近には幅2mほどのヨシ群落が広がり，
そこに，絶滅危惧Ⅱ類のタコノアシ，ウラギク，準絶
滅危惧のカワヂシャが確認された．

（22）鹿島郡波崎町本郷（3km地点）

河口付近で，50mほどしかない狭い河川敷に河原草
原が広がり，ヨシ，オギ，セイタカアワダチソウが見
られる．川岸近くには，ホソムギの優占した群落があ
り，そこに海岸性のトベラ，コウボウシバ，スナビキ
ソウ，ハマヒルガオが確認された．調査地付近には，
県の希少種セイタカヨシ群落が確認された．

2．確認および採集された植物

今回の調査において，402種の維管束植物が確認さ
れた．そのうち，256種については標本を採集した．
調査区域ごとに確認した植物と採集した植物を整理し
たのが付表1である．
また，本調査では外来種は計91種が確認され，外来

種率は22.6％であった．外来種率については表1に示
す．

3．特記すべき植物

（1）海岸要素の植物

利根川の河川敷では，全9種の海岸性植物の生育を
確認することができた．
①イガガヤツリ（カヤツリグサ科）
CyperuspolystachyosRottb.

海岸付近の日当たりのよい平地に生える多年草．花
穂が栗のいがのように見えることからこの名が付い
た．果実は8～10月に熟する．本調査では，取手市
（調査地点11，河口より81km地点），東町（調査地点
16，河口より39km地点），神栖町（調査地点18，河口
より20km地点）の3カ所で生育を確認した．
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表1．利根川の調査区域における外来種率．
Table1.Proportionsofalienspeciesamongtheplantsofthestudysites.

調 査 地 No.種数および
外来種率 計22212019181716151413121110987654321

4028379595974305348785483115819795109917856668265確認種数
91251914182572092114181624242832222715172316外来種数

22.630242431342338192726221430252929243527262825外来種率（％）
外来種の指定については，日本生態学会（編）（2002）に従った．



②ワセオバナ（イネ科）
Saccharum spontaneum Linn.var.arenicola(Ohwi)

Ohwi

本州南部の太平洋側の海岸付近に生える多年草．大
きな株をつくり，高さは1m以上になる．8～9月に
花を付ける．本調査では，利根町（調査地点13，河口
より72km地点），神栖町（調査地点18，河口より20
km地点），波崎町（調査地点19，河口より12km地
点）の3カ所で生育を確認した．
③トベラ（トベラ科）
Pittosporumtobira(Thunb.exMurr.)Aiton

本州以南の海岸に生える低木または小高木．4～6
月に花．本調査では，波崎町（調査地点20，22，河口
より10km地点と3km地点）の2カ所で生育を確認し
た．
④ハマエンドウ（マメ科）
LathyrusjaponicusWilld.subsp.japonicus

海岸，まれに湖や川原などの砂地に生える多年草．
茎は斜上し，下部は長く地を這う．4～7月に紫色の花
を付ける．本調査では，守谷市（調査地点8，河口よ
り95km地点）の1カ所でのみ生育を確認した．
⑤シオクグ（カヤツリグサ科）
CarexscabrifoliaSteud.

海岸の塩水の出入りする泥地に生える多年草で，和
名の「シオ」もそこに由来する．果実は4～7月に熟
する．本調査では，波崎町（調査地点19，河口より
12km地点）の1カ所でのみ生育を確認した．
⑥ウラギク（キク科）
AstertripoliumL.inn.

海岸の湿地に群生する越年草．8～11月に多数の頭
花をゆるい散房状に付ける．環境庁のレッドリストで
は，絶滅危惧Ⅱ類に指定されている．本調査では，波
崎町（調査地点21，河口より8km地点）の1カ所で
のみ生育を確認した．
⑦コウボウシバ（カヤツリグサ科）
CarexpumilaThunb.

海岸砂地に多く見られる多年草．果実は4～7月に
熟する．本調査では，波崎町（調査地点22，河口より
3km地点）の1カ所でのみ生育を確認した．
⑧スナビキソウ（ムラサキ科）
MesserschmidiasibiricaLinn.

海岸砂地に生える多年草．長い地下茎をもち，5～
8月に白い花を付ける．本調査では，波崎町（調査地

点22，河口より3km地点）の1カ所でのみ生育を確認
した．
⑨ハマヒルガオ（ヒルガオ科）
Calystegiasoldanella(Linn.)Roem.etSchult.

海岸や湖岸の砂地に生える多年草．茎は砂上を這
う．5～6月に花．本調査では，波崎町（調査地点22，
河口より3km地点）の1カ所でのみ生育を確認した．

（2）希少植物

今回の調査では，レッドリスト（環境庁自然保護局
野生生物課，2000;茨城県環境保全課，1997）に記載
されている絶滅危惧植物が，前出のウラギクを含めて
計11種確認された．
①ミゾコウジュ（シソ科）
SalviaplebeiaR.Br.

ロゼット葉のある越年草．5～6月に花穂を長く伸
ばし，淡紫色の小さな花を多数つける．環境庁のレッ
ドリストでは準絶滅危惧に，茨城県でも希少種に指定
されているミゾコウジュだが，本調査では22地点の
うち9地点（調査地点1，2，3，5，6，7，8，9，14）
で生育を確認した．しかし，個体数は多くはない．
②カワヂシャ（ゴマノハグサ科）
VeronicaundulataWall.

川岸，溝のふちや田に生える越年草．5～6月にかけ
て，多数の小さく白色の花を穂状につける．環境庁の
レッドリストでは準絶滅危惧に指定されている．本調
査では，5地点（調査地点3，6，7，9，21）で生育を
確認した．同県を流れる鬼怒川の河川敷と比べると分
布は少ない（飯田，2000）．また，外来種のオオカワヂ
シャは，1地点（調査地点7）でしか確認できなかっ
た．
③コイヌガラシ（アブラナ科）
Rorippacantoniensis(Lour.)Ohwi

水湿地に多い1年草または越年草で，花が1個ずつ
腋生する（葉の付け根の上に付く）のが特徴である．
環境庁のレッドリストでは，準絶滅危惧に指定されて
いる．桜川や小貝川，鬼怒川でも生育が見られ，本県
南西部の河川敷では，それほど珍しい植物ではない．
本調査では，3地点（調査地点7，9，10）で生育を確
認した．
④ノカラマツ（キンポウゲ科）
ThalictrumsimplexLinn.var.brevipesHara

日当たりのよい原野や氾濫原に生える多年草．6～
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8月に黄緑色の花を円錐状につける．環境庁のレッド
リストでは絶滅危惧Ⅱ類に，茨城県でも希少種に指定
されている．本調査では，2地点（調査地点2，12）で
生育を確認した．
⑤タコノアシ（ユキノシタ科）
PenthorumchinensePursh

泥湿地，沼，水田，川原などで，水位が変動する場
所に生える多年草．8～10月に数本の花序を斜めにの
ばし，多数の小さな花をつける．和名は花序の枝に多
数の花が並び，タコの吸盤のついたあしのように見え
ることに由来する．環境庁のレッドリストでは絶滅危
惧Ⅱ類に，茨城県でも希少種に指定されている．本調
査では，河川敷に点々と分布していた．本調査では，
2地点（調査地点8，21）で生育を確認した．
⑥ノウルシ（トウダイグサ科）
EuphorbiaadenochloraMorr.etDecne.

川岸など湿った草地に群生する多年草で，乾燥する
となくなる．花は4～5月に付く．環境庁のレッドリ
ストでは，絶滅危惧Ⅱ類に指定されている．本調査で
は，2地点（調査地点3，9）で生育を確認した．
⑦セイタカヨシ（イネ科）
Phragmiteskarka(Retz.)Trinius

ヨシに似るが，ヨシよりも丈が高く，2～4mにも
なる．葉身は垂れずに直立する．茨城県のレッドリス
トでは，希少種に指定されている．本調査では，2地
点（調査地点13，22）で生育を確認した．
⑧コギシギシ（タデ科）
RumexnipponicusFranch.etSavat.

川岸や田の畦などに生育する多年草．5～8月輪生
花をまばらな房状につける．エゾノギシギシに似る
が，全体は小さく，葉の裏が無毛である点で区別でき
る．環境庁のレッドリストでは，絶滅危惧Ⅱ類に指定
されており，本県における記録もわずかである．本調
査では，1地点（調査地点7）でのみ生育を確認した．
⑨ハナムグラ（アカネ科）
GaliumtokyoenseMakino

川岸の湿地に生える多年草．ヤエムグラに似るが，
葉の幅は広く，4～6枚輪生する．環境庁のレッドリス
トでは絶滅危惧ⅠB類に，茨城県でも希少種に指定さ
れている．本調査では，1地点（調査地点5）でのみ生
育を確認した．
⑩フジバカマ（キク科）
EupatoriumfortuneiTurcz.

川岸の土手などに群生する多年草．葉は3裂し，花
は8～9月頃に密に付く．環境庁のレッドリストでは，
絶滅危惧Ⅱ類に，茨城県でも危急種に指定されてい
る．本調査では，1地点（調査地点10）でのみ生育を
確認した．

考 察

1．海岸要素の植物の確認

本調査では，コウボウシバやハマエンドウ，ハマヒ
ルガオ，スナビキソウをはじめ，計9種の海岸要素の
植物を延べ9地点で確認した．しかし，それぞれの種
ごとにみると，確認された地点は少なく，生育個体数
も多くはなかった．確認された地点は，ほとんどが河
口から20km以内であったが，河口から95km地点に
おいてハマエンドウが，81km地点でイガガヤツリ，
72km地点でワセオバナが確認された．
利根川の支流である鬼怒川においても，ハマエンド

ウは石下町と水海道市で，コウボウシバは結城市，石
下町で記録されており（飯田ほか，2000），それらの生
育環境は，砂の上が泥で覆われ，海岸砂丘に類似した
土壌条件であると考えられる．しかし，生育環境の変
化から鬼怒川の河原における海岸性植物が衰退してい
る傾向がある（飯田ほか，2000）．また，取手市小文間
の利根川河川敷において，以前は生育していたハマエ
ンドウ（長本ほか，1981）が，本調査ではその確認が
できなかった．海岸性植物の消長については，今後も
注意深く見守っていく必要がある．

2．希少植物の確認

本調査では，絶滅危惧植物が計11種確認された．本
調査では確認されなかったが，1981年の植物相調査に
よると，取手市小文間の利根川河川敷ではチョウジソ
ウ，ヒキノカサ，エキサイゼリ，タチスミレの生育が
確認されている（長本ほか，1981）．また，利根川の支
流である小貝川では，前述の植物のほかにシムラニン
ジン，トネハナヤスリなど計13種の絶滅危惧植物が
生育している（国土交通省利根川下流工事事務所，
2002）．
このことから，利根川河川敷には現在の小貝川のよ

うに，氾濫原によく見られる植物が以前は生育してい
たことが伺える．しかし，現在それらの生育が確認で
きないことは，利根川がより開発の手が加えられてい
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ることを意味すると考えられる．

3．外来種の侵入

本調査では，外来種は計91種が確認され，外来種率
は22.6％であった．この調査の前年に行った鬼怒川
調査（飯田ほか，2000）においては，確認した維管束
植物407種のうち外来種は84種であり，外来種率は
20.6％であった．この数字の比較だけでの考察は難し
いが，利根川は鬼怒川に比べて広い河川敷をもち，
人々のレクリエーションにもより利用されている．外
来種率には，このような人の出入りの多さが大きく影
響していると考えられる．今後，河川敷の利用と外来
種率の変化に着目して比較する必要があろう．
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調査に当たっては，須田直之，五木田悦郎，高田和
男，棚谷満広，倉本嗣王，野原幸之助，大内 董，坂
寄俊子，佐藤新司，飯田勝明の各氏にご協力いただい
た．長本欣三，五木田悦郎の両氏には，貴重な情報を

提供して頂いた．お世話になった各氏に，深く感謝申
し上げる．

引用文献

茨城県環境保全課．1997．茨城県における絶滅のおそれのあ
る野生生物〈植物編〉―茨城県版 レッドデータブッ
ク―．253pp.，茨城県．

飯田勝明・中山静郎・小幡和男・櫻井稔郎・廣瀬孝久・太田
俊彦・五木田悦郎．2000．鬼怒川河川敷の植物相について．
茨城県自然博物館研究報告，（3）:53-66．

環境庁自然保護局野生生物課．2000．改訂・日本の絶滅のお
それのある野生生物―レッドデータブック― 8 植物Ⅰ
（維管束植物）．660pp.，環境庁．
国土交通省利根川下流工事事務所．2002．平成13年度河川水
辺の国勢調査利根川水系（利根川下流部）植物調査．
35pp.

日本生態学会（編）．2002．外来種ハンドブック．390pp.，地
人書館．

長本欣三・木村信之・五木田悦郎・後藤直和・沼尻 明・渡
辺剛男．1981．茨城県南部地方の代表的植生について．茨
城の生物第2集．pp.100-101．

国土交通省関東地方整備局下館工事事務所．2002．河川水辺
の国勢調査．http://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/09_water/

利根川河川敷の植物相について 123

（要 旨）

太田俊彦・中川久夫・小幡和男・櫻井稔郎・高野信也・廣瀬孝久．利根川河川敷の植物相に

ついて．茨城県自然博物館研究報告 第6号（2003）pp.117-133．
2000年の春から秋にかけて，利根川の茨城県部分について，維管束植物の分布調査を行っ

た．その結果402種の植物を確認し，その中の256種を採集した．

（キーワード）:植物相，利根川，維管束植物．



124 太田俊彦・中川久夫・小幡和男・櫻井稔郎・高野信也・廣瀬孝久
付
表
1．

利
根
川
の
各
調
査
区
域
で
確
認
さ
れ
た

維
管
束
植
物
．

A
pp
en
di
x
1.
A
sp
ec
ie
s
lis
t
of
va
sc
ul
ar
pl
an
ts
co
nf
irm
ed
in
va
rio
us
si
te
s
(N
o.
1-
22
)
of
th
e
To
ne
R
iv
er
.

備
考

22
21

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

種
名

N
o.

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
Eq
ui
se
tu
m
ar
ve
ns
e
ス
ギ
ナ

1
●

Eq
ui
se
tu
m
ra
m
os
iss
im
um

イ
ヌ
ド
ク
サ

2
○

C
yr
to
m
iu
m
fo
ut
un
ei

ヤ
ブ
ソ
テ
ツ

3
○

Th
el
yp
te
ris
to
rr
es
ia
na
va
r.
ca
lv
at
a

ヒ
メ
ワ
ラ
ビ

4
○

○
At
hy
riu
m
ni
po
ni
cu
m

イ
ヌ
ワ
ラ
ビ

5
○

D
ep
ar
ia
ja
po
ni
ca

シ
ケ
シ
ダ

6
●

○
○

O
no
cl
ea
se
ns
ib
ili
s
va
r.
in
te
rr
up
ta

コ
ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ

7
○

○
○

○
○

Ju
gl
an
s
m
an
ds
hu
ric
a
va
r.
sa
ch
al
in
en
sis

オ
ニ
グ
ル
ミ

8
○

○
○

●
○

○
○

Sa
lix
ch
ae
no
m
el
oi
de
s
マ
ル
バ
ヤ
ナ
ギ

9
●

●
Sa
lix
er
io
ca
rp
a

ジ
ャ
ヤ
ナ
ギ

10
○

○
○

●
●

○
○

Sa
lix
gi
lg
ia
na

カ
ワ
ヤ
ナ
ギ

11
●

Sa
lix
in
te
gr
a

イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ

12
●

Sa
lix
sa
ch
al
in
en
sis

オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ

13
○

○
○

○
●

○
○

●
○

○
○

○
Sa
lix
su
bf
ra
gi
lis

タ
チ
ヤ
ナ
ギ

14
●

Al
nu
s
ja
po
ni
ca

ハ
ン
ノ
キ

15
○

Q
ue
rc
us
ac
ut
iss
im
a

ク
ヌ
ギ

16
○

Q
ue
rc
us
m
yr
si
na
ef
ol
ia

シ
ラ
カ
シ

17
○

Q
ue
rc
us
se
rr
at
a

コ
ナ
ラ

18
○

○
Ap
ha
na
nt
he
as
pe
ra

ム
ク
ノ
キ

19
○

○
○

○
○

○
○

C
el
tis
si
ne
ns
is
va
r.
ja
po
ni
ca

エ
ノ
キ

20
●

U
lm
us
pa
rv
ifo
lia

ア
キ
ニ
レ

21
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
H
um
ul
us
ja
po
ni
cu
s
カ
ナ
ム
グ
ラ

22
○

○
○

○
M
or
us
al
ba

マ
グ
ワ

23
●

Bo
eh
m
er
ia
ni
po
no
ni
ve
a

カ
ラ
ム
シ

24
●

Pi
le
a
m
on
go
lic
a

ア
オ
ミ
ズ

25
●

○
An
te
no
ro
n
fil
ifo
rm
e
ミ
ズ
ヒ
キ

26
●

○
○

Pe
rs
ic
ar
ia
hy
dr
op
ip
er

ヤ
ナ
ギ
タ
デ

27
○

○
○

●
○

○
○

Pe
rs
ic
ar
ia
ja
po
ni
ca

シ
ロ
バ
ナ
サ
ク
ラ
タ
デ

28
○

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

Pe
rs
ic
ar
ia
la
pa
th
ifo
liu
a

オ
オ
イ
ヌ
タ
デ

29
○

○
○

●
○

○
Pe
rs
ic
ar
ia
lo
ng
is
et
a

イ
ヌ
タ
デ

30
○

Pe
rs
ic
ar
ia
m
aa
ck
ia
nu
m

サ
デ
ク
サ

31
○

Pe
rs
ic
ar
ia
ni
pp
on
en
sis

ヤ
ノ
ネ
グ
サ

32
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
○

○
○

○
Pe
rs
ic
ar
ia
pe
rfo
lia
ta

イ
シ
ミ
カ
ワ

33
○

Pe
rs
ic
ar
ia
si
eb
ol
di
i
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ

34
○

○
Pe
rs
ic
ar
ia
th
un
be
rg
ii

ミ
ゾ
ソ
バ

35
外
来

○
Po
ly
go
nu
m
ar
en
as
tr
um

ハ
イ
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ

36
○

○
●

○
○

○
○

Po
ly
go
nu
m
av
ic
ul
ar
e
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ

37
○

○
○

●
Re
yn
ou
tri
a
ja
po
ni
ca

イ
タ
ド
リ

38
○

●
○

○
○

Ru
m
ex
ac
et
os
a

ス
イ
バ

39

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）



利根川河川敷の植物相について 125

備
考

22
21

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

種
名

N
o.

外
来

●
○

○
○

○
○

○
Ru
m
ex
co
ng
lo
m
er
at
us

ア
レ
チ
ギ
シ
ギ
シ

40
外
来

○
○

○
○

○
Ru
m
ex
cr
isp
us

ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ

41
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

Ru
m
ex
ja
po
ni
cu
s
ギ
シ
ギ
シ

42
希
少

●
Ru
m
ex
ni
pp
on
ic
us

コ
ギ
シ
ギ
シ

43
外
来

○
●

○
○

○
○

○
Ru
m
ex
ob
tu
sif
ol
iu
s
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ

44
○

○
○

Ar
en
ar
ia
se
rp
yl
lif
ol
ia

ノ
ミ
ノ
ツ
ヅ
リ

45
外
来

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

C
er
as
tiu
m
gl
om
er
at
um

オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ

46
●

C
er
as
tiu
m
ho
lo
ste
id
es

va
r.
ha
lla
isa
ne
ns
e
ミ
ミ
ナ
グ
サ

47
外
来

○
M
ol
lu
go
ve
rti
ci
lla
ta

ク
ル
マ
バ
ザ
ク
ロ
ソ
ウ

48
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
M
yo
so
to
n
aq
ua
tic
um

ウ
シ
ハ
コ
ベ

49
○

○
○

○
●

Po
rtu
la
ca
ol
er
ac
ea

ス
ベ
リ
ヒ
ユ

50
○

○
●

○
○

Sa
gi
na
ja
po
ni
ca

ツ
メ
ク
サ

51
外
来

○
Si
le
ne
ar
m
er
ia

ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ
コ

52
外
来

●
●

Si
le
ne
ga
lli
ca

va
r.
qu
in
qu
ev
ul
ne
ra

マ
ン
テ
マ

53
○

○
●

St
el
la
ria
al
sin
e
va
r.
un
du
la
ta

ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ

54
○

○
○

○
○

○
○

St
el
la
ria
m
ed
ia

ハ
コ
ベ

55
○

●
○

○
●

○
○

○
○

○
Ac
hy
ra
nt
he
s
bi
de
nt
at
a

va
r.
ja
po
ni
ca

イ
ノ
コ
ズ
チ

56
○

○
○

○
○

Ac
hy
ra
nt
he
s
bi
de
nt
at
a

va
r.
to
m
en
to
sa

ヒ
ナ
タ
イ
ノ
コ

ズ
チ

57
●

Al
te
rn
an
th
er
a
se
ss
ili
s
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

58
外
来

○
Am
ar
an
th
us
pa
tu
lu
s
ホ
ソ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ

59
外
来

○
○

○
○

○
●

○
○

○
Am
br
in
a
am
br
os
io
id
es

va
r.
pu
be
sc
en
s
ケ
ア
リ
タ
ソ
ウ

60
○

○
Am
br
in
a
am
br
os
io
id
es

ア
リ
タ
ソ
ウ

61
外
来

○
○

○
○

●
○

○
○

○
○

○
C
he
no
po
di
um
al
bu
m

シ
ロ
ザ

62
外
来

○
C
he
no
po
di
um
se
ro
tin
um

コ
ア
カ
ザ

63
○

○
M
ag
no
lia
pr
ae
co
cc
isi
m
a

コ
ブ
シ

64
○

K
ad
su
ra
ja
po
ni
ca

サ
ネ
カ
ズ
ラ

65
○

C
in
na
m
om
um
ja
po
ni
cu
m

ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ

66
○

○
M
ac
hi
lu
s
th
un
be
rg
ii

タ
ブ
ノ
キ

67
○

○
○

N
eo
lit
se
a
se
ric
ea

シ
ロ
ダ
モ

68
○

○
C
le
m
at
is
te
rn
ifl
or
a

セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ

69
○

○
○

○
○

○
○

○
●

Ra
nu
nc
ul
us
ca
nt
on
ie
ns
is

ケ
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン

70
●

○
Ra
nu
nc
ul
us
sc
el
er
at
us

タ
ガ
ラ
シ

71
○

○
○

Th
al
ic
tru
m
m
in
us

va
r.
hy
po
le
uc
um

ア
キ
カ
ラ
マ
ツ

72
希
少

●
○

Th
al
ic
tru
m
sim
pl
ex

va
r.
br
ev
ip
es

ノ
カ
ラ
マ
ツ

73
○

○
○

○
Ak
eb
ia
qu
in
at
a

ア
ケ
ビ

74
○

Ak
eb
ia
tr
ifo
lia
ta

ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ

75
○

○
C
oc
cu
lu
s
tri
lo
bu
s
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ

76
○

H
ou
ttu
yn
ia
co
rd
at
a

ド
ク
ダ
ミ

77
○

○
●

Sa
ur
ur
us
ch
in
en
sis

ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ

78
○

Eu
ry
a
ja
po
ni
ca

ヒ
サ
カ
キ

79
●

Sa
ro
th
ra
la
xa

コ
ケ
オ
ト
ギ
リ

80
●

C
or
yd
al
is
in
ci
sa

ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン

81

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）

（
付
表
1．

続
き
，
A
pp
en
di
x
1,
co
nt
in
ue
d）



126 太田俊彦・中川久夫・小幡和男・櫻井稔郎・高野信也・廣瀬孝久

備
考

22
21

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

種
名

N
o.

外
来

●
○

●
Ba
rb
ar
ea
vu
lg
ar
is

ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ

82
○

●
○

○
○

○
○

○
Br
as
sic
a
ju
nc
ea

セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ

83
外
来

○
●

Br
as
sic
a
na
pu
s
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ

84
○

●
○

○
○

○
C
ap
se
lla
bu
rs
a-
pa
sto
ris

ナ
ズ
ナ

85
○

○
○

○
C
ar
da
m
in
e
fle
xu
os
a

タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ

86
●

●
D
ra
ba
ne
m
or
os
a

イ
ヌ
ナ
ズ
ナ

87
外
来

○
○

○
○

○
○

○
●

●
●

Le
pi
di
um
vi
rg
in
ic
um

マ
メ
グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ

88
外
来

●
●

○
O
ry
ch
op
hr
ag
m
us
vi
ol
ac
eu
s
ハ
ナ
ダ
イ
コ
ン

89
希
少

○
●

○
Ro
rip
pa
ca
nt
on
ie
ns
is

コ
イ
ヌ
ガ
ラ
シ

90
○

○
●

○
○

○
○

Ro
rip
pa
in
di
ca

イ
ヌ
ガ
ラ
シ

91
○

○
○

○
○

●
●

○
○

○
○

○
Ro
rip
pa
isl
an
di
ca

ス
カ
シ
タ
ゴ
ボ
ウ

92
外
来

○
●

●
○

○
○

○
Si
sy
m
br
iu
m
of
fic
in
al
e
カ
キ
ネ
ガ
ラ
シ

93
○

○
○

○
○

○
Se
du
m
bu
lb
ife
ru
m

コ
モ
チ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ

94
希
少

○
●

Pe
nt
ho
ru
m
ch
in
en
se

タ
コ
ノ
ア
シ

95
○

○
C
ha
en
om
el
es
ja
po
ni
ca

ク
サ
ボ
ケ

96
○

○
●

○
●

○
○

D
uc
he
sn
ea
ch
ry
sa
nt
ha

ヘ
ビ
イ
チ
ゴ

97
海
岸

○
○

Pi
tto
sp
or
um
to
bi
ra

ト
ベ
ラ

98
外
来

●
○

○
Po
te
nt
ill
a
am
ur
en
si
s
コ
バ
ナ
キ
ジ
ム
シ
ロ

99
●

Po
te
nt
ill
a
ch
in
en
sis

カ
ワ
ラ
サ
イ
コ

10
0

○
Po
te
nt
ill
a
fre
yn
ia
na

ミ
ツ
バ
ツ
チ
グ
リ

10
1

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
Po
te
nt
ill
a
su
nd
ai
ca

va
r.
ro
bu
st
a

オ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ

10
2

○
Pr
un
us
bu
er
ge
ri
an
a

イ
ヌ
ザ
ク
ラ

10
3

○
Pr
un
us
gr
ay
an
a

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

10
4

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

Ro
sa
m
ul
tif
lo
ra

ノ
イ
バ
ラ

10
5

○
○

Ro
sa
w
ic
hu
ra
ia
na

テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ

10
6

○
●

○
○

○
○

○
Ae
sc
hy
no
m
en
e
in
di
ca

ク
サ
ネ
ム

10
7

外
来

●
○

Am
or
ph
a
fru
tic
os
a

イ
タ
チ
ハ
ギ

10
8

○
○

○
○

○
Am
ph
ic
ar
pa
ea
br
ac
ta
et
a

su
bs
p.
ed
ge
w
or
th
ii

va
r.
ja
po
ni
ca

ヤ
ブ
マ
メ

10
9

○
D
es
m
od
iu
m
po
do
ca
rp
um

su
bs
p.
ox
yp
hy
llu
m

ヌ
ス
ビ

ト
ハ
ギ

11
0

●
G
le
di
tsi
a
ja
po
ni
ca

サ
イ
カ
チ

11
1

○
○

○
●

●
○

○
○

○
G
ly
ci
ne
m
ax

su
bs
p.
so
ja

ツ
ル
マ
メ

11
2

海
岸

○
La
th
yr
us
ja
po
ni
cu
s
su
bs
p.
ja
po
ni
cu
s
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ

11
3

○
●

○
○

○
●

○
○

○
○

○
Le
sp
ed
ez
a
ju
nc
ea

va
r.
su
bs
es
sil
is

メ
ド
ハ
ギ

11
4

○
○

○
●

○
○

○
○

Le
sp
ed
ez
a
st
ri
at
a

ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ

11
5

○
Pu
er
ar
ia
lo
ba
ta

ク
ズ

11
6

○
Rh
yn
ch
os
ia
vo
lu
bi
lis

タ
ン
キ
リ
マ
メ

11
7

○
●

Ro
bi
ni
a
ps
eu
do
ac
ac
ia

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ

11
8

外
来

○
○

○
●

○
○

○
Tr
ifo
liu
m
du
bi
um

コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ

11
9

外
来

○
○

○
○

○
○

○
●

○
Tr
ifo
liu
m
pr
at
en
se

ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ

12
0

外
来

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
Tr
ifo
liu
m
re
pe
ns

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

12
1

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

Vi
ci
a
an
gu
st
ifo
lia

ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ

12
2

●
○

○
Vi
ci
a
hi
rs
ut
a

ス
ズ
メ
ノ
エ
ン
ド
ウ

12
3

（
付
表
1．

続
き
，
A
pp
en
di
x
1,
co
nt
in
ue
d）

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）



利根川河川敷の植物相について 127

備
考

22
21

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

種
名

N
o.

●
Vi
ci
a
te
tra
sp
er
m
a

カ
ス
マ
グ
サ

12
4

外
来

○
●

Vi
ci
a
vi
llo
sa

su
bs
p.
va
ria

ナ
ヨ
ク
サ
フ
ジ

12
5

○
○

W
ist
er
ia
flo
rib
un
da

フ
ジ

12
6

外
来

○
O
xa
lis
ar
tic
ul
at
a

イ
モ
カ
タ
バ
ミ

12
7

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
O
xa
lis
co
rn
ic
ul
at
a

カ
タ
バ
ミ

12
8

外
来

●
○

○
G
er
an
iu
m
ca
ro
lin
ia
nu
m

ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ

12
9

○
G
er
an
iu
m
ne
pa
le
ns
e
su
bs
p.
th
un
be
rg
ii

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

13
0

○
●

○
○

○
○

○
○

Ac
al
yp
ha
au
str
al
is

エ
ノ
キ
グ
サ

13
1

希
少

●
○

Eu
ph
or
bi
a
ad
en
oc
hl
or
a

ノ
ウ
ル
シ

13
2

外
来

○
○

Eu
ph
or
bi
a
su
pi
na

コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ

13
3

○
○

M
al
lo
tu
s
ja
po
ni
cu
s
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ

13
4

外
来

○
Ai
la
nt
hu
s
al
tis
sim
a

ニ
ワ
ウ
ル
シ

13
5

○
Pi
cr
as
m
a
qu
as
sio
id
es

ニ
ガ
キ

13
6

○
●

M
el
ia
az
ed
ar
ac
h

va
r.
su
bt
rip
in
na
ta

セ
ン
ダ
ン

13
7

○
Rh
us
ja
va
ni
ca

va
r.
ro
xb
ur
gh
ii

ヌ
ル
デ

13
8

●
Im
pa
tie
ns
te
xt
or
i
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

13
9

●
Eu
on
ym
us
al
at
us

fo
rm

.
str
ia
tu
s
コ
マ
ユ
ミ

14
0

○
○

Eu
on
ym
us
ja
on
ic
us

マ
サ
キ

14
1

●
○

Eu
on
ym
us
si
eb
ol
di
an
us

マ
ユ
ミ

14
2

○
○

○
○

○
○

Am
pe
lo
ps
is
br
ev
ip
ed
un
cu
la
ta

va
r.
he
te
ro
ph
yl
la

ノ
ブ
ド
ウ

14
3

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

C
ay
ra
tia
ja
po
ni
ca

ヤ
ブ
カ
ラ
シ

14
4

●
Vi
ol
a
be
to
ni
ci
fo
lia

va
r.
al
be
sc
en
s
ア
リ
ア
ケ
ス
ミ
レ

14
5

●
Vi
ol
a
gr
yp
oc
er
as

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

14
6

○
●

Vi
ol
a
m
an
ds
hu
ric
a

ス
ミ
レ

14
7

○
●

○
Vi
ol
a
ve
re
cu
nd
a

ツ
ボ
ス
ミ
レ

14
8

●
Ac
tin
os
te
m
m
a
lo
ba
tu
m

ゴ
キ
ヅ
ル

14
9

●
○

G
yn
os
te
m
m
a
pe
nt
ap
hy
lla

ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル

15
0

○
○

●
○

●
○

M
el
ot
hr
ia
ja
po
ni
ca

ス
ズ
メ
ウ
リ

15
1

外
来

●
○

○
●

○
○

○
○

Si
cy
os
an
gu
la
tu
s
ア
レ
チ
ウ
リ

15
2

●
○

Tr
ic
ho
sa
nt
he
s
cu
cu
m
er
oi
de
s
カ
ラ
ス
ウ
リ

15
3

○
○

Tr
ic
ho
sa
nt
he
s
ki
ril
ow
ii

va
r.
ja
po
ni
ca

キ
カ
ラ
ス
ウ
リ

15
4

●
Ly
th
ru
m
an
ce
ps

ミ
ソ
ハ
ギ

15
5

●
Ly
th
ru
m
sa
lic
ar
ia

エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ

15
6

○
Ep
ilo
bi
um
py
rr
ic
ho
lo
ph
um

ア
カ
バ
ナ

15
7

外
来

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
O
en
ot
he
ra
bi
en
ni
s
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

15
8

外
来

●
○

○
○

○
O
en
ot
he
ra
la
ci
ni
at
a

コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

15
9

外
来

○
M
yr
io
ph
yl
lu
m
br
as
ili
en
se

オ
オ
フ
サ
モ

16
0

○
○

Au
cu
ba
ja
po
ni
ca

ア
オ
キ

16
1

○
Ac
an
th
op
an
ax
sp
in
os
us

ヤ
マ
ウ
コ
ギ

16
2

○
○

Ar
al
ia
el
at
a

タ
ラ
ノ
キ

16
3

○
Fa
tsi
a
ja
po
ni
ca

ヤ
ツ
デ

16
4

○
○

H
ed
er
a
rh
om
be
a

キ
ヅ
タ

16
5

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）

（
付
表
1．

続
き
，
A
pp
en
di
x
1,
co
nt
in
ue
d）



128 太田俊彦・中川久夫・小幡和男・櫻井稔郎・高野信也・廣瀬孝久

備
考

22
21

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

種
名

N
o.

●
C
en
te
lla
as
ia
tic
a

ツ
ボ
ク
サ

16
6

○
H
er
ac
le
um
ni
pp
on
ic
um

ハ
ナ
ウ
ド

16
7

○
○

○
○

○
○

○
○

H
yd
ro
co
ty
le
m
at
iri
m
a

ノ
チ
ド
メ

16
8

○
○

H
yd
ro
co
ty
le
sib
th
or
pi
oi
de
s
チ
ド
メ
グ
サ

16
9

●
○

○
○

○
○

○
○

O
en
an
th
e
ja
va
ni
ca

セ
リ

17
0

○
O
sm
or
hi
za
ar
ist
at
a

ヤ
ブ
ニ
ン
ジ
ン

17
1

○
○

○
●

To
ril
is
ja
po
ni
ca

ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ

17
2

○
○

○
○

○
○

To
ril
is
sc
ab
ra

オ
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ

17
3

○
Ar
di
sia
ja
po
ni
ca

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ

17
4

○
○

○
○

●
Ly
sim
ac
hi
a
ja
po
ni
ca

コ
ナ
ス
ビ

17
5

○
St
yr
ax
ja
po
ni
ca

エ
ゴ
ノ
キ

17
6

●
○

○
○

Li
gu
str
um
ob
tu
sif
ol
iu
m

イ
ボ
タ
ノ
キ

17
7

○
C
yn
an
ch
um
su
bl
an
ce
ol
at
um

コ
バ
ノ
カ
モ
メ
ヅ
ル

17
8

○
●

●
○

○
○

○
○

○
○

M
et
ap
le
xi
s
ja
po
ni
ca

ガ
ガ
イ
モ

17
9

外
来

●
D
io
di
a
te
re
s
オ
オ
フ
タ
バ
ム
グ
ラ

18
0

外
来

●
D
io
di
a
vi
rg
in
ia
na

メ
リ
ケ
ン
ム
グ
ラ

18
1

○
●

○
○

○
○

G
al
iu
m
sp
ur
iu
m

va
r.
ec
hi
no
sp
er
m
on

ヤ
エ
ム
グ
ラ

18
2

希
少

●
○

G
al
iu
m
to
ky
oe
ns
e
ハ
ナ
ム
グ
ラ

18
3

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
Pa
ed
er
ia
sc
an
de
ns

ヤ
イ
ト
バ
ナ

18
4

○
○

○
Ru
bi
a
ar
gy
i
ア
カ
ネ

18
5

●
○

○
○

C
al
ys
te
gi
a
he
de
ra
ce
a

コ
ヒ
ル
ガ
オ

18
6

●
○

C
al
ys
te
gi
a
ja
po
ni
ca

ヒ
ル
ガ
オ

18
7

海
岸

○
C
al
ys
te
gi
a
so
ld
an
el
la

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ

18
8

外
来

●
●

C
us
cu
ta
pe
nt
ag
on
a

ア
メ
リ
カ
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ

18
9

外
来

●
Ip
om
oe
a
he
de
ra
ce
a

va
r.
in
te
gr
iu
sc
ul
a

マ
ル
バ
ア
メ
リ
カ
ア
サ
ガ
オ

19
0

外
来

●
Ip
om
oe
a
la
cu
no
sa

マ
メ
ア
サ
ガ
オ

19
1

○
●

Bo
th
rio
sp
er
m
um
te
ne
llu
m

ハ
ナ
イ
バ
ナ

19
2

海
岸

●
M
es
se
rs
ch
m
id
ia
sib
iri
ca

ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ

19
3

○
●

○
○

○
○

○
Tr
ig
on
ot
is
pe
du
nc
ul
ar
is

キ
ュ
ウ
リ
グ
サ

19
4

外
来

●
○

Ve
rb
en
a
bo
na
rie
ns
is

ヤ
ナ
ギ
ハ
ナ
ガ
サ

19
5

●
C
al
lit
ric
he
pa
lu
str
is

ミ
ズ
ハ
コ
ベ

19
6

○
●

○
○

○
○

G
le
ch
om
a
he
de
ra
ce
a

su
bs
p.
gr
an
di
s
カ
キ
ド
オ
シ

19
7

○
●

○
●

○
La
m
iu
m
am
pl
ex
ic
au
le

ホ
ト
ケ
ノ
ザ

19
8

外
来

●
○

○
La
m
iu
m
pu
rp
ur
eu
m

ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

19
9

●
○

○
○

○
○

Le
on
ur
us
ja
po
ni
cu
s
メ
ハ
ジ
キ

20
0

○
●

○
Ly
co
pu
s
lu
ci
du
s
シ
ロ
ネ

20
1

●
Ly
co
pu
s
ra
m
os
iss
im
us

ヒ
メ
サ
ル
ダ
ヒ
コ

20
2

●
○

○
○

○
M
os
la
di
an
th
er
a

ヒ
メ
ジ
ソ

20
3

○
M
os
la
pu
nc
tu
la
ta

イ
ヌ
コ
ウ
ジ
ュ

20
4

○
Pe
ri
lla
fr
ut
es
ce
ns

va
r.
cr
is
pa

シ
ソ

20
5

●
○

Pe
ri
lla
fr
ut
es
ce
ns

va
r.
fru
te
sc
en
s
エ
ゴ
マ

20
6

希
少

○
○

○
●

○
○

○
○

○
Sa
lv
ia
pl
eb
ei
a

ミ
ゾ
コ
ウ
ジ
ュ

20
7

（
付
表
1．

続
き
，
A
pp
en
di
x
1,
co
nt
in
ue
d）

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）



利根川河川敷の植物相について 129

備
考

22
21

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

種
名

N
o.

●
Sc
ut
el
la
ria
de
pe
nd
en
s
ヒ
メ
ナ
ミ
キ

20
8

●
○

○
St
ac
hy
s
rie
de
ri

va
r.
in
te
rm
ed
ia

イ
ヌ
ゴ
マ

20
9

●
○

○
Te
uc
riu
m
ja
po
ni
cu
m

ニ
ガ
ク
サ

21
0

○
○

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
Ly
ci
um
ch
in
en
se

ク
コ

21
1

○
Ph
ys
al
is
al
ke
ke
ng
i
va
r.
fra
nc
he
tii

ホ
オ
ズ
キ

21
2

外
来

●
○

○
So
la
nu
m
am
er
ic
an
um

ア
メ
リ
カ
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ

21
3

外
来

●
So
la
nu
m
ca
ro
lin
en
se

ワ
ル
ナ
ス
ビ

21
4

○
So
la
nu
m
ni
gr
um

イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ

21
5

外
来

○
○

○
Li
nd
er
ni
a
du
bi
a

ア
メ
リ
カ
ア
ゼ
ナ

21
6

○
●

○
○

M
az
us
m
iq
ue
lii

サ
ギ
ゴ
ケ

21
7

○
●

○
○

M
az
us
pu
m
ilu
s
ト
キ
ワ
ハ
ゼ

21
8

●
Sc
ro
ph
ul
ar
ia
bu
er
ge
ria
na

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ

21
9

外
来

●
Ve
ro
ni
ca
an
ag
al
lis
-a
qu
at
ic
a

オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ

22
0

外
来

●
●

○
○

○
Ve
ro
ni
ca
ar
ve
ns
is

タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

22
1

●
○

○
Ve
ro
ni
ca
pe
re
gr
in
a

ム
シ
ク
サ

22
2

外
来

○
○

●
○

●
○

○
○

Ve
ro
ni
ca
pe
rs
ic
a

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

22
3

希
少

○
○

●
○

○
Ve
ro
ni
ca
un
du
la
ta

カ
ワ
ヂ
シ
ャ

22
4

●
○

Ju
st
ic
ia
pr
oc
um
be
ns

キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ

22
5

外
来

●
O
ro
ba
nc
he
m
in
or

ヤ
セ
ウ
ツ
ボ

22
6

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
●

Pl
an
ta
go
as
ia
tic
a

オ
オ
バ
コ

22
7

外
来

○
○

○
○

○
○

●
Pl
an
ta
go
la
nc
eo
la
ta

ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ

22
8

●
Pl
an
ta
go
m
aj
or

va
r.
ja
po
ni
ca

ト
ウ
オ
オ
バ
コ

22
9

○
○

○
○

○
○

○
○

Lo
ni
ce
ra
ja
po
ni
ca

ス
イ
カ
ズ
ラ

23
0

○
○

●
○

○
Sa
m
bu
cu
s
ra
ce
m
os
a

su
bs
p.
sie
bo
ld
ia
na

ニ
ワ
ト
コ

23
1

外
来

●
○

○
Va
le
ri
an
el
la
lo
cu
sta

ノ
ヂ
シ
ャ

23
2

●
Lo
be
lia
ch
in
en
sis

ミ
ゾ
カ
ク
シ

23
3

外
来

○
○

Sp
ec
ul
ar
ia
pe
rfo
lia
ta

キ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ

23
4

外
来

○
○

○
●

○
○

Am
br
os
ia
ar
te
m
isi
ifo
lia

va
r.
el
at
io
r
ブ
タ
ク
サ

23
5

外
来

○
●

●
○

○
○

○
○

○
○

Am
br
os
ia
tri
fid
a

ク
ワ
モ
ド
キ

23
6

外
来

●
●

○
○

○
○

○
○

○
●

○
Ar
te
m
isi
a
an
nu
a

ク
ソ
ニ
ン
ジ
ン

23
7

○
●

○
○

Ar
te
m
isi
a
ap
ia
ce
a

カ
ワ
ラ
ニ
ン
ジ
ン

23
8

○
●

○
Ar
te
m
isi
a
fe
dd
ei

ヒ
メ
ヨ
モ
ギ

23
9

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
Ar
te
m
isi
a
pr
in
ce
ps

ヨ
モ
ギ

24
0

●
As
te
r
ag
er
at
oi
de
s
su
bs
p.
ov
at
us

ノ
コ
ン
ギ
ク

24
1

外
来

○
○

●
○

○
○

As
te
r
su
bu
la
tu
s
va
r.
sa
nd
w
ic
en
si
s
ヒ
ロ
ハ
ホ
ウ
キ
ギ

ク
24
2

外
来

○
●

●
○

○
As
te
r
su
bu
la
tu
s
ホ
ウ
キ
ギ
ク

24
3

海
岸
，
希
少

○
As
te
r
tr
ip
ol
iu
m

ウ
ラ
ギ
ク

24
4

外
来

○
○

○
○

●
○

○
Bi
de
ns
fro
nd
os
a

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ

24
5

外
来

○
Bi
de
ns
pi
lo
sa

va
r.
pi
lo
sa

コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ

24
6

外
来

●
Bi
de
ns
pi
lo
sa

va
r.
ra
di
at
a
シ
ロ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ

24
7

○
Bi
de
ns
tr
ip
ar
tit
a

タ
ウ
コ
ギ

24
8

外
来

○
○

●
○

C
ar
du
us
cr
is
pu
s
ヒ
レ
ア
ザ
ミ

24
9

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）

（
付
表
1．

続
き
，
A
pp
en
di
x
1,
co
nt
in
ue
d）



130 太田俊彦・中川久夫・小幡和男・櫻井稔郎・高野信也・廣瀬孝久

備
考

22
21

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

種
名

N
o.

●
C
ar
pe
siu
m
ab
ro
ta
no
id
es

ヤ
ブ
タ
バ
コ

25
0

○
C
en
tip
ed
a
m
in
im
a

ト
キ
ン
ソ
ウ

25
1

○
C
irs
iu
m
ja
po
ni
cu
m

ノ
ア
ザ
ミ

25
2

○
○

●
C
irs
iu
m
pe
nd
ul
um

タ
カ
ア
ザ
ミ

25
3

外
来

○
●

○
○

○
○

○
○

○
C
on
yz
a
su
m
at
re
ns
is

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク

25
4

外
来

○
●

C
or
eo
ps
is
tin
ct
or
ia

ハ
ル
シ
ャ
ギ
ク

25
5

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
Ec
lip
ta
th
er
m
al
is

タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ

25
6

外
来

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

Er
ig
er
on
ca
na
de
ns
is

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ

25
7

外
来

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

Er
ig
er
on
ph
ila
de
lp
hi
cu
s
ハ
ル
ジ
オ
ン

25
8

希
少

○
Eu
pa
to
riu
m
fo
rtu
ne
i
フ
ジ
バ
カ
マ

25
9

外
来

○
G
al
in
so
ga
ci
lia
ta

ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク

26
0

○
○

○
●

○
○

○
○

○
G
na
ph
al
iu
m
af
fin
e
ハ
ハ
コ
グ
サ

26
1

●
G
na
ph
al
iu
m
ja
po
ni
cu
m

チ
チ
コ
グ
サ

26
2

外
来

○
○

○
●

G
na
ph
al
iu
m
pe
ns
yl
va
ni
cu
m

チ
チ
コ
グ
サ
モ
ド
キ

26
3

外
来

○
○

G
na
ph
al
iu
m
sp
ic
at
um

ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ

26
4

外
来

○
H
el
ia
nt
hu
s
tu
be
ro
su
s
キ
ク
イ
モ

26
5

○
●

○
○

○
○

○
H
em
is
te
pt
a
ly
ra
ta

キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ

26
6

外
来

○
●

H
yp
oc
ho
er
is
ra
di
ca
ta

ブ
タ
ナ

26
7

○
Ix
er
is
de
bi
lis

オ
オ
ジ
シ
バ
リ

26
8

●
○

Ix
er
is
po
ly
ce
ph
al
a

ノ
ニ
ガ
ナ

26
9

○
Ix
er
is
st
ol
on
ife
ra

イ
ワ
ニ
ガ
ナ

27
0

○
K
al
im
er
is
pi
nn
at
ifi
da

ユ
ウ
ガ
ギ
ク

27
1

○
●

○
○

○
○

K
al
im
er
is
ps
eu
do
-y
om
en
a

カ
ン
ト
ウ
ヨ
メ
ナ

27
2

○
○

○
○

La
ct
uc
a
in
di
ca

ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ

27
3

●
La
ps
an
a
ap
og
on
oi
de
s
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ

27
4

●
La
ps
an
a
hu
m
ili
s
ヤ
ブ
タ
ビ
ラ
コ

27
5

○
Pe
ta
sit
es
ja
po
ni
cu
s
フ
キ

27
6

○
○

●
○

Pi
cr
is
hi
er
ac
io
id
es

su
bs
p.
ja
po
ni
ca

コ
ウ
ゾ
リ
ナ

27
7

外
来

○
○

○
Se
ne
ci
o
vu
lg
ar
is

ノ
ボ
ロ
ギ
ク

27
8

外
来

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
So
lid
ag
o
al
tis
sim
a

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

27
9

外
来

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
So
nc
hu
s
as
pe
r
オ
ニ
ノ
ゲ
シ

28
0

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
○

So
nc
hu
s
ol
er
ac
eu
s
ノ
ゲ
シ

28
1

外
来

○
○

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

St
en
ac
tis
an
nu
us

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

28
2

外
来

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

Ta
ra
xa
cu
m
of
fic
in
al
e
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

28
3

●
Ta
ra
xa
cu
m
pl
at
yc
ar
pu
m

カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ

28
4

外
来

○
○

○
○

○
●

○
○

●
○

○
○

○
Xa
nt
hi
um
oc
ci
de
nt
al
e
オ
オ
オ
ナ
モ
ミ

28
5

○
○

●
○

○
Yo
un
gi
a
ja
po
ni
ca

オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ

28
6

●
Sa
gi
tta
ria
tr
ifo
lia

オ
モ
ダ
カ

28
7

○
○

●
Al
liu
m
gr
ay
i
ノ
ビ
ル

28
8

○
○

○
H
em
er
oc
al
lis
fu
lv
a

va
r.
kw
an
so

ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ

28
9

●
Li
rio
pe
pl
at
yp
hy
lla

ヤ
ブ
ラ
ン

29
0

○
○

O
ph
io
po
go
n
ja
po
ni
cu
s
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ

29
1

（
付
表
1．

続
き
，
A
pp
en
di
x
1,
co
nt
in
ue
d）

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）



利根川河川敷の植物相について 131

備
考

22
21

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

種
名

N
o.

○
○

Po
ly
go
na
tu
m
od
or
at
um

va
r.
pl
ur
ifl
or
um

ア
マ
ド
コ
ロ

29
2

○
Sc
ill
a
sc
ill
oi
de
s
ツ
ル
ボ

29
3

○
○

Sm
ila
x
ch
in
a

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ

29
4

●
Ly
co
ris
ra
di
at
a

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

29
5

○
Ir
is
ja
po
ni
ca

シ
ャ
ガ

29
6

外
来

○
○

Ir
is
ps
eu
do
ac
or
us

キ
シ
ョ
ウ
ブ

29
7

○
M
on
oc
ho
ria
va
gi
na
lis

コ
ナ
ギ

29
8

外
来

●
○

○
●

○
○

○
Si
sy
rin
ch
iu
m
at
la
nt
ic
um

ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ

29
9

外
来

○
Tr
ito
ni
a
cr
oc
os
m
ae
flo
ra

ヒ
メ
ヒ
オ
ウ
ギ
ズ
イ
セ
ン

30
0

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
Ju
nc
us
ef
fu
su
s
va
r.
de
ci
pi
en
s
イ
グ
サ

30
1

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
Ju
nc
us
te
nu
is

ク
サ
イ

30
2

●
Ju
nc
us
w
al
lic
hi
an
us

ハ
リ
コ
ウ
ガ
イ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ

30
3

●
Lu
zu
la
ca
pi
ta
ta

ス
ズ
メ
ノ
ヤ
リ

30
4

○
●

○
○

○
○

○
○

○
C
om
m
el
in
a
co
m
m
un
is

ツ
ユ
ク
サ

30
5

○
○

○
○

○
○

○
○

Ag
ro
py
ro
n
tsu
ku
sh
ie
ns
e
va
r.
tra
ns
ie
ns

カ
モ
ジ
グ
サ

30
6

○
○

Ag
ro
st
is
cl
av
at
a

va
r.
nu
ka
bo

ヌ
カ
ボ

30
7

○
●

○
Al
op
ec
ur
us
ae
qu
al
is

ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ

30
8

外
来

●
An
th
ox
an
th
um
od
or
at
um

ハ
ル
ガ
ヤ

30
9

○
○

○
○

Ar
th
ra
xo
n
hi
sp
id
us

コ
ブ
ナ
グ
サ

31
0

●
Ar
un
di
ne
lla
hi
rt
a

ト
ダ
シ
バ

31
1

○
Av
en
a
fa
tu
a

カ
ラ
ス
ム
ギ

31
2

○
○

○
●

○
○

○
Be
ck
m
an
ni
a
sy
zig
ac
hn
e
ミ
ノ
ゴ
メ

31
3

外
来

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

Br
om
us
ca
th
ar
tic
us

イ
ヌ
ム
ギ

31
4

●
○

Br
om
us
ja
po
ni
cu
s
ス
ズ
メ
ノ
チ
ャ
ヒ
キ

31
5

●
○

○
C
al
am
ag
ro
sti
s
ep
ig
ei
os

ヤ
マ
ア
ワ

31
6

外
来

○
○

C
yn
od
on
da
ct
yl
on

ギ
ョ
ウ
ギ
シ
バ

31
7

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
D
ig
ita
ria
ci
lia
ris

メ
ヒ
シ
バ

31
8

○
D
ig
ita
ria
tim
or
en
sis

コ
メ
ヒ
シ
バ

31
9

○
○

D
ig
ita
ria
vi
ol
as
ce
ns

ア
キ
メ
ヒ
シ
バ

32
0

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

Ec
hi
no
ch
lo
a
cr
us
-g
al
li

va
r.
ca
ud
at
a

イ
ヌ
ビ
エ

32
1

●
○

○
○

○
○

Ec
hi
no
ch
lo
a
cr
us
-g
al
li

va
r.
ec
hi
na
ta

ケ
イ
ヌ
ビ
エ

32
2

○
○

○
○

○
○

○
○

El
eu
sin
e
in
di
ca

オ
ヒ
シ
バ

32
3

外
来

○
○

●
Er
ag
ro
sti
s
cu
rv
ul
a

シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ

32
4

○
●

○
○

○
Er
ag
ro
sti
s
fe
rr
ug
in
ea

カ
ゼ
ク
サ

32
5

外
来

○
Er
ag
ro
sti
s
po
ae
oi
de
s
コ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ

32
6

外
来

○
○

●
Fe
st
uc
a
ar
un
di
na
ce
a

オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ

32
7

外
来

○
Fe
st
uc
a
m
yu
ro
s
ナ
ギ
ナ
タ
ガ
ヤ

32
8

●
Fe
st
uc
a
pa
rv
ig
lu
m
a

ト
ボ
シ
ガ
ラ

32
9

●
○

○
○

○
○

H
em
ar
th
ri
a
si
bi
ri
ca

ウ
シ
ノ
シ
ッ
ペ
イ

33
0

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

Im
pe
ra
ta
cy
lin
dr
ic
a

チ
ガ
ヤ

33
1

●
○

○
Is
ac
hn
e
gl
ob
os
a

チ
ゴ
ザ
サ

33
2

●
Is
ch
ae
m
um
ar
ist
at
um

va
r.
gl
au
cu
m

カ
モ
ノ
ハ
シ

33
3

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）

（
付
表
1．

続
き
，
A
pp
en
di
x
1,
co
nt
in
ue
d）



132 太田俊彦・中川久夫・小幡和男・櫻井稔郎・高野信也・廣瀬孝久

備
考

22
21

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

種
名

N
o.

○
○

○
Le
er
sia
ja
po
ni
ca

ア
シ
カ
キ

33
4

外
来

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

Lo
liu
m
m
ul
tif
lo
ru
m

ネ
ズ
ミ
ム
ギ

33
5

外
来

●
○

○
○

Lo
liu
m
pe
re
nn
e
ホ
ソ
ム
ギ

33
6

○
M
ic
ro
ste
gi
um
vi
m
in
eu
m

va
r.
po
ly
sta
ch
yu
m

ア
シ
ボ
ソ

33
7

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
M
isc
an
th
us
sa
cc
ha
rif
lo
ru
s
オ
ギ

33
8

○
○

○
○

○
○

M
isc
an
th
us
sin
en
sis

ス
ス
キ

33
9

●
O
pl
ism
en
us
un
du
la
tif
ol
iu
s
チ
ヂ
ミ
ザ
サ

34
0

●
○

Pa
ni
cu
m
bi
su
lc
at
um

ヌ
カ
キ
ビ

34
1

外
来

○
●

○
○

○
○

○
Pa
ni
cu
m
di
ch
ot
om
ifl
or
um

オ
オ
ク
サ
キ
ビ

34
2

外
来

●
○

●
○

Pa
sp
al
um
di
la
ta
tu
m

シ
マ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

34
3

外
来

●
○

○
○

○
○

○
Pa
sp
al
um
di
sti
ch
um

キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

34
4

●
○

○
○

Pa
sp
al
um
th
un
be
rg
ii

ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

34
5

○
○

●
○

○
Pe
nn
ise
tu
m
al
op
ec
ul
oi
de
s
チ
カ
ラ
シ
バ

34
6

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
Ph
al
ar
is
ar
un
di
na
ce
a

ク
サ
ヨ
シ

34
7

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

Ph
ra
gm
ite
s
co
m
m
un
is

ヨ
シ

34
8

○
○

Ph
ra
gm
ite
s
ja
po
ni
ca

ツ
ル
ヨ
シ

34
9

希
少

●
●

Ph
ra
gm
ite
s
ka
rk
a

セ
イ
タ
カ
ヨ
シ

35
0

○
Ph
yl
lo
sta
ch
ys
ba
m
bu
so
id
es

マ
ダ
ケ

35
1

○
○

○
Pl
ei
ob
la
stu
s
ch
in
o

ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ

35
2

○
Pl
ei
ob
la
stu
s
si
m
on
ii

メ
ダ
ケ

35
3

○
○

○
○

○
Po
a
an
nu
a

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ

35
4

外
来

●
○

Po
a
pr
at
en
si
s
ナ
ガ
ハ
グ
サ

35
5

●
●

Po
a
sp
ho
nd
yl
od
es

イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ

35
6

外
来

●
Po
a
tri
vi
al
is

オ
オ
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ

35
7

●
Po
ly
po
go
n
fu
ga
x
ヒ
エ
ガ
エ
リ

35
8

海
岸

○
●

●
Sa
cc
ha
ru
m
sp
on
ta
ne
um

va
r.
ar
en
ic
ol
a

ワ
セ
オ
バ
ナ

35
9

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

Se
ta
ri
a
fa
be
ri

ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ

36
0

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

Se
ta
ri
a
gl
au
ca

キ
ン
エ
ノ
コ
ロ

36
1

○
Se
ta
ri
a
vi
ri
di
s
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ

36
2

●
Se
ta
ri
a
x
py
cn
oc
om
a

オ
オ
エ
ノ
コ
ロ

36
3

外
来

●
So
rg
hu
m
ha
le
pe
ns
e
va
r.
pr
op
in
qu
um

セ
イ
バ
ン
モ
ロ

コ
シ

36
4

○
○

Zi
za
ni
a
la
tif
ol
ia

マ
コ
モ

36
5

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
Zo
ys
ia
ja
po
ni
ca

シ
バ

36
6

○
○

Tr
ac
hy
ca
rp
us
fo
rtu
ne
i
シ
ュ
ロ

36
7

●
Ar
isa
em
a
th
un
be
rg
ii

su
bs
p.
ur
as
hi
m
a

ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ

36
8

○
○

Pi
ne
lli
a
te
rn
at
a

カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク

36
9

外
来

○
Le
m
na
pe
rp
us
ill
a

ア
オ
ウ
キ
ク
サ

37
0

○
C
ar
ex
ap
ha
no
le
ps
is

エ
ナ
シ
ヒ
ゴ
ク
サ

37
1

●
C
ar
ex
br
ev
ic
ul
m
is

ア
オ
ス
ゲ

37
2

●
○

○
C
ar
ex
di
m
or
ph
ol
ep
is

ア
ゼ
ナ
ル
コ

37
3

○
○

○
○

●
○

C
ar
ex
di
sp
al
at
a

カ
サ
ス
ゲ

37
4

○
C
ar
ex
do
ni
an
a

シ
ラ
ス
ゲ

37
5

（
付
表
1．

続
き
，
A
pp
en
di
x
1,
co
nt
in
ue
d）

（
続
く
，
to
be
co
nt
in
ue
d）



利根川河川敷の植物相について 133

備
考

22
21

20
19

18
17

16
15

14
13

12
11

10
9

8
7

6
5

4
3

2
1

種
名

N
o.

○
C
ar
ex
la
nc
eo
la
ta

ヒ
カ
ゲ
ス
ゲ

37
6

●
○

○
C
ar
ex
m
aa
sk
ii

ヤ
ガ
ミ
ス
ゲ

37
7

●
○

●
○

○
○

C
ar
ex
m
eu
ro
ca
rp
a

ミ
コ
シ
ガ
ヤ

37
8

海
岸

○
C
ar
ex
pu
m
ila

コ
ウ
ボ
ウ
シ
バ

37
9

海
岸

●
C
ar
ex
sc
ab
rif
ol
ia

シ
オ
ク
グ

38
0

●
●

C
ar
ex
th
un
be
rg
ii

ア
ゼ
ス
ゲ

38
1

○
C
ar
ex
tra
ns
ve
rs
a

ヤ
ワ
ラ
ス
ゲ

38
2

●
○

○
○

○
○

○
C
yp
er
us
br
ev
ifo
liu
s
va
r.
le
io
le
pi
s
ヒ
メ
ク
グ

38
3

○
●

C
yp
er
us
di
ffo
rm
is

タ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ

38
4

●
C
yp
er
us
fla
vi
du
s
ア
ゼ
ガ
ヤ
ツ
リ

38
5

●
C
yp
er
us
gl
om
er
at
us

ヌ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ

38
6

○
○

●
○

○
○

○
C
yp
er
us
iri
a

コ
ゴ
メ
ガ
ヤ
ツ
リ

38
7

○
○

○
C
yp
er
us
m
ic
ro
iri
a

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

38
8

●
○

C
yp
er
us
ni
pp
on
ic
us

ア
オ
ガ
ヤ
ツ
リ

38
9

●
○

C
yp
er
us
od
or
at
us

キ
ン
ガ
ヤ
ツ
リ

39
0

●
C
yp
er
us
pi
lo
su
s
オ
ニ
ガ
ヤ
ツ
リ

39
1

海
岸

●
●

○
C
yp
er
us
po
ly
sta
ch
yo
s
イ
ガ
ガ
ヤ
ツ
リ

39
2

●
○

○
○

○
○

○
○

C
yp
er
us
ro
tu
nd
us

ハ
マ
ス
ゲ

39
3

○
El
eo
ch
ar
is
co
ng
es
ta

ハ
リ
イ

39
4

●
Fi
m
br
ist
yl
is
ae
sti
va
lis

コ
ア
ゼ
テ
ン
ツ
キ

39
5

○
Fi
m
br
ist
yl
is
m
ili
ac
ea

ヒ
デ
リ
コ

39
6

●
Fi
m
br
ist
yl
is
su
bb
isp
ic
at
a

ヤ
マ
イ

39
7

○
○

Li
po
ca
rp
ha
m
ic
ro
ce
ph
al
a

ヒ
ン
ジ
ガ
ヤ
ツ
リ

39
8

●
○

○
○

○
○

Sc
ir
pu
s
flu
vi
at
ili
s
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ

39
9

●
○

Sc
ir
pu
s
tri
an
gu
la
tu
s
カ
ン
ガ
レ
イ

40
0

○
Ty
ph
a
la
tif
ol
ia

ガ
マ

40
1

●
Sp
ira
nt
he
s
si
ne
ns
is
va
r.
am
oe
na

ネ
ジ
バ
ナ

40
2

科
の

配
列

順
は

エ
ン
グ
ラ
ー
配
列
に
し
た
が
っ
た
．

表
の

○
は

確
認

を
，
そ
し
て
●
は
採
集
を
示
し
て
い
る
．

「
海

岸
」

は
，

本
論
中
で
取
り
あ
げ
た
海
岸
要
素
の
植
物
を
，「

希
少
」
は
本
論
中
で
取
り
あ
げ
た
希
少
植
物
を
示
す
．

1
古

河
市

新
久
田

6
月
19

日
調
査

12
取
手
市
小
文
間
戸
田
井

9
月
11

日
調
査

2
古

河
市

鳥
喰

6
月
19

日
調
査

13
北
相
馬
郡
利
根
町
三
番
割

9
月
11

日
調
査

3
猿

島
郡

総
和
町
前
林
第
五

5
月
8
日
調
査

14
稲
敷
郡
河
内
町
大
徳
鍋
子
新
田

9
月
11

日
調
査

4
猿

島
郡

五
霞
町
小
手
指
中
坪

5
月
8
日
調
査

15
稲
敷
郡
東
町
四
谷

8
月
21

日
調
査

5
猿

島
郡

境
町
山
神
町

5
月
8
日
調
査

16
稲
敷
郡
東
町
西
代
中
島

8
月
21

日
調
査

6
岩

井
市

長
谷

4
月
17

日
調
査

17
鹿
島
郡
神
栖
町
萩
原

8
月
21

日
調
査

7
岩

井
市

筵
打

5
月
8
日
調
査

18
鹿
島
郡
神
栖
町
日
川

8
月
21

日
調
査

8
守

谷
市

野
木
崎
下
川
岸

10
月
23

日
調
査

19
鹿
島
郡
波
崎
町
矢
田
部
川
尻

7
月
10

日
調
査

9
守

谷
市

高
野

4
月
17

日
調
査

20
鹿
島
郡
波
崎
町
矢
田
部
西
前
宿

7
月
10

日
調
査

10
取

手
市

新
町

10
月
23

日
調
査

21
鹿
島
郡
波
崎
町
矢
田
部
清
水

7
月
10

日
調
査

11
取

手
市

長
兵
衛
新
田
城
根

10
月
23

日
調
査

22
鹿
島
郡
波
崎
町
本
郷

7
月
10

日
調
査

（
付
表
1．

続
き
，
A
pp
en
di
x
1,
co
nt
in
ue
d）





はじめに

茨城県自然博物館は，第18回企画展「シーボルトの
愛した日本の自然」（ミュージアムパーク茨城県自然
博物館，2000）の開催（会期は2000年3月～6月）を
機に，オランダの国立植物標本館ライデン分館
（NationalHerbariumoftheNetherlands,Leidenbranch）
との交流を行っている（小幡，2001）．
そして，2002年6月，当館は国立植物標本館ライデ

ン分館より，シーボルト（PhilippFranzvonSiebold，
1796-1866）関連標本の中からビュルゲル（Heinrich
Bürger，1806?-1858）収集のさく葉標本2点（2種）の
寄贈を受けた．2000年に企画展開催の記念として10
点（10種）の寄贈を受けているが，今回の寄贈はこれ
に続くものである．ここでいうシーボルト関連標本と
は，シーボルトのほか，ビュルゲルをはじめとする

シーボルトの日本植物研究に協力した人々によって収
集された日本産の植物標本をいう（小幡，2001）．
日本におけるシーボルト関連標本の所在は，当館の

ほか，東京都立大学牧野標本館に所蔵されているロシ
アのコマロフ植物研究所から1963年に贈られた2,000
点以上のコレクション（加藤，1999）と東京大学総合
研究博物館に所蔵されている国立植物標本館ライデン
分館から2000年に贈られた約200点のコレクションが
知られている（大場，2000）．

寄贈標本受け入れの経緯

国立植物標本館ライデン分館のチーフコレクション
マネージャーのタイセ氏（Mr.GerardThijsse）から著
者宛に届いた，2002年6月20日付の書簡は，次のよ
うな内容であった．

国立植物標本館ライデン分館から寄贈されたさく葉標本Ⅱ 135茨城県自然博物館研究報告 Bull.IbarakiNat.Mus.,(6):135-138(2003)

国立植物標本館ライデン分館から寄贈されたさく葉標本Ⅱ

小幡和男＊

（2003年2月11日受理）

Herbarium SpecimensofthePh.F.vonSiebold
JapaneseCollectionDonatedbytheNationalHerbarium

oftheNetherlands,Leidenbranch,II

KazuoOBATA＊

(AcceptedFebruary11,2003)

Abstract

Twoherbarium specimens,QuercusacutaThunb.exMurrayandQ.acutissimaCarruthers,
weredonatedbytheNationalHerbariumoftheNetherlands,Leidenbranchin2002.Thespecimens,
collectedbyH.BürgerinJapan,arekeptinthevonSieboldJapanesecollectionoftheherbarium,
andweretheseconddonationtous.Thefirsttenspecimensweredonatedin2000.

Keywords:herbarium specimens,NationalHerbarium oftheNetherlands,Leidenbranch,Ph.F.
vonSiebold.

＊ ミュージアムパーク茨城県自然博物館 〒306-0622茨城県岩井市大崎700（IbarakiNatureMuseum,700Osaki,Iwai,Ibaraki
306-0622,Japan）．



「前回贈った10点の標本のうち，シーボルト自筆の
メモと判断したイイギリの標本（INM-2-020002）は，
残念ながらシーボルトとは無関係のものであることが
分かったので，今回2点の標本を贈るから，それと差
し替えてほしい．」
間もなく，6月27日付の小包でその2点の標本は届

いた．それはブナ科のアカガシとクヌギの果実や花を
つけた立派な標本である．2点の標本とも国立植物標
本館ライデン分館の正式な登録番号が付いており，古
くから国立植物標本館ライデン分館に収められていた
ものであることが分かる．
当館では，2002年7月25日に，これらの寄贈標本

の事務的な受け入れを完了している．

寄贈標本について

標 本 番 号INM-2-024015．ア カ ガ シ Quercusacuta

Thunb.exMurrayブナ科（図1）．

国立植物標本館ライデン分館での登録番号944，118-

60．

台紙に貼られた4本の枝のうち3本には，それぞれ
ビュルゲルによって書かれた紙片が差し込まれてお
り，ビュルゲルの収集標本であることが分かる．これ
らのうち2点の紙片にはQuercusgemelliflora?Blと書
かれている．種小名gemellifloraは不明であり，その後
ろに?マークが付けられている．ほかの1点の紙片に
はQuercusakakasiJapと書かれている．暫定的に付け
られたラベルと考えられるが，当時この木がアカガシ
と呼ばれていたことを物語っている．
右下のラベルはQuercusBürgeriiBlとあり，ビュル

ゲルに献名された種小名が付けられているが，ラベル
の筆跡が誰かは不明である．
国立植物標本館第2代館長のミケール（Friedrich

AntonWilhelmMiquel，1811-1871）は日本産植物の研
究に熱心であった．彼はライデンにあるシーボルト関
連標本を整理研究し，重複標本が多数ある場合は，
1860年代に各研究機関に交換用として配付したとい
われている．タイセ氏によれば，この標本は，重複標
本としては珍しく，ミケールによって配付されずライ
デンに留まっていたものであるという．
現在，シーボルト関連標本のうち，シーボルトが発

表した「フロラ・ヤポニカ」をはじめ種々の論文に引
用された標本でタイプに指定されるようなものは，ほ

とんどが国立植物標本館ライデン分館に収められてい
るが，ドイツのミュンヘンにあるバイエルン州立植物
標本館にも多くのタイプ標本がある．これは，シーボ
ルトの共同研究者で「フロラ・ヤポニカ」の共同執筆
者であったツッカリーニ（JosephGerhardZuccarini，
1797-1848）が収めたものと考えられている（山口・加
藤，1998）．
ライデンおよびミュンヘンに収められていたシーボ

ルト関連標本中のアカガシは，18点（15点がライデ
ン，3点がミュンヘン）であり，この標本はそのうち
の1点である．

標本番号 INM-2-024016．クヌギ Quercusacutissima

Carruthersブナ科（図2）．

国立植物標本館ライデン分館での登録番号901，311-

475．

右下に貼られているラベルにはミケールの筆跡があ
る．そのラベルの左下にBürgerとあり，この標本が
ビュルゲル収集のものであることが分かる．ラベルの
右上に貼られている小さな紙片には2カ所に切れ目が
あるので，元は枝に挟んであったものと思われる．そ
の紙片にはビュルゲルの筆跡が認められる．ラベルと
紙片の間の3行におよぶメモは，いつ誰によるものな
のか不明である．
また，HerbariumDr.J.K.Hasskarlのスタンプがあ

り，この標本はミケールによって，ハスカル（Justus
KarlHasskarl，1811-1894）のところへ送られた重複標
本であることが分かる．
これらのラベルや紙片には，QuercusserrataThunb.

と書かれている．この学名は現在ではコナラの学名と
して用いられているが，このラベルが書かれた当時こ
の学名はクヌギに当てられており．コナラには別の
学名のQuercusglanduliferaBlumeが用いられていた
（Yamaguchietal.，2003）．

この標本は，ライデンおよびミュンヘンに収められ
ていた22点のクヌギの標本（18点がライデン，4点が
ミュンヘン）のうちの1点である．

謝 辞

標本ラベルの解読，考察については，熊本大学理学
部の山口隆男教授，獨協大学外国語学部の加藤僖重教
授に御指導いただいた．ここに厚くお礼申し上げる．
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小幡和男．国立植物標本館ライデン分館から寄贈されたさく葉標本Ⅱ．茨城県自然博物館

研究報告 第6号（2003）pp.135-138．
茨城県自然博物館は，2002年6月に，オランダの国立植物標本館ライデン分館よりシーボル

ト関連標本の中から，ビュルゲル収集のさく葉標本2点の寄贈を受けた．それはアカガシとク
ヌギである．2000年に10点の寄贈を受けているが，今回はそれに続く2回目の寄贈である．

（キーワード）:さく葉標本，国立植物標本館ライデン分館，シーボルト．



はじめに

現在，博物館では，来館者が観覧するだけの展示か
ら，参加・体験型の展示を志向する動きが数多く見ら
れる．各博物館からも，参加・体験型展示に対応した
事例が，数多く報告されている（石川ほか，1999;久
保，2001）．
ミュージアムパーク茨城県自然博物館の来館者の年

齢層を見ると，小学校低学年，未就園児，幼稚園児の
割合が特に高い（中山ほか，2002）．団体利用の内訳を
見ても，小中学校の利用が最も多いが，その次に多い
のが幼稚園や保育園の団体になっている（ミュージア
ムパーク茨城県自然博物館，2001）．博物館では，この
ような現状を踏まえ，小さい子どもたちも楽しみなが
ら展示物にさわることができるタッチング標本や，ク
イズコーナーの充実に努めている．また，平成11年度
の調査によると，当館リピーターの12.9％が，来館理
由として年3回行われる企画展を目的の1つにしてい
る（稲村，2000）．以上のことから，企画展においても

一部にハンズ・オン展示を中心とした子ども向けのプ
レイコーナーを設置し，小さい子どもたちも楽しみな
がら展示物にさわることができ，興味・関心を高めら
れるよう心がけている．
本報告は，平成12年の夏に開催した第19回企画展

「蟹の泡吹き・エビのつぶやき」，翌平成13年夏の第22
回企画展「SATOYAMA」，この2回の企画展において
試みた子ども向けのプレイコーナーについて紹介す
る．企画展・特別展におけるハンズ・オン展示の具体
的事例報告が少ない現状（小林，2000;坂本，2001）を
考えると，本報告がその一資料となれば幸いである．

プレイコーナーの展示構成および来館者調査方法

プレイコーナーには，実物を観察したり，さわった
り，またそれを理解するための展示や活動場所を数カ
所設けた．内容を工夫した数種類の展示や活動を設け
ることにより，子どもから大人までそれぞれの年齢層
に対応することを目指した．また，企画展に関係した
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Abstract

IntwospecialexhibitionsofIbarakiNatureMuseum,“ExploringtheDiversityofCrustaceans”
and “A Dialoguewith NatureofDiversity”,wearranged play cornerswhich had hands-on
equipmentsforchildren.Theseareascreatedanatmosphereofinvolvementandnew experience.
Thispaperdescribeshowvisitorsbehavedintheplaycorners.
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写真や飾りを配置することによって，楽しい雰囲気を
つくり出すように配慮した．

1．事例1 第19回企画展「蟹の泡吹き・エビのつぶ

やき」

（1）プレイコーナー全体について

面積33.5m2．
小さい子どもたちにもエビやカニのからだのつくり

について理解してもらうために，パズル遊びやお絵描
きの活動を中心としたプレイコーナーを設置した．雰
囲気づくりのために，靴を脱いで遊べるようにカー
ペット敷きにし，中心には小さいテーブルを3つ置い
て，そこで活動できるように工夫した．（図1，2，3）．

（2）展示内容

a．エビ・カニパズル
手作りの木製パズル7点．パズル遊びを通して，エ

ビとカニについての違いや，それぞれのからだのつく
りを理解することねらいとした．これらは，結城市立
結城東中学校の美術部が本企画展に製作協力したもの
である．
b．絵本
手作りの大きなA3版の絵本．題名は，多くの子が

知っている「さるかに合戦」とした．これも，エビ・
カニパズル同様，結城市立東中学校の生徒による作品
である（図4）．
c．乾燥標本タッチング
ソデカラッパ，イワガニ，アダンの実の乾燥標本を

多数用意し，標本に自由にさわれるようにした．
d．お絵かき
お絵かき専用の紙を用意し，自由に絵を描けるよう

にした．絵のテーマは，エビ，カニとし，回収した作
品はプレイコーナーの壁に貼り，展示の一部とした．
本物（乾燥標本）を見ながら描く子も多く見られた．
e．ボタン操作できる機械装置
ボタンを押すと動く機械装置類を3点置いた．アメ

リカザリガニ1点と，シオマネキ2点である．シオマ
ネキの機械装置は，東海大学海洋科学博物館より借用
した．
f．顕微鏡観察
エビとカニの幼生を観察するために，双眼実体顕微

鏡を2台設置した．
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図2．プレイコーナー展示配置図．
Fig.2.Thearrangementoftheplaycorner.

図1．「蟹の泡吹き・エビのつぶやき」展でのプレイ
コーナーのようす．
Fig.1.Theplaycornerof“ExploringtheDiversityof
Crustaceans”.
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（3）来館者調査方法

来館者がプレイコーナーの中のどの展示や活動を多
く利用しているかを調べるために，追跡調査を行っ
た．追跡調査は，来館者がどの展示や活動を利用した
かを記録していく方法で行った．調査時間は，来館者
の多い夏休み中と9月の来館者の多い日を選び，延べ
9日間，28.5時間である．

2．事例2 第22回企画展「SATOYAMA」

（1）プレイコーナー全体について

面積28.5m2．
今では見ることが少なくなった里山遊びを，子ども

たちに提供するために，安全に木登りをするスペース
を中心にプレイコーナーを設置した．また，里山の動
植物や雑木林の木から作った遊具も配置した．
くつろげる雰囲気づくりのために，雑木林から切り

出したクヌギを使ったベンチ（長さ3m）を置いた．
また，飾りとしてクズのつるで作ったオブジェやハン
モックとして使う網を吊り下げたり，雑木林の木で
作ったカレンダーやどんぐりの作品，里山の風景写真
などを飾ったりした．また，入り口にはマネキンを置
き，林で遊ぶのに適した服装を示した（図5，6，7）．
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図6．プレイコーナー展示配置図．
Fig.6.Thearrangementoftheplaycorner.

図4．エビ・カニパズルと絵本．
Fig.4.Puzzlesandapicturebookofcrustaceans.

図5．「SATOYAMA」展におけるプレイコーナーのよう
す．
Fig.5.Theplaycornerof“A DialoguewithNatureof
Diversity”.
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（2）展示内容

a．木登り活動
雑木林から切り出してきた株立ちのエゴノキ（木登

りがしやすそうなもの）を高さ2.6mにして設置した．
木登り用のため荷重に耐えられるよう，最下部にコン
パネを敷き，それに木を固定すると共に，周りに柱を
組み最上部でも固定をした．また，木の根元には，く
ん蒸した落ち葉を敷き詰め，落ち葉遊びや木登りのた
めの安全マットの代用とした（図8）．
b．雑木林の木で作った遊具
雑木林の木やドングリから作った遊具を使って自由

に遊べるようにした．展示したおもちゃは，森のオセ
ロ，輪投げ，竹の打楽器，どんぐりのこまなどであ
る．これらの遊具や作品は，岩井市立岩井中学校の美
術部および当館ボランティア鈴木絹江氏が製作したも
のである（図9）．
c．カブトムシ，クワガタのなかまの観察
カブトムシ，クワガタムシのなかまを観察する場所

を設置した．担当が張りついたときには，タッチング
を行った．
d．どんぐりの観察
クヌギのどんぐりを観察するために，拡大模型を設

置するとともに，実物にさわれる場所を設置した．
e．剥製タッチング
里山で見られる哺乳類の剥製を置き，自由にさわれ

るようにした．展示した剥製は，キツネ，タヌキ，イ
タチ，ノウサギである．また，木の枝をたばねた粗朶
を置いて，自由にさわれるようにした．
f．里山の本
里山に関係する本を並べ，それらの紹介をすると共

に，自由に読書できるようにした．

（3）来館者調査方法

企画展内のどの展示や活動が印象に残ったかを調べ
るために，来館者にアンケート調査（表1）を行った．
アンケート用紙は，企画展示室出口に設置し，誰でも
自由に記入できるようにした．用紙には，企画展の各
コーナー名が羅列してあり，その中から印象に残った
ものを3つ選んで印を付けるという方法である．調査
期間は，企画展開催中の1カ月間である．

結果および考察

1．事例1 第19回企画展「蟹の泡吹き・エビのつぶ

やき」

（1）各展示への参加人数

来館者追跡調査の結果（表2）から，プレイコー
ナーへの入場者は，子どもが大人の1.3倍であった．
入場者が最も多く体験した展示は，大人，子どもとも
に顕微鏡による観察，次いでパズル・絵本であること
が分かった．一方で，乾燥標本に対して，子どもの関
心が低かった．これは，実物への関心は高いであろう
と考えていた予想に反するものであった．反省とし
て，子どもの目線を考えた表示や展示の仕方，興味を
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図8．木登りコーナー．
Fig.8.Thetreeclimbingcorner.

図9．木の遊具．
Fig.9.Woodentoys.
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表1．アンケート用紙．
Table1.Questionnaireform.



引くパネル内容に工夫が必要であったと考えられる．
今後，実物に対して子どもの興味をいかに喚起するか
が課題といえる．
また，大人は顕微鏡による観察を68％が，パズル・

絵本は29％が体験したが，それ以外の展示に対して
の体験率はたいへん低かった．これらの展示物は，プ
レイコーナーの比較的奥にあり，靴を脱いで上がらな
くては活動できない場所に配置してあったので，「靴
を脱ぐのが面倒だ」などの理由で，その場所まで行か
なかった人も多いとも考えられる．各展示への関心度
を知るためには，各展示の配置場所を変えて比較する
必要があるであろう．

（2）体験した展示数

調査時間中，プレイコーナーへの大人の総入場者
は，1,049人であった．展示への参加回数は，延べ
1,162回であったことから，大人は1人あたり約1カ所
の展示や活動を体験したことになる．一方で，子ども
の総入場者1,364人，各展示への参加回数延べ2,661回
であったことから，子どもは1人あたり約2カ所を体
験していることが分かった．大人，子どもともにさら
に多くの活動をしてもらえるようなスペースの工夫も
含めた，魅力ある展示構築の必要があるであろう．

2．事例2 第22回企画展「SATOYAMA」

（1）アンケートの結果より

アンケートの結果（表3）から，回答者の3分の1
の人が，印象に残ったコーナーとしてプレイコーナー
を挙げている．また，回答者の平均年齢が24.1歳とい
うことから，年少者のみならず大人にも支持されたと
考えられる．プレイコーナーの参加体験型展示と遊び
の要素の組み合わせが広く支持されたと思われる．ア

ンケート調査と共に行った動線調査において，31人の
うち18人（58％）がプレイコーナーの展示に足を止
めていることも，プレイコーナーへの興味・関心の高
さの裏付けとなるであろう．
アンケートへの協力者の年齢層を見ると，15歳以下

が約半数を占めている．しかし，親子連れの親世代の
協力が少なかった．積極的にアンケートへの協力を呼
びかけるなどして，親世代の意見を収集しなかったこ
とが悔やまれる．

（2）来館者からのご意見・ご感想より

アンケート調査の中にある来館者からのご意見・ご
感想で，プレイコーナーに関する主なものを次に示
す．
・きのぼりが，たのしかった（7歳，女性）．
・一番楽しかったのは，里山オセロです（10歳，女
性）．

・遊べたりして，とっても楽しかった（10歳，女
性）．
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表3．「SATOYAMA」展におけるアンケート調査結果．
Table3.Resultsofquestionnairesurveyof“ADialogue
withNatureofDiversity”.

表2．「蟹の泡吹き・エビのつぶやき」展における追跡調査結果．
Table2.Resultsoftracingsurveyof“ExploringtheDiversityofCrustaceans”.

顕微鏡観察コーナーボタン操作装置乾燥標本タッチング絵描きパズル・絵本総入場者数調査時間調査日
子供大人子供大人子供大人子供大人子供大人子供大人
17813348303438504119502832874.58月 6日（日）
10412344228117501173618713858月 8日（火）
5122231832413612624218月26日（日）
671121060905491022839月14日（木）
149656383077301133017711739月15日（金）
1161305284618524126551681625.59月23日（土）
121163642654407913141111.59月29日（金）
39351511391924521637329月30日（土）
9910940123722381210480181191310月 1日（日）

924（68％）644（61％）342（25％）76（7％）218（16％）113（11％）384（28％）23（2％）793（58％）306（29％）1364104928.5合計（利用率）

人数印象に残ったコーナー
100山遊びやってみない？（プレイルーム）
82田んぼの生き物
55里山の昆虫
52里山のほ乳類
50里山と子ども達
48里山の植物
46谷津田の今と昔

対象300人 平均年齢24.1歳
（15歳以下138人，16-30歳48人，31-45歳57人，46歳
以上35人，記入なし22人）



・本物の葉っぱとかあったり，カブトムシがいてお
もしろかった（11歳，男性）．

・4歳の娘が，ここの木登りコーナーで生まれて初
めて木登りをしました．とても喜んでいました
（34歳，男性）．
・自然の中での遊びの大切さをもっと多くの子供た
ちへ伝えてくれる活動は，すばらしいと思います
（35歳，女性）．
・触れられるものがあるのは，とてもよい（54歳，
女性）．

感想を見ると，プレイコーナーの展示や活動は，お
おむね好評であったといえる．特に，木登り活動に関
する感想が多く見られた．木登り活動は，小さい子ど
も達に大変人気があった．さらには，この活動は里山
の遊びの1つを紹介する意図で設置したのだが，ここ
で初めて木登りを体験した子もいたほどである．これ
らのことからも，この活動は大変有意義であったとい
えるだろう．
一方で，プレイコーナーに関する要望には，次のよ

うな意見があった．
・もっとどんぐりで遊べたらよかった（9歳，女
性）．

・もっとさわれるコーナーを増やしてもらいたいで
す（12歳，男性）．

・小さな子供も遊べました．もう少し簡単なゲーム
もあるともっとよかったです．3歳と1歳の子供
には，オセロは難しい（29歳，女性）．

実物にさわれる展示の充実に今後も努めていくとと
もに，未就園児の利用も視野に入れた幅広い活動を提
供していく必要があるであろう．

おわりに

当館は，「来館者が，観て，触れて，体験して，遊び
ながら学ぶ中で，自然環境保全への意識の高揚を図
る」という基本理念のもと，開館して8年が過ぎた．
豊富な資料展示と野外施設を利用した各種イベントを
通して，来館者に対して体験活動の提供に努めてき

た．
今後も，小さな子どもから大人まで楽しめる体験型

展示の充実に努めていきたいと考える．
特に，この2つの企画展において，県内中学校美術

部の協力を得ることができた．提供をしていただいた
遊具などは，プレイコーナーの雰囲気作りに一役買う
とともに，子どもたちの活動をより活発にしてくれた
ものと考える．今後も，学校や市民サークルなどの外
部団体と連携しながら，より楽しい展示を構築してい
きたい．
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城県自然博物館．

中山 豊・久松正樹・松原洋介・仙田 満．2002．ミュージ
アムパーク茨城県自然博物館における展示利用行動調査．
茨城県自然博物館研究報告，（5）:69-79．

坂本 昇．2001．ハンズ・オン展示の特別展「ワクワクくぬ
ぎ林！」を実施して．博物館研究，36:40-45．
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148 太田俊彦

（要 旨）

太田俊彦．企画展におけるプレイコーナーについて．茨城県自然博物館研究報告 第6号
（2003）pp.139-148．

ミュージアムパーク茨城県自然博物館では，第19回企画展「蟹の泡吹き・エビのつぶや
き」，第22回企画展「SATOYAMA」の企画展において，プレイコーナーを設けた．そのコー
ナーでは，子どもを対象にして，参加・体験型の展示構築を行った．本報では，来館者たちが
それぞれのプレイコーナーでどのような行動をとったかを報告する．

（キーワード）:参加・体験型，プレイコーナー，企画展．



茨城県自然博物館研究報告投稿規程

Ⅰ 一般的な事項

1 投稿原稿の内容及び種類

「茨城県自然博物館研究報告」（以下「研究報告」という。）に掲載することのできる論文等は，自然科学，
自然教育及び博物館学に関する原著論文，総説，短報，資料及び雑録とし，それぞれの内容は，次に掲げると
おりとする。

（1） 原著論文（Originalarticle） オリジナルな研究論文で，内容の主要な部分が学術論文として他に印刷公表
されていないもの

（2） 総説（Review） 研究論文，学説，研究法等を独自の立場から総括，解説又は紹介するもの
（3） 短報（Shortarticle） 研究の予報，中間報告，内容が原著論文にまでは至らない報告等で，速報性を必要

とするもの
（4） 資料（Note） 資料の正確な記載や実践報告等が中心となる調査報告
（5） 雑録（Miscellany） 上記の種類以外で，博物館活動の記録として重要なもの
2 投稿資格

投稿者は，原則としてミュージアムパーク茨城県自然博物館（以下「自然博物館」という。）の館員とする。
ただし，館員との共著の場合は，外部の者でも投稿することができる。これらの条件を満たさない場合でも，
編集委員会の承認を得れば，投稿原稿としてこれを処理することができる。
3 投稿手続

（1） 原稿は，原則としてワードプロセッサーにより作成する。
（2） 原稿は，2部（図，表を含む）を編集委員会へ提出する。図表等の原版は，原稿受理まで各自で保管する。
（3） 投稿の際には，必ず投稿原稿整理カードを添付する。
4 原稿の提出先

〒306-0622茨城県岩井市大崎700
ミュージアムパーク茨城県自然博物館内
編集委員会（研究報告）

5 原稿の受付

原稿は，本投稿規程に従って書かれた場合に限って受付ける。投稿規程に反する原稿は，編集委員会が投
稿者に返却する。
6 原稿の審査

原稿は，館外の当該分野の研究者による査読を受ける。編集委員会は査読結果に基づいて原稿を審査し，
著者に修正を求めたり，返却することがある。
7 原稿の受理

（1） 出版評議委員会がその論文の掲載を認めた日をもって，その論文の受理日とする。
（2） 投稿原稿が受理されたら，速やかに査読終了後の修正原稿及び図表の原版を編集委員会に提出する。原

稿が受理された場合は，フロッピーディスク（3.5インチ）と併せて提出する。なお，ファイルはMS-DOS
のテキストとし，ディスクには著者名，表題及びファイル名を明記する。

Ⅱ 原稿の長さ

原著論文・総説・資料・雑録は刷り上がり20ページ以内，短報は4ページ以内を原則とする。
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Ⅲ 原稿の構成

1 原著論文

（1） 構 成
原著論文の原稿は，原則として以下の順序でまとめる。

和 文 表題（和文）―著者名（和文）―受理年月日（和文）―表題（英文）―著者名（英文）―受理年
月日（英文）―脚注（和・英文）―要旨（英文）―キーワード（英文）―本文（和文）―謝辞
（和文）―引用文献―要旨（和文）―キーワード（和文）

英 文 表題（英文）―著者名（英文）―受理年月日（英文）―脚注（英文）―要旨（英文）―キーワー
ド（英文）―本文（英文）―謝辞（英文）―引用文献―要旨（和文）―キーワード（和文）

（2） 表 題（Title）
英文表題は，冠詞，前置詞及び種小名を除き，単語の第1文字を大文字にする。

（3） 脚 注（Footnotes）
科研費等の補助金を受けた団体名，著者の所属名及び住所を記入する。和文原稿では，英文の所属名及

び住所も記入する。著者名など，脚注で説明する項目にはアステリスクを付ける。なお，脚注の末尾はすべ
てピリオドとする。
和 文（表 題） 茨城県沿岸帯のウミグモ類の分類学的研究＊

（著者名） 水戸太郎＊＊・岩井一郎＊＊＊

（脚 注） ＊ 本研究の一部は文部省科学研究費（一般研究B，No.05909005）によって実施された．
＊＊ ミュージアムパーク茨城県自然博物館 〒306-0622岩井市大崎700（IbarakiNature
Museum,Iwai306-0622,Japan）．

＊＊＊ 茨城大学教育学部生物学教室 〒310-8512水戸市文京町2-1（LaboratoryofBiology,
FacultyofEducation,IbarakiUniversity,Mito310-8512,Japan）．

英 文（表 題） ATaxonomicStudyofPycnogonidsontheCoastsofIbaraki＊

（著者名） TaroMITO＊＊ andIchiroIWAI＊＊＊

（脚 注） ＊ ThisresearchwaspartiallysupportedbyGrant-and-AidforScientificResearch(No.

05909005),MinistryofEducation.
＊＊ IbarakiNatureMuseum,Iwai306-0622,Japan.

＊＊＊LaboratoryofBiology,FacultyofEducation,IbarakiUniversity,Mito310-0056,Japan.

（4） 要 旨（Abstract）
原則として，英文で200語，和文300字以内とする。

（5） キーワード（Keywords）
論文の内容を端的に表す語句を原則として3語以上10語以内で選び，以下のように表示する。

英 文 Keywords:ancestrulae,Bryozoa,Celleporina,earlyastogeny,larvae,metamorphosis,systematics.

和 文 （キーワード）:初虫，コケムシ，コブコケムシ属，初期群体発生，幼生，変態，系統分類学．
（6） 本 文

本文の構成は，原則として次に掲げるようにする。
a はじめに（Introduction）
b 材料および方法（MaterialsandMethods）
c 結果（Results）又は記載（Descriptions）
d 考察（Discussion）

（7） 謝 辞（Acknowledgments）
謝辞の中では，肩書き又は敬称を付ける。
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（8） 引用文献（References）
a 論文中で言及又は引用した文献は，まとめて論文中の「引用文献」のリストに掲げる。論文中で言及又
は引用をしていない文献は，掲げない。
b 本文中での引用の仕方は，場合に応じて，小川（1899，1990）…，（Brown，1986;Mawatari，1986）…
のように，姓（年）又は（姓，年）とする。文献の著者が2名のときは，鈴木・佐藤（1990）…，（Zimmer
andWoollacott，1989）…のように，3名以上のときは，田中ほか（1974）…，（Lykeetal.，1983）…のよ
うに示す。ただし，著者が3名以上のときでも引用文献のリストには全員の氏名を書く。
c 引用文献のリストでは，著者の姓のイニシャルによって，アルファベット順に列する。同じ著者のも
のは，年代順に同じ年号の場合は早いものから順にa，b，c…を付す（1986a，1986b…）。
d 文献の書き方は，以下に従う。
（a） 単行本（例1，5） 著者名．年号．表題．ページ数，出版社名．

（欧文の場合は，最後に出版地名を入れる。）
（b） 雑 誌（例2，6） 著者名．年号．表題．雑誌名，巻又は（号）:ページ数．

（巻はゴシック体の太字にする。欧文の場合，雑誌名は原則と
して省略名を用い，イタリック体にする。）

（c） 報告書（例3） 著者名．年号．報告書名，ページ数．
（d） 編著書の部分引用（例4，7，8） 著者名．年号．表題．編者名．編著書名．ページ数，出版社

名．
（欧文の場合は，編著書名をイタリック体とし，最後に出版地
名を入れる。）

e 2行以上にわたる時，2行目以下は1字分（和文活字相当）だけ下げて書く。
f 欧文の文献で著書が2名以上のとき，2人目以下はFirstnameのイニシャルを先に書く（例6，8）。

2 総説・短報・資料・雑録

原稿の構成は原著論文に準ずるが，本文の構成についてはこの限りではない。また，短報及び雑録の場合
は要旨を省略してもよい。

Ⅳ 用語と文章

（1） 和文の場合，文章はひらがなと漢字による口語体とし，現代かなづかいを用いる。また，漢字は常用漢字を
用いる。

（2） 和文の場合，固有名詞で読み誤るおそれのあるものにはふり仮名を付ける。
（3） 句読点は「，」「．」を用いる。
（4） 数量を表す数字は，アラビア数字とし，単位にはメートル法を用いる。ただし，専門分野で慣用されている

（例1） 糸魚川淳二．1993．日本の自然史博物館．228pp.，
東大出版会．

（例2） 渋谷 保・品田正一．1986．房総半島南端の作名背
斜の形成過程．地質雑，92:1-13．

（例3） 環境庁．1979．第2回自然環境保全基礎調査 動物
分布調査報告書（哺乳類）全国版，91pp．

（例4） 福田一郎．1982．エンレイソウ．常脇恒一郎（編）．
植物遺伝学実験法．pp.321-328，共立出版．

（例5） Klevelen,D.W.1957.Coalscience.185pp.,Elsevier
PublishingCo.,Amsterdam.

（例6） Schnurer,J.M.,M.ClarholmandT.Rosswall.1985.
Microbialbiomassandactivityinanagricultural

soilwithdifferentorganicmattercontents.Soil
Biol.Biochem.,17:611-618.

（例7） Addicott,J.F.1985.Competition in mutualistic
systems.In:Boucher,D.H.(ed.),Thebiologyof
mutualism,pp.217-247,CroomHelm,London.

（例8） Zimmer,R.L.andR.M.Woollacott.1977a.Structure
and classification ofgymnolaemate larvae.In:
Woollacott,R.M.andR.L.Zimmer(eds.),Biology
ofbryozoans,pp.57-89,Academic Press,New
York.
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ものはこの限りではない。

Ⅴ 原稿用紙と書き方

（1） 和文の場合は，A4判用紙に1行全角30字×35行とし，上下左右の余白は十分にとる。
（2） 英文の場合，A4サイズの用紙に1行約10単語，約25行とし，ダブルスペースでタイプする。右そろえは

しない。上下左右の余白は十分にとる。
（3） 句読点，引用符及びその他の記号は，すべて1字として1マスを埋める。
（4） カッコ，数値及び単位は，半角を用いる。また，数値と単位の間に半角の1スペースを挿入する。
（5） イタリック体又はゴシック体の指定は，次に掲げるところにより著者が行う。

a イタリック体の指定は，赤で下線を引く。
b ゴシック体の指定は，赤で波線の下線を引く。

（6） 生物の学名などは，国際動物命名規約や国際植物命名規約に従う。

Ⅵ 図・表・図版

（1） 投稿原稿の図・表・図版の内容は，次に掲げるとおりとし，それぞれの種類ごとに番号をつける。
a 図（Fig.） 本文中に入れる黒色図及び写真
b 表（Table） 本文中に入れる記号，文字及びケイのみからなるもの
c 図版（Pl.） 通しページを付さない独立のページとして印刷される写真

（2） 図は，白色紙又は淡青色印刷の方眼紙に墨又は黒インキで明瞭に描かれたもの，又はこれと同程度のもの
でそのまま写真製版が可能なものに限る。縮図してもよいように，文字，記号，線などの大きさと調和に留意
すること。

（3） 図の内容の大きさを示すには，何分の1としないで，縮尺（スケール）を図中に書く。
（4） 図・表は，1図ごと，1表ごとに別の用紙に書き，小さいものは原稿用紙大の白い台紙に貼る。
（5） 図・表の位置は，原稿の右側欄外に赤字で示す。
（6） 表のタイトルは，表の上に書き，注などの説明は表の下に書く。
（7） 図・図版につけるタイトルと説明文（キャプション）は，別の原稿用紙に書く。
（8） 和文の場合，図・表・図版のタイトルと説明文は和文と英文の両方とし，可能な場合は，図・表の内容も英

文で書く。
（9） 図・図版の原稿には，1枚ごとに，裏に著者名，番号及び天地を記す。

（10） 図版の原稿は，そのまま写真製版できるように，1ページの形（印刷面は15.7×23.2cm）に調和させ，台
紙に写真を貼る。

Ⅶ 補 則

この規程に定めるもののほか，必要な事項については自然博物館の館長が別に定める。

付 則
この規程は，平成14年3月21日から施行する。

付 則
この規程は，平成15年1月23日から施行する。
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